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　１．17の地震を、西宮甲陽園の自宅で私は
うけた。すさまじい、殺意を感じる衝撃だっ
た。それまで経験した地震とは全く違う異次
元の破壊動であった。その後も、五臓六腑が
掻き回されるような、あんな地震を経験する
ことはない。
　東日本大震災、３．11の大揺れを、私は横
須賀の防衛大学校長室でうけた。初めは、
けっこう大きな地震だなと、余裕を持って観
察する気持ちだったが、普通の地震なら消え
てゆく頃合いで、さらに巨大な揺れがかぶせ
るように来たので、顔色が変わった。
　陸上自衛官の女性秘書が、校長室のドアを
大きく開け放った。揺れで戸が開かなくなる
事態を回避するためである。
　その後、当時の首相から携帯に電話があ
り、復興構想会議の議長を務めることになっ
た。すると、（公財）ひょうご震災記念21世
紀研究機構の貝原俊民理事長が上京し、瀧野
内閣官房副長官ら要人に紹介の労をとって下
さった。会議は、石原信雄氏とともに貝原さ
んを意見陳述者として招請した。貝原氏の
「財源なき構想は空しい」という言葉が今
も記憶に残る。議長として私は、はじめから
復興税を提案して物議を醸していたが、貝原
さんの言葉はそれに呼応したようにも感じら
れた。
　復興の全体像を示す報告書を、異常な密度
の会議により、二ヶ月半で完成し、首相に答

申した。それは、防大校長として最後の年の
ことであった。
　「防大が終わったら、熊本を手伝ってよ」
との蒲島郁夫知事のお招きを受け、2012年４
月に熊本県立大学の理事長として赴任した。
私の気分としては、震災続きだった地から遠
く離れてのんびり過ごすオプションのつもり
だった。ところが、である。
　その７月には、北九州豪雨で阿蘇カルデラ
内の水をすべて運ぶ白川が氾濫した。蒲島知
事は私に現地調査と助言を求めた。この災害
において、知事は、①被災者の痛みの最小
化、②単なる復旧ではなく、創造的復興、③
将来の県の発展につながる復興を期す、との
三原則を確立した。
　熊本県は、新幹線も高速道も南北軸は充実
しているが、東西軸が弱い。大分や宮崎との
道路の高規格化を急げ、そう私は勧告した。
４年後の2016年、震度７を二度浴びせる熊本
地震が襲来した。私は地元紙、熊本日日新聞
へのコラムにおいて、「熊本には大地震はな
い」との通説は、「関西には地震は来ない」
と同じく神話であると、かねて警告していた
が、断層群が連鎖して、とめどなく繰り返さ
れる熊本地震であった。
　２日後、蒲島知事は電話をかけてきて、「く
まもと復旧・復興有識者会議」の設立を求め
た。親しくなった熊本の人達のお役に立てる
のは嬉しいことだった。知事と相談して、東

巻 頭 言

（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構理事長 五百旗頭　真

神戸地震から熊本災害まで
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巻頭言

日本でご一緒した御厨貴先生、河田惠昭先生
にも協力をお願いした。
　２回ほどの会議で方針を決め、ご一任いた
だいて、私と熊本県公室長で復興案をまとめ
た。
　仕事を終えたある夕方、私は官舎として提
供されている白川沿いのマンションの９階
で、無為の時間を楽しんでいた。テレビがつ
いていたが、突然、神戸地震の中で生まれ
た歌「しあわせ運べるように」が流れはじめ
た。えっ、なぜ、と思いつつ、懐かしくテレ
ビの前へ動いた。「地震にも負けない　強い
心をもって」「亡くなった方々のぶんも　毎
日を大切に生きてゆこう」までは同じだっ
た。ところが「傷ついた神戸を　もとの姿に
もどそう」「響きわたれ　ぼくたちの歌　生
まれ変わる　神戸のまちに」のはずが、ホー
ム熊本のテレビはちゃっかり「神戸」を「熊
本」に置き換えていた。傷ついたわがふるさ
と神戸、そして、今や私にとってもう一つの
ふるさととなった熊本、両者を行き来する曲
を聞くうちに、私の目から涙があふれた。
　2020年７月、線状降水帯が球磨川流域を
襲った。蒲島知事から電話があり、地震の際
につくり、閉じずにいた有識者会議を、球磨
川水害からの復興にも用いるという。一同、
被災地の惨状を視察し、議論を交わした。
我々の答申を受け、蒲島知事は清流を残す流
水型の川辺川ダムとして建設し、その地の治
水手段と組み合わせて安全策を高めるととも
に、流域全体の復興と振興を図る流域総合計
画をまとめ発表した。国交省はこれを「球磨
川モデル」として、全国的先例にするという。
　それにしても、なぜ天はかくも熊本にばか
り、災を降らすのか。ひどいではないか、不
公平が過ぎる！

ただ、知事と県は、それに鍛えられて、ます
ますしっかりした対応を行うようになってい
る。天の配剤は測り知れないのかもしれな
い。
　そういえば、熊本地震の復興構想の一部
は、コロナによって遅延、中断しているもの
もある。それはやむを得ないにせよ、東西軸
の強化などは顕著な進展をみせている。た
だ、知事の三原則のうち３つめの、熊本の将
来の発展につながる決定的ピースがなお欠け
ているように、私には感じられた。
　そこへ、岸田文雄内閣の成立に合わせるよ
うに、台湾の世界的半導体企業TSMCが熊本
県菊陽町へ進出することになった。これに
よって知事の三原則を軸とする創造的復興プ
ランは、ほぼ満額完成に至るのでは、そう感
じる今日この頃である。
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͡めに
　ϙスτコロナということを視野にऩめた上
で、これからの日本や地域のあり方につい
て、私たちはどのようなビδョンをඳけるの
だろうか。あらためて確ೝすると、日本の総
人ޱは200�年をピーΫにݮগにసじ、現ࡏの
出生（1���ఔ度）がҡ持されれば、20�0年
過ぎには１ԯ人を切ることが༧測されてい
る。こうした状گは、ʠ人ޱや経ࡁが֦大・
成長を続けるʡという、໌治ҡ新Ҏ来100
े年にわたって自໌のものとされていた前提
がࠜ本から変わることを意ຯしている。言い
換えれば、ै来の延長ではない、全く新たな
視から日本や地域のࣾ会像をඳいていくこ
とが私たちには求められている。
　私は201�年に国৹議会に設けられた「国
の長期展ઐҕһ会」にҕһの一人とし
てࢀՃする機会があり、またҎ下で紹介する
ように、ฌݿ県とのڞ同研究をؚめ、"*（人
けて日本が用した、20�0年に׆知）を
持続Մであるためのະ来構想に関する研究
を進めてきた。本ߘではこうしたにもふれ
ながら、ϙスτコロナの時におけるࣾ会像
と展についてߟえてみたい。

̍ɽ「分散型ʹଟۃ集த」社会のビジϣン
―"*を׆༻したະདྷγϛϡϨーγϣン

（"*を׆༻したະདྷ構想
――「20�0ɺ本࣋ଓՄかʁ」）

今、"*に対するࣾ会的関心が高まってࡢ　
いる中で、私たちの研究άループ（私を表
とする京大学の研究者４໊と、京大学に
創設された日立京大ラϘのϝンόー）は2017
年９月、"*を׆用した日本ࣾ会の持続Մ
性と策提言に関する研究成Ռを公表した
׆びΣϒαΠτ「"*のٴҪ（201�））
用により、持続Մな日本のະ来にけた
策を提言」ࢀর）。
　研究の出発にあったのは、現ࡏの日本ࣾ
会は「持続Մ性」というにおいてʠة機
的ʡと言わ͟るをえない状گにあるという
意識である。上記の「人ݮޱগ」もその一
つだが、Ճえてಛに次のようながॏ要な事
ฑと思われる。
１ ）財あるいは世間ܧঝ性における持続

Մ性ʜの࠴務残高ないしआۚが1200
ஹԁあるいは(%1の２ഒという、国際
的に見ても突出した規にٴんでおり、そ
の݁Ռ、大なआۚを将来世にπέ回し
していること

２ ）格ࠩٴびएい世に関する持続Մ性ʜ
生׆อޢ受څ世帯ないしශࠔ世帯のׂ合が
�0年半ばҎ降急速に૿Ճしており、格ࠩ
がண実にがるとともに、ࢠども・ए者へ

京大学こころのະ来研究ηンλーڭत Ҫ　ྑయ

新しい分散型社会と「生命経済」の時代
ಛ ू ポεトίϩφ社会の՝ͱల

――ポストコロナの社会構想
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ಛूɹϙετίϩφࣾձͷ՝ͱల

のࢧԉが国際的に見てきわめて手ബいこと
から、ए年世のځࠔやޏ用不安が֦大
し、このことが出生あるいはগࢠ化の
大きなഎܠとなっていること

３ ）コϛϡχテΟないし「つながり」に関す
る持続Մ性ʜ著໊な国際ൺֱ調査（ϛシ
Ψン大学が中心に行っている「世界Ձ観
調査8PSME 7BMVFT SVSWFZ」）において、「ࣾ
会的ݽ立度」（ʹՈなどのूஂをえた
つながりや交流がどのくらいあるかに関す
る度合い）が、日本は先進ॾ国において
もっとも高くなっていること

　こうした事実に示されるように、現ࡏの日
本は持続Մ性というにおいて相当ਂࠁな
状گにある。そして、「20�0年、日本は持続
Մか」といういをテーマとして設定し
た合、現ࡏのような策や対応を続けて
いれば、日本は「持続ՄシナϦオ」よりも
「破ہシナϦオ」に至る֖然性が高いのでは
ないか。
　こうした意識を౿まえ、"*を׆用し、
また「度」といったओ観的な要ૉも視野
にೖれたܗで将来シϛϡレーションを行い、
日本ࣾ会のະ来の分ذ構造がどのようなもの
で、またどのような対応がなされるべきかを
୳ったのが今回の研究だった。
　۩体的には、日本ࣾ会の現ࡏそしてະ来に
とってॏ要とߟえられる、人ޱ、高ྸ化、経
のݸに関する1�0ڥ、ΤωルΪー、ࡁ
ࣾ会ࢦඪについてのҼՌ連関モデルを࡞成
し、その後、"*を用いたシϛϡレーション
により201�年から20�2年までの��年間にわた
る２ສ通りのະ来シナϦオ༧測を行い、そ
れらを最終的に̒つの表的なシナϦオ・ά
ループに分ྨした（分ྨにあたっては、①人

地域、ᶆ・ࢢ財・ࣾ会อো、③②、ޱ
ޏ源という４つの持続Մ性と、ᾰࢿ・ڥ
用、ᾱ格ࠩ、ᾲ݈߁、ᾳという４つの観
に目した）。

（"*͕ࣔす本のະདྷγナϦΦ
――「都市集த型」か「地方分散型」か͕

（ذେの分࠷
　シϛϡレーションの݁Ռとして໌らかに
なったのは次のような内༰だった。
ᾇ 　20�0年にけたະ来シナϦオとしてओに

「ूࢢ中型」と「地方分ࢄ型」のάルー
プがあり、その֓要はҎ下のようになる。
ａ）都市集中型シナリオ

　ओにࢢの企業がओ導するٕज़ֵ新によっ
て、人ޱのࢢへの一ूۃ中が進行し、地方
はਰୀする。出生の下と格ࠩの֦大がさ
らに進行し、ݸ人の݈߁ण໋や感は下
する一方で、ࢧ出のࢢへのू中によっ
ての財は持ちす。
ｂ）地方分散型シナリオ

　地方へ人ޱ分ࢄがىこり、出生が持ち
して格ࠩがॖ小し、ݸ人の݈߁ण໋や感
も૿大する。ただし、次߲Ҏ降に述べるよ
うに、地方分ࢄシナϦオは、の財ある
いはڥ（C0２ഉ出ྔなど）をѱ化させるՄ
性をؚむため、このシナϦオをਅに持続
Մなものとするには、ࡉ心の意がඞ要と
なる。
ᾈ 　202�ʙ27年頃までにूࢢ中型か地方分

型かをબしてඞ要な策を実行すべきࢄ
である。

　202�ʙ27年頃に、ूࢢ中型シナϦオと地
方分ࢄ型シナϦオとの分ذが発生し、Ҏ降は
両シナϦオが࠶び交わることはない。
　持続Մ性の観からよりましいとߟえ

û
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られる地方分ࢄ型シナϦオへの分ذを実現す
るには、労ಇ生࢈性からࢿ源生࢈性へのస換
をଅすڥ՝税、地域経ࡁをଅす࠶生ՄΤ
ωルΪーの׆性化、まちͮくりのための地域
公ڞ交通機関の充実、地域コϛϡχテΟをࢧ
える文化やྙ理の伝ঝ、ॅ民・地域ࣾ会の
成をଅすࣾ会อোなどの策が有ޮでܗ࢈ࢿ
ある。
ᾉ 　持続Մな地方分ࢄ型シナϦオの実現に

は、20��ʙ�7年頃までܧ続的な策実行が
ඞ要である。

　地方分ࢄ型シナϦオは、ूࢢ中型シナϦ
オにൺべると相対的に持続Մ性に༏れてい
るが、地域内の経ࡁ॥がे分に機しない
と財あるいはڥがۃ度にѱ化し、ᾈで述
べた分ذの後にやがて持続不となるՄ性
がある。これらの持続不シナϦオへの分ذ
は20��ʙ�7年頃までに発生する。持続Մシ
ナϦオへ༠導するには、地方税ऩ、地域内Τ
ωルΪー自څ、地方ޏ用などについて経ࡁ
॥を高める策をܧ続的に実行するඞ要が
ある。
　研究を進めた私自にとってもある意ຯで
༧想֎だったのだが、"*による日本のະ来
についてのシϛϡレーションが示したのは、
日本全体の持続Մ性を図っていく上で、「
中」ʕʕとりわけそのとしての東京ूࢢ
への一ूۃ中ʕʕか「地方分ࢄ」かという分
ذないし対立軸が、もっとも本࣭的な分ذ
ないしબࢶであるという内༰だった。
　ちなみに、こうしたʠ"*を׆用したࣾ会
構想と策提言ʡという研究はほとんど日本
初のものだったこともあり、の֤省ி、
研究機関、地方自治体、民間企業、֤方໘
からଟくのい合わせがあり、地方自治体で
は長野県、Ԭࢁ県ਅఉࢢ、ฌݿ県、Ѫ知県高

、ࢢ島県ࢢࢁと同༷のڞ同研究を
行ってきている。このうちฌݿ県について
は、県の長期ビδョンをݕ౼するฌݿ県将来
構想研究会の過ఔでڞ同研究が行われ、2020
年２月に「"*を׆用したະ来༧測　20�0年
のฌݿの研究」として公表されている（ฌݿ
県のホームϖーδࢀর）。

（新型コロナՒ͕ࣔしたの
――「ଟۃ集த」型ࠃのҠߦを）

　そして、そのような時に新型コロナ・ύン
デϛοΫが生じた。あらためて言うまでもな
く、感છの֦大がまず生じたのはχϡー
ϤーΫ、ύϦ、ロンドンそして東京など、人
でݍࢢのू中度が高いඦສ人規の大ޱ
ある。これらのۃな「ूࢢ中型」地域は、
ଞでもなくʠ３密ʡが常態化し、感છの֦
大が༰қに生じやすく、現にそうしたことが
こったのだ。"*が今回の新型コロナՒをى
め͙る状گや՝を先औりしていたかのよう
な一கが見られたことになる。
　Ҏ上のようなを౿まえると、私は「ࢢ
ू中から地方分ࢄへ」という方こそが、ϙ
スτコロナのࣾ会ないし国像というをؚ
め、もっともॏ要な軸になるとߟえる。
　日本の状گについてさらに౿みࠐんでߟえ
ると、しばしばޡղされているだが、実は
日本において現ࡏ進みつつあるのはʠ東京一
、ຈ、ઋ台ࡳ、中ʡではない。すなわちूۃ
ฒみかそݍՃは首૿ޱ島、Ԭの人
れҎ上に大きく、またྩ２年地Ձ公示では
上記４ࢢの地下上ঢは平ۉで7��ˋと
なっており、東京ݍの2��ˋを大きく上回っ
ている（新型コロナのӨ響を受けたྩ３年
地Ձ公示でも、東京ݍがマΠナス0��ˋであ
るのに対して上記４ࢢは2��ˋの上ঢ）。
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　つまり現ࡏの日本において進みつつあるの
はʠ東京一ूۃ中ʡではなく、むしろ「গۃ
ू中」と呼ぶべき事態なのである。しかしこ
れは感છの伝というではかなりϦスΫ
の大きい構造であって、現にこれらのʠ密ʡ
地域において感છが֦大した。
　こうした構造を、より「分ࢄ型」のシステ
ムにస換していくこと、۩体的には、この後
で述べるドΠπの例に見られるような「ଟۃ
ू中」と呼べる国構造にస換していくこと
がॏ要であり、それはコロナのようなύンデ
ϛοΫへの対応においてもきわめてॏ要な意
ຯをもつだろう。

（「分散型ʹଟۃ集த」社会のイϝージ
（ͼ経済構とのؔ࿈ٴൺֱࡍࠃ――

　"*シϛϡレーションで「地方分ࢄ型シナ
Ϧオ」が示されたと言っても、現ࡏの日本は
あまりにも一ूۃ中が顕著であるため、その
Πϝーδがつかみにくいという人がଟいだ
ろう。そうした「地方分ࢄ型」ࣾ会あるいは

「持続Մな地域」というもののΠϝーδを
もつため、図１をごཡいただきたい。
　これはドΠπのχϡルンϕルΫ߫֎にある
Τアランήンという地方ࢢ（人ޱ10ສ
人）の中心部の༷ࢠである。ҹ的なことと
して、ドΠπのほとんどのࢢがそうである
ように、中心部から自動ंを完全にഉআして
า行者だけの空間にし、人々がʠาいて楽し
むʡことができ、しかもゆるやかなコϛϡχ
テΟ的つながりが感じられるような֗になっ
ているというがある。
　そしてԿより、人10ޱສ人という中規Ҏ
下のࢢでありながら、中心部が׆気あるに
ぎわいを見せているというのがҹਂく、こ
れはここΤアランήンにݶらずドΠπの中小
ࢢすべてに言えることである。残念ながら
私が見るݶり、日本では20ສ人Ҏ下の地方
はほとんどの合シϟολー通りとなってࢢ
おり、�0ʙ�0ສ人規のࢢでさえ中心部の
空ಎ化が進んでいる例がগなくない。
　こうしたドΠπの例に見られるように、

図１　中心部からの自動車排除と「歩いて楽しめる街」
（エアランゲン〔人口約10万人〕）→福祉・環境・経済の相乗効果
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「国の中でʠۃʡとなるࢢ・地域がଟく
ଘࡏする一方、そうしたۃとなるࢢ・地域
そのものはू的な空間構造で、人々がา
いて楽しめるようなʠコϛϡχテΟ空間ʡと
なっている」というのが先にも述べた「ଟۃ
ू中」という姿である。S%(Tともつながる
が、こうした国の姿が、ᾰ経ࡁ（まちの
わいやώτ・モϊ・カωの॥）、ᾱڥ（
ૉや持続Մ性）、ᾲࢱ（コϛϡχテΟ
的なつながりや）のいずれにとってもプ
ラスの意ຯをもつとߟえられるだろう。
　Ճえて、「分ࢄ型」というテーマに関して
もう一つॏ要なのは、経ࡁ構造ないし࢈業構
造との関である。すなわち、経ࡁ構造の変
化に目をけた合、①デδλル化の展開
や、②ૉの流れの中でଅ進される࠶生Մ
ΤωルΪーの発展（ΤωルΪーの分ࢄ化）、
③高ྸ化の進展の中でॏ要度が高まるҩྍ・
ࢱ分野の展開、ᶆ（地球レϕルでの৯ྐ
への関心の高まりも౿まえた）業の新た
なՁのධՁという流れは、いずれも「分
型」と呼びうる国像・地域像とつながるࢄ
だろう。
　思えば、高度成長期を中心とする業化ࣾ
会においては、経ࡁ構造は「ू中」にかう
性格を強くもっていた。したがって、いくら
「分ࢄ型」ということが理念としてএえられ
ても、なかなかそれは実現に至らず、むしろ
ू中型の国がܗ成されていったのである。
　しかし現ࡏにおいては、これまでの時状
業構造それ自࢈構造ないしࡁと異なり、経گ
体が新たな「分ࢄ型」という方ʕʕいわば
ʠ新・分ࢄ型ࣾ会ʡと呼びうる姿ʕʕを示し
ており、"*が示す「地方分ࢄ型」とはまさ
にそうした展と関連している。
　そして興ຯਂいことに、実は先ほどふれた

2020年２月公表の「"*を׆用したະ来༧測　
20�0年のฌݿの研究」においても、そのよう
な新たな࢈業構造における「ू中と分ࢄ」の
あり方がॏ要な論として示されていたので
ある（ฌݿ県のホームϖーδࢀর）。

（ポストコロナ社会の"*γϛϡϨーγϣン
――แׅతͳҙຯの「分散型」社会）

　さらに私たちの研究άループは、新型コロ
ナՒが生じた状گを受け、関連する༷々な
デーλおよび"*を׆用した分ੳ手๏を用い
て、「20�0年にけた、ϙスτコロナの日本
ࣾ会」に関するシϛϡレーションと、まし
いະ来にけてඞ要となる策に関する提言
を今回まとめた（ΣϒαΠτ「"*の׆用
により、ϙスτコロナのましいະ来にけ
た策を提言」ࢀর）。
　シϛϡレーション݁Ռのओ要な݁論を的
に述べると、女性׆༂というをؚめて、こ
れまでの日本におけるै来型のʠ単線的ʡな
ಇき方や生き方のモデルにとらわれない、い
わばแׅ的な意ຯでの「分ࢄ型」ࣾ会へのҠ
行が、出生下ないし人ݮޱগをめ͙る状
のվળにとっても、また東京と地方のόラگ
ンスのとれた発展にとっても、もっともॏ要
な要Ҽとなるという分ੳ݁Ռが示された。
　ここで、แׅ的な意ຯでの「分ࢄ型」ࣾ会
とは次のようなझࢫである。すなわち、先ほ
ど紹介したコロナ前の"*シϛϡレーション
が示していたような、東京一ूۃ中のੋਖ਼な
どに関わる「ूࢢ中型」か「地方分ࢄ型」
という意ຯでの（空間的な）「分ࢄ型」にと
どまらず、女性׆༂やテレϫーΫないしϦ
モーτϫーΫのਪ進、企業のαテラΠτオ
ϑΟスの展開、仕事とՈఉの両立やஉ性のҭ
、Ճといったなど、ಇき方やॅまい方ࢀࣇ
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生き方の全体をؚむแׅ的な「分ࢄ型」ࣾ会
へのҠ行が、ϙスτコロナにおける持続Մ
な日本ࣾ会の実現にとってԿよりॏ要である
というである。
　それは一言で言えば、「人生の分ࢄ型」ࣾ
会と呼べるようなࣾ会のありようとも言え
る。つまりʠ昭ʡにされるような、人
が֦大を続け、それとฒ行して「すࡁや経ޱ
べてが東京にかって流れる」とともに、ʠू
ஂで一本の道をొるʡように人々が単一の
ΰールを目ࢦし、ʠஉ性はカΠシϟ人間とな
り、女性はઐ業ओ්としてՈ事にઐ念するʡ
というモデルが強ݻになっていった、あらゆ
る໘での「単一ΰール・ू中型ࣾ会」からの
ࠜ本的なస換をそれは意ຯするだろう。
　本来ならばそうしたస換は、物࣭的な๛か
さが成ख़し、人々のՁ観もଟ༷化し࢝めて
いたʠ平成ʡの時になされるべきものだっ
た。しかし日本の合、「東京一ूۃ中」と
いうをؚめて、あまりにも「ʠ昭ʡの成
ޭ体験」ʕʕʠδϟύン・アζ・ナンόーϫ
ンʡとまでশされたʕʕがであったた
め、ಛにஂմ世前後を中心とする世には
それはછみき、ै来型のモデルをҡ持ない
しそれにࣥݻしଦ性を続けたのがʠ平成ʡで
あり、それが݁Ռとして「ࣦわれたʓʓ年」
を݁ؼさせたのではないか。
　この合ॏ要なことは、Ҏ上のようなแׅ
的な分ࢄ型という方は、ݸ人の「」に
とってもプラスの意ຯをもつというであ
り、シϛϡレーションの中でもそれは示され
ている。
りにたとえるならば、ʠ昭ʡに表ొࢁ　
される高度成長と人૿ޱՃの時とは、先述
のようにʠूஂで一本の道をొるʡ時であ
り、ΰールは一つだった。しかしࢁに立っ

てみれば、視界は�60度開け、したがって֤
人はそれͧれの道をબびつつ、ै来よりも自
༝度の高いかたちで自らの人生をデβΠン
し、創造性を発شし、自分のきなことを
行っていけばよいのである。それがここで述
べているʠแׅ的な意ຯの「分ࢄ型」ࣾ会ʡ
であり、それは人ݮޱগ時における新たな
ࣾ会や生き方のモデルでもあるだろう。

̎ɽ「ポストใԽ」と「生命」の時代
（「ポストɾσジλル」の視）
　さて、「ϙスτコロナ」のࣾ会構想につい
て論じている本ߘにおいてもう１述べたい
のが、h「ϙスτ報化」と「生໋」の時ʱ
というテーマである。つまり今回のύンデ
ϛοΫは、これから私たちが生きていく21世
紀の時が、「ϙスτ報化」そして「生໋」
をج本コンηプτにする時になっていくこ
とを的に示しているというだ。
　まず、ࡢ今ますます׆発化しているように
見える「デδλル」をめ͙る議論との関に
ついてふれておこう。「デδλル化」の進展
がॏ要であることは言をまたないが、しかし
一方、突き٧めればそれは「手段」であって、
その内༰（コンテンπ）となる࢈業分野、あ
るいはもっとく言えば人間のӦみが今後ど
うなっていくかというについての、よりੵ
。的なビδョンがඞ要になってくるۃ
　むろん、「手段」というのは言い換えれば
一छの「ࣾ会Πンϑラ」であり、デδλル化
のج൫උやਪ進が、༷々な経׆ࡁ動の台
となるॏ要な「Πンϑラ」として機すると
いうは確かなことだろう。
　しかしながら、たとえば道路などのࣾ会Π
ンϑラを大ྔに建設しても、そこを通るंや
人がいなければ意ຯがないように、Πンϑラ

ÿ
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はそれを台として展開される経׆ࡁ動ない
し生࢈・消අに関するビδョンなしには、空
ૄなものになってしまうだろう。
　あるいはผのٙとして、地方創生の໊の
もとに、日本のあらゆる地域をʠスマーτシ
テΟʡのようなॴに変えたり、ʠスーύー
シテΟʡの理念とともにひたすら「ޮ化」
を進めたりしていくのがはたして本当に
ましいのか、といういも生じるのではな
いか。
　こうした意識を౿まえて、ここで私自
が「デδλル」の先に展されるもの、あ
るいはその「内༰（コンテンπ）」としても
本࣭的な意ຯをもつものとして提案したいの
が、Ҏ下に述べる「生໋関連࢈業」あるいは
「生໋経ࡁ」というコンηプτなのである。

（ 「生命ؔ࿈ۀ࢈」ͳいし「生命経済」とい
͏ビジϣン）

　まず一ൠ的に、ϙスτコロナの時におい
ては、「生໋」というコンηプτがࣾ会の
中心的な֓念としてॏ要になると私はߟえて
いる。
　վめて言うまでもなく、新型コロナそれ自
体がすなわち感છであり、人の生໋や݈߁
に関わる現である。また、今回のよう
な世界規のύンデϛοΫが発生したഎܠに
は、同じくۙ年顕著な異常気ないし気ީ変
動もそうであるように、人間と自然あるいは
生態ܥの間のόランスがࠜ本的なレϕルで揺
らいでいるという状گがഎܠにあるだろう。
　こうして自ずと「生໋」というコンηプτ
がුかび上がってくるのだが、ॏ要なと
して、この合の「生໋」とは、生໋Պ学と
いったڱい意ຯにとどまらず、ӳޠの「ラΠ
ϑ」がそうであるように、「生׆、人生」といっ

た意ຯをؚみ、また生態ܥや地球の生物ଟ༷
性といったマΫロの意ຯもؚんでいる。
　そしてこのように、これからの時のج本
コンηプτとして「生໋」がॏ要になると言
うとき、それには①経ࣾࡁ会に関するଆ໘
と、②Պ学ٕज़に関するଆ໘の二者がある。
ここでまず前者について述べてみよう。
　的に言えば、これからの時には、いわ
ば「生໋関連࢈業」あるいは「生໋経ࡁ」と
呼ぶべきྖ域が、ࣾ会の中で大きなൺॏを
めるようになっていくとߟえられる。
　ここでいう「生໋関連࢈業」とは、۩体的
にはগなくとも次の̑つの分野をࢦしてい
る。すなわち、①݈߁・ҩྍ、②࠶）ڥ生
ՄΤωルΪーをؚむ）、③生׆・ࢱ、ᶆ
業、ᶇ文化であり、これらはいずれも先ほ
ど述べたい意ຯでの「生໋」にਂく関連し
ている。最後の「文化」はやや意֎に聞こえ
るかもしれないが、これはドΠπのϝルέル
首相が、新型コロナががっている状گに
あっても「文化」に関する׆動はઈやしては
いけないとし、ʠ文化は生໋のҡ持に不Մ欠ʡ
というҹ的な言葉を残したことと関わって
いる。
　ここでϙΠンτになるのは、Ҏ上のような
「生໋関連࢈業」は、いずれも֓してൺֱ的
小規で、「地域」に密ணしたʠローカルʡ
な性格が強いというだ。したがって、こう
した分野を発展させていくことは、ࡢ今の
「地域࠶生」あるいは地方創生の流れとも呼
応すると同時に、ローカルな経ࡁ॥や地域
コϛϡχテΟの࠶生にد༩するだろう。
　Ճえて、それは本ߘの前半で述べた"*シ
ϛϡレーションが示し、またϙスτコロナࣾ
会のありようのج本的方として議論されて
きている「分ࢄ型」ࣾ会という方ともまさ
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にڞ໐するのである。
　もちろん、経ࡁの֤分野は相ޓにすべて連
関しており、こうした「生໋関連࢈業」だけ
がଞと切り離されて展開していくわけではな
いので、これらとଞの༷々な経ࡁ分野ʕʕ
造業や֤छのαービス業、観ޫそしてもちろ
ん「デδλル」関連々ʕʕとのωοτϫー
Ϋ的連携もॏ要となる（デδλルとの関連に
ついては後ほどվめて述べたい）。
　また、「生໋関連࢈業」としてڍげたྖ域
は、単७なʠར५ۃ大化ʡとは異なるଆ໘、
つまり相ޓැ助とか॥、持続Մ性といっ
たコンηプτと親性が高いྖ域であり、通
常の意ຯでの「࢈業」という֓念にऩまり切
らない性格をもっているだろう。
　それゆえに、「生໋関連࢈業」という言葉
とฒべて先ほど「生໋経ࡁ」という表現をっ
たのであるが、大きく言えば、それは「ࢿ
本ओٛ」の今後のありようというテーマと
もつながるし、またS%(T（持続Մな開
発目ඪ）やࡢ今議論が׆発ないわゆる「&S(
 ࢿ 」（ ै 来 の 財 務  報 だ け で な く、 
会（SPDJBM）・Ψόࣾ・（OWJSPONFOU&）ڥ
ナンス（(PWFSOBODF）要ૉもྀߟしたࢿ）
などをめ͙る話とも続するのである。

（「ใ」から「生命」
――Պֶのج本コンηϓトのਐԽ）

　Ҏ上が、ϙスτコロナࣾ会におけるج本コ
ンηプτとして「生໋」がॏ要になると言う
際の、その経ࣾࡁ会に関する次元の֓要であ
り、後ほどさらに۷り下げたいが、もう一つ
のଆ໘としてڍげた、Պ学ٕज़に関するଆ໘
についてはどうか。
　ॏ要なϙΠンτは、Պ学のج本コンηプτ
の進化というにある。

　すなわち、ྺ࢙を大きな視でとらえ返す
と、17世紀にϤーロούで「Պ学ֵ໋」が生
じてҎ降、Պ学のج本コンηプτは、大きく
「物࣭」ˠ「ΤωルΪー」ˠ「報」という
はその次の「生໋」にҠࡏで展開し、現ܗ
行しつつある時であるととらえることがで
きる。
　すなわち、17世紀のՊ学ֵ໋をする体
本的ج、య力学はݹとしてのχϡーτンのܥ
に物࣭ないし物体（NBUUFS）とその運動๏
則に関するものだった。やがて、χϡーτン
力学ではे分ѻわれていなかった現や電
࣓気などがՊ学的୳究の対になり、それを
説໌する新たな֓念としての「ΤωルΪー」
が（ドΠπのϔルムホルπらによって）1�世
紀半ばにߟ案された。これは業化の急速な
進展につながるとともに、石༉や電力Τωル
Ϊーの大規な用という経ࣾࡁ会の変化を
導いていったのである。
　そして20世紀になると、二度の世界大ઓに
おける҉߸ղಡや「通信」ٕज़のॏ要性とも
ฒ行して、「報」がՊ学のج本コンηプτ
としてొするに至る。۩体的には、アϝϦ
カのՊ学者Ϋロード・シϟϊンが報ྔの最
গ単Ґである「ビοτ」の֓念を体ܥ化し、
報理論のૅجを࡞ったのが1��0年頃のこと
だった。
　先ほど述べたようにੁݖの経ࡁ策はデ
δλル一色とも言えるが、シϟϊンはまさに
ʠデδλルの元ʡと言える人物なのだ。
　ॏ要なだが、およそՊ学・ٕज़のֵ新
は、「原理の発見・確立ˠٕज़的応用ˠࣾ会
的普ٴ」という流れで展開していく。そして
一見すると、「報」に関するテΫϊロδー
は現ࡏര発的に֦大しているように見える
が、その原理は上記のように20世紀半ばに確
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立したものであり、それはطにٕज़的応用と
ࣾ会的普ٴの成ख़期にೖろうとしている。
　つまり中長期的な時間軸の中で見るなら
ば、「報」やその関連࢈業はʠSࣈカーϒʡ
の成ख़段階にҠ行しつつあるのである。
　そして、先述のように「報」の次なるج
本コンηプτは໌らかに「生໋」であり、そ
れはこの世界におけるもっともෳࡶかつࠜ源
的な現であると同時に、先ほどすでに述べ
ただが、ӳޠの「ラΠϑ」がそうであるよ
うに、「生׆、人生」という意ຯをؚみ、し
かもそれは（生໋Պ学といった）ϛΫロレϕ
ルのみならず、生態ܥ（Τコシステム）、地
球の生物ଟ༷性、その持続Մ性といったマ
Ϋロの意ຯもؚんでいる。
　このように、先ほど述べた経ࣾࡁ会に関す
るଆ໘と同༷に、Պ学ٕज़のଆ໘においても
「生໋」というコンηプτが中心的なテーマ
になっていくとߟえられるのであり（Ҫ
（1��6）、同（201�）ࢀর）、こうしたから
も、私たちは「ϙスτ報化」の時の構想
を行っていくべき時期にೖっている。
　そして、今回の新型コロナ・ύンデϛοΫ
は、ある意ຯでそれをきわめてٯ説的なܗで
提ىしたと言えるだろう。

（重ްେ型の経済発展Ϟσルからの٫）
　Ҏ上、「ϙスτコロナ」時の構想を進め
ていくにあたっての「生໋」のॏ要性につい
て述べたが、ここで࠶び先ほど論じた経ࣾࡁ
会におけるଆ໘、つまり「生໋関連࢈業」な
いし「生໋経ࡁ」というテーマに立ちり、
それがこれからのࣾ会にとってどのような意
ຯをもつかをߟえてみよう。
　振り返ればઓ後の日本においては、高度成
長期を中心にʠ業化を通じた経ࡁ成長ʡと

いう発想がѹ的に強く、しかもそれが相当
な成Ռをऩめたため、その「成ޭ体験」にと
らわれ、いわゆるʠॏް長大型の経ࡁ発展モ
デルʡからൈけ出せないまま現ࡏに至ったの
ではないか。そして、そのことが平成を中心
とする「ࣦわれた˓˓年」を݁ؼさせてしまっ
たのではないか。
　それはΫϦステンηンのいう「Πϊϕー
ションのδレンマ」のʠ国Ո൛ʡないしʠ地
域൛ʡのようなものと言えるかもしれない。
　そうした思ߟの組みから٫し、Ҏ上の
ようなൺֱ的小規かつローカルな性格をも
つ「生໋」中心の経ࡁないし࢈業構造へのస
換を進めていくことが、「ϙスτコロナ」時
のओ要な՝になるだろう。
　ちなみにج本的な確ೝとなるが、࢈業ผब
業者ׂ合で見た合、αービス業などをؚむ
ୈ３次࢈業のׂ合はすでに７ׂをえており
（201�年で71 ��ˋ）、造業は2�ˋで、残る
４ˋが一次࢈業である（201�年国調査）。
つまり実際には経ࡁ構造はすでにୈ３次࢈業
にҠ行しており、ޏ用ないしब業者として
もそちらがはるかに大きく、さらにこうした
構造は今後進化していく。
　この合、「デδλル」ないし報化はた
しかにʠϙスτ業化ʡのॏ要なステοプに
なるྖ域であるが、実は"*や*Tなどの議論
でもしばしば出てくるように、それは「ޮ
的」であるがゆえにʠগない労ಇ力ですむé
ことがಛなのであり、つまり「デδλル
化」のਪ進は、最終的にはかえって「ޏ用」
をݮらす方にಇくことがしばしば生じる
のだ。
　それに対し、上記のような「生໋関連࢈
業」は、ある意ຯで「労ಇू的」、つまり
「人」がॏ要な意ຯをもつ分野であり、した
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がってޏ用という໘に関してはʠޏ用創出
的ʡな性格ないしޮՌが実は大きいのである
（これはࠜ本的には「生࢈性」という֓念を
どうଊえるかというテーマと関連しており、
これからの時にॏ要となるのは「労ಇ生࢈
性」Ҏ上に「ޮڥ性（ないしࢿ源生࢈性）」
であるとߟえられるが、このについては
Ҫ（201�）をࢀরされたい）。
　そして、こうした生໋関連࢈業を発展させ
ていくことは、「デδλル化」のॏ視という
こととʠ対立ʡするものではなく、次のよう
な意ຯでむしろ相ิޓ完的なものと言えるだ
ろう。つまり先ほどࢦఠしたように、「デδ
λル」は突き٧めれば「手段」であって、そ
の内༰（コンテンπ）となる࢈業分野がॏ要
であるわけだが、そのओ要なྖ域がまさに今
述べている「生໋関連࢈業」なのである。
　۩体的には、先ほど示した「生໋」関連の
̑つのྖ域それͧれと「デδλル」の組み合
わせが༷々にߟえられる。すなわち、①݈
ˠスڥ②、ҩྍˠデδλルϔルスなど・߁
マーτάϦοドなど、③生׆・ࢱˠ介ޢロ
Ϙοτなど、ᶆ業ˠスマーτ業など、ᶇ
文化ˠϝデΟアアーτ々という۩合であ
り、これらはいずれも今後大いに発展性のあ
るものと言える。

（経済構มԽする）
　最後に、次のようなをߟえてみたい。よ
く、「時Ձ総額の世界ランΩンά」というこ
とが話にされ、たとえば1��0年頃はそのϕ
スτ10の大半を日本の企業がめておりʕʕ
実際、όϒルんな頃の1���年（平成元年）
においては時Ձ総額の世界最上Ґは①/TT、
②日本興業ۜ行、③ॅ༑ۜ行、ᶆۜ࢜行、
ᶇୈ一勧業ۜ行となっていたʕʕ、しかしそ

れが現ࡏでは、いわゆる("'"を中心とする
*Tないしデδλルܥ企業によってめられ
ているということがࢦఠされる。そうした
を౿まえて、lだからこれからは*Tやデδλ
ルが経ࡁにとって大事だʡという議論がしき
りにޠられるのである。
　しかしこうした議論は、ߟえてみるといさ
さかໃ६をؚんでいるのではないだろうか。
つまり、Ҏ上の事実によって示されているの
は、要するに20ʙ�0年の時間軸で経ࡁ構造の
変化をとらえれば、上Ґをめるような࢈業
分野は（想像ができないほど）大きく変化す
るということなのだ。
　ということは、今からたとえば20ʙ�0年後
のこうした「ランΩンά」において、その時
もなお("'"が上Ґをめているということ
は、ٯにむしろߟえにくいということになる
はずではないか。
　残念ながら現ࡏの日本において大きく欠མ
していると思われるのは、そうした「ਅに新
たなະ来」あるいは「中長期的なະ来」につ
いての想像力ないし構想力である。
　つまり、ʠ今("'"が上Ґにいるから、そ
れとࣅたようなことを（いかけて）やれば
よいʡといったۙ視؟的な発想ではなく、む
しろここで述べてきたような、「デδλル化」
のその先、そして「ϙスτ報化」の「生໋」
の時を見ਾえた、ಠ自かつ中長期的なະ来
ビδョンの創出こそがॏ要なのだ。今から20
ʙ�0年後に経ࡁ構造の中心にҐ置しているよ
うなྖ域は、現ࡏにおいてはきわめてʠ๖ժ
的ʡなଘࡏなのである。
　本ߘでここまで述べてきたような展を、
関連する論ともซせて示したのが図２であ
り、前半で述べた「ଟूۃ中」というビδョ
ンをؚめ、「新しい分ࢄ型」のࢢ・地域や

12
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ࣾ会のあり方を構想していくことが求められ
ている。
　現下の対応とฒ行しながら、「ϙスτコロ
ナのࣾ会構想」を新たな発想のもとで議論し
ていくことが今Կよりॏ要なのではないだろ
うか。

（ݙ考文ࢀ）
Ҫྑయ（1��6）h Ҩ伝ࢠのٕज़、Ҩ伝ࢠの思想ʕʕҩྍ

の変༰と高ྸ化ࣾ会 、ɦ中公新書。
同（201�）h ϙスτࢿ本ओٛ　Պ学・人間・ࣾ会のະ来 、ɦ

。新書ؠ
同（201�）h 人ݮޱগࣾ会のデβΠン 、ɦ東༸経ࡁ新報ࣾ。

経済の規模

伝統的社会
（農業中心）

市場経済 工業化
社会

情報化
社会

成熟・定常型社会

市場化

工業化（産業化）

情報化・金融化

「持続可能な福祉社会」
のビジョン

グローバル化

ローカル化

物質→ エネルギー→ 情報 → 生命

コロナ・パンデミック

ペスト大
流行
（1348）

「生命関連産業／
生命経済」の発展

・・・健康・医療、環
境、生活・福祉、農
業、文化

科学の基本コンセプト

分散型システム、
ポストＡＩ

図２　経済システムの進化と新たな「分散型」社会
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̍ɽ͡めに
　長Ҿく新型コロナΟルスՒはࣾ会のあり
方を大きく揺るがしている。これまでの当た
り前の生׆スλΠルはもはや当たり前ではな
くなり、密回避、マスΫண用、手ચいなどの
新しい日常（/FX /PSNBM）への切りସえや
オンラΠンによる遠ִڭҭ、テレϫーΫの導
ೖも急ピονで進んできた。感છ֦大をえ
෧ࢢむために、ւ֎ではロοΫダン（ࠐ
鎖）そして国内ではۓ急事態એ言などの日常
生׆の੍ݶા置がऔられるようになった。ま
た、ଟくの国で、新型コロナΟルス感છか
らをकることと生׆のྐを確อすることを
どう両立するか、「いのちと経ࡁ」について
の策論૪や対立がىきている。
　コロナՒへの対応がۓ٤の՝であること
は間違いないが、それは対ॲྍ๏に過ぎず、
コロナՒへの対応がうまくいけば、コロナՒ
前のࣾ会をऔりすことができるわけではな
く、また、その先に໌るいະ来が自動的に切
り開かれていくこともない。わたしたちは、
�0年後、�0年後、そして100年後を見ਾえて、 
どのようなະ来ࣾ会にかっていくべきなの
か、そのためのࣾ会のཏ針൫をߟえておくඞ
要がある。201�年９月の国連持続的開発α
ϛοτで国際合意された「我々の世界を変ֵ
するɿ持続Մな開発のための20�0アδΣン
ダ」（Ҏ下、20�0アδΣンダ）」は、ະ来ࣾ会
のཏ針൫である。20�0アδΣンダ策定の動機

は、ڥѱ化と気ީ変動、ਂࠁ化するさ
ま͟まな格ࠩやࠩผがあり、これらをղ決す
ることなしには、よりよいࣾ会をつくること
はできないというة機意識の世界的֦がりが
ある。しかし、コロナՒによって、これらの
はղ決にかうのではなく、むしろ、
が૿෯され、顕ࡏ化してきている。20�0ア
δΣンダは「୭一人औり残さない持続的ࣾ会
への変ֵ」をܝげているが、それを達成する
ためには、わたしたちが生׆のとする地域
ࣾ会のあり方をいし、よりよいらしの
できるΣルビーΠンάをॏ視する地域へと
変ֵしていくඞ要がある。
　そこで、本ߘでは、まず、日本の໘する
さま͟まなࣾ会՝について৮れ、20�0ア
δΣンダとS%(Tの本࣭について見ていく。
次に、ΣルビーΠンάをॏ視する地域ͮく
りとはԿかにযをあて、ΣルビーΠンά
の֓念とಛを論じる。そして、Σルビー
Πンάをॏ視する地域ͮくりに欠かせない地
域ڞ創をऔり上げ、ฌݿ県における持続的な
地域ͮくりのߋなる展開にけてのώンτを
提示する。

̎ɽ本社会の໘する課題
　ΣルビーΠンάをॏ視する地域について
えるためには、そもそも、日本ࣾ会はどのߟ
ようなに໘しているのかを見ておくඞ
要がある。͟っと書き出して見ると、ශࠔ、

関西大学ࣾ会学部ڭत 　ڷ

2030アジェンダ（SDGs）と地域共創による
ウェルビーイングを重視する地域づくり

ಛ ू ポεトίϩφ社会の՝ͱల

1û
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ଟ文化ڞ生、ڥอ全、災害対策、報化ࣾ
会、シΣアϦンάΤコϊϛーなど（図１ࢀ
র）、ଟذにわたる՝に໘している。い
ずれも、一ےೄではղ決しないばかりで
あるが、その中から、地域ࣾ会のあり方をࠨ
ӈするであろう３つのॏ要な՝について৮
れておきたい。
　１つ目の՝は、大ࢢへの人ूޱ中の
である。高度経ࡁ成長Ҏ降、ए者は、大
学・ઐ学校への進学やब৬を求めてࢢ部
にかい、大ݍࢢに人ޱがू中、地方は過
ૄ化が進行した。図２を見ると、長期間にわ
たり、東京、大ݹ໊、ࡕの３大ݍࢢに人
流ೖが続いてきたことがよくわかる。एいޱ
世がࢢ部にू中したことで、গࢠ化もਂ
部の方ࢢ化した。なぜなら、おしなべてࠁ
が出生はく、とくに、最もసೖ者を受け
ೖれてきた東京が国内で一൪出生のい地
域（201�年の東京の合計ಛघ出生1�1�ɼ
全国平1��6̍ۉ）なのである。大ࢢへの人
化を༠発し、地方のർฐやਰୀࢠ中はগूޱ

をҾきىこしてきたといえる。このにど
う対ॲすべきかを୳るためには、なぜ長期に
わたり、ए者が地方を出て、ࢢでの生׆を
બしてきたのか、Կがだったのかを໌
らかにしていくことがඞ要である。それは、
仕事がないから、ۚがいから、という理
༝だけだったのか、それとも、それҎ֎に
も、地方がࠀすべきや՝はないのか
といういでもある。
　２つ目の՝は、地方経ࡁに݁するྛ
水࢈業（ୈ一次࢈業）のである。2020
年ྛ業ηンαス̏によれば、ݸ人業経Ӧ
は2010年16�ສ４ઍ、201�年1��ສ、2020年
10�ສ７ઍと大෯にݮগ、業のܧぎが見
つからず、ഇ業すべきかどうかをߟえている
έースは後をઈたないという。このୈ一次࢈
業のਰୀは地方経ࡁにダϝーδを༩えるが、
もう一つの大きなと密に関してい

図1ɿຊ社会͕໘͢る社会՝

１　ʰް生労ಇ省人ޱ動態౷計ಛघ報告
IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�UPVLFJ�TBJLJO�IX�KJOLPV�
UPLVTZV�TZVTTZP07�JOEFY�IUNM（2021年９月1�日Ӿཡ）
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る。ୈ一次࢈業は、国内৯ྐ自څと生׆の
安全อোのと݁している。は、৯
ྉ自څのվળをۓ٤の՝としているが、
現実には、自څは年々下、201�年はカロ
Ϧーϕースで��ˋにすぎない̐。もしも、気
にマΠナスのӨ響࢈機が世界的な業生ةީ
をもたらし、֤国の৯ྉ生ྔ࢈が不安定にな
れば、日本は৯ྐة機に໘するՄ性が高
い。ୈ一次࢈業は、地方経ࡁにとって大きな
意ຯを持つのみならず、国民の生׆໘での安
全อোをࠨӈする՝でもある。
　３つ目の՝は、これからのࣾ会発展のた
めに、新ٕज़をどのようにར׆用していくべ
きかである。すでに、"*、*CTをؚむデδλ

ルٕज़のֵ新、ロϘοτ࢈業、ナϊテΫϊロ
δーの発展によって、経׆ࡁ動、生׆スλΠ
ルが変わってきている。しかし、デδλル
化、新ٕज़の開発やར׆用は、ࣾ会の進าを
อোするものではない。は、それらのٕ
ज़をうことで、わたしたちはどのような生
をૹることができるのか、どのようなࣾ会׆
をஙいていくのかがわれるのであり、その
ために、あるべきະ来ࣾ会のཏ針൫を定めて
おくඞ要がある。

̏ ɽະདྷ社会のཏ൫ɿ2030アジェンダ
とSDGs

　20�0アδΣンダは、17߲目からなる持続的
開発目ඪ（SVTUBJOBCMF %FWFMPQNFOU (PBMTɿ 
S%(T）を規定している。S%(Tのೝ知度は高
くなってきたが、20�0アδΣンダの目的がे
分理ղされているかと言えば、そうではな
い。そこで、20�0アδΣンダの本࣭について
見ておく。20�0アδΣンダの前文には、ະ来
のあるべきࣾ会像とそのためにԿをすべきか

図�ɿ̏େ都市ݍのసೖաのਪҠ（1�����0�0）２

２　総務省౷計ॅہ民ج本台ா人ޱҠ動報告　2020年（ྩ２
年）図４Ҿ用
IUUQT���XXX�TUBU�HP�KQ�EBUB�JEPV�2020OQ�KJTTV�ZPVZBLV�
JOEFY�IUNM（2021年�月1�日Ӿཡ）

３　ྛ水࢈省ྛ業ηンαス
IUUQT���XXX�NBGG�HP�KQ�K�UPLFJ�LPVIZPV�OPVDFO�JOEFY�
IUNM（2021年�月1�日Ӿཡ）

４　ྛ水࢈省ྛ水ج࢈本デーλू
IUUQT���XXX�NB⒎�HP�KQ�K�UPLFJ�TJIZP�JOEFY�IUNM（2021年
�月1�日Ӿཡ）
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が次のように述べられている。

このアδΣンダは、人間、地球ٴびൟӫのための

行動計画である。これはまた、より大きな自༝に

おける普ว的な平の強化を求するものでもあ

る。我々は、ۃなශࠔをؚむ、あらゆるܗ態と

ଆ໘のශࠔを໓することが最大の地球規の՝

であり、持続Մな開発のための不Մ欠なඞ要

݅であるとೝ識する。すべての国ٴびすべての

ステーΫホルダーは、協同的なύーτナーシοプ

の下、この計画を実行する。我々は、人ྨをශࠔ

のڪාٴび欠のઐ੍からղき放ち、地球を༊や

し安全にすることを決意している。我々は、世界

を持続的かつ強㔸（レδϦΤンτ）な道ےにҠ行

させるためにۓ急にඞ要な、大かつ変ֵ的な手

段をとることに決意している。我々はこのڞ同の

ཱྀ路にり出すにあたり、୭一人औり残さないこ

とをう。今日我々が発表する 17 の持続Մな

開発のための目ඪ（S%(T）と、16�のλーήοτ

は、この新しく普ว的なアδΣンダの規と野心

を示している。これらの目ඪとλーήοτは、ϛ

レχアム開発目ඪ（M%(T）をجにして、ϛレχ

アム開発目ඪが達成できなかったものを全うする

ことを目ࢦすものである。これらは、すべての

人々の人ݖを実現し、δΣンダー平とすべての

女性と女ࣇの力強化を達成することを目ࢦす。

これらの目ඪٴびλーήοτは、౷合され不Մ分

のものであり、持続Մな開発の三ଆ໘、すなわ

ち経ࡁ、ࣾ会ٴびڥの三ଆ໘を調させるもの

である。これらの目ඪٴびλーήοτは、人ྨٴ

び地球にとりۃめてॏ要な分野で、こう1�年間

にわたり、行動をଅ進するものになろう。（֎務

省Ծ༁̑のҾ用）

　つまり、20�0アδΣンダは、୭もが安心し
てらすことができるࣾ会をஙき、よりよい
いでいくことを目ܧを将来世へとҾきڥ
。していることがわかるࢦ
　この方針の策定段階で、世界中のࢢ民の
が大きな役ׂをՌたしたことはあまり知られ
ていない。通例、国連が理念や策をまとめ
る際には、֤分野のઐՈにҕねてとりまと
める。しかし、20�0アδΣンダの策定では、
国連࢙上初めて、ະ来のあるべき世界に関す
るアンέーτをつくり、世界中のࢢ民を対
にオンラΠン調査（MZ 8PSME SVSWFZ）を
実1、ࢪ��か国から700ສ人Ҏ上のをूめ
た。このࢢ民のをもとにして、୭一人औり
残さない持続的なࣾ会への変ֵを20�0アδΣ
ンダの目ඪに置いたのである。この目ඪは、
ある意ຯ、国ڥをӽえたࢢ民の願いがࠐめら
れている将来像であり、ཏ針൫といってよい
だろう。
　では、୭一人औり残さない持続的なࣾ会と
は一体どのようなものなのか。20�0アδΣン
ダは、目ࢦすべき世界像を３߲目に分けて۩
体化している。

７．（目ࢦすべき世界像）これらの目ඪとλーήο

τにおいて、我々は最高に野心的かつ変ֵ的なビ

δョンを設定している。我々は、すべての人生が

ӫえる、ශࠔ、ٌծ、ප気ٴび欠から自༝な世

界を思いඳく。我々は、ڪාと力から自༝な世

界を思いඳく。すべての人がಡみ書きできる世

界。すべてのレϕルにおいて࣭の高いڭҭ、อ݈

ҩྍٴびࣾ会อޢに公平かつ普ว的にアΫηスで

きる世界。体的、ਫ਼神的、ࣾ会的ࢱがอোさ

れる世界。安全なҿྉ水と衛生に関する人ݖを࠶

確ೝし、衛生状態がվળしている世界。े分で、

安全で、ߪೖՄ、また、ӫཆのある৯ྉがある

̑　「我々の世界を変ֵするɿ持続Մな開発のための20�0ア
δΣンダ」の日本ޠ֎務省Ծ༁
IUUQT���XXX�NPGB�HP�KQ�NPGBK�HBJLP�PEB�TEHT�QEG� 
000101�02 �QEG（2021年９月̔日Ӿཡ）
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世界。ॅډが安全、強㔸（レδϦΤンτ）かつ持

続Մである世界。そして安Ձな、信པでき、持

続ՄなΤωルΪーに୭もがアΫηスできる世

界。

̔．（目ࢦすべき世界像）我々は、人ݖ、人のଚݫ、

๏のࢧ配、ਖ਼ٛ、平ٴびࠩผのないことに対し

て普ว的なଚॏがなされる世界を思いඳく。人

छ、民ٴび文化的ଟ༷性に対してଚॏがなされ

る世界。人間のજࡏ力を完全に実現し、ൟӫをڞ

有することにࢿすることができる平な機会が༩

えられる世界。ࢠ供たちにࢿし、すべてのࢠ供

が力ٴびࡡऔからղ放される世界。すべての女

性と女ࣇが完全なδΣンダー平をڗ受し、その

力強化を્む๏的、ࣾ会的、経ࡁ的なো害がऔ

りআかれる世界。そして、最も੬弱な人々のχー

ζが満たされる、公ਖ਼で、ߧ平で、༰で、開か

れており、ࣾ会的にแઁ的な世界。

９．（目ࢦすべき世界像）我々は、すべての国が

持続的で、แઁ的で、持続Մな経ࡁ成長とಇき

がいのある人間らしい仕事をڗ受できる世界を思

いඳく。消අと生࢈ύλーン、そして空気、

地、河川、ބ、帯水層、ւ༸といったすべての天

然ࢿ源のར用が持続Մである世界。民ओओٛ、

άοド・Ψόナンス、๏のࢧ配、そしてまたそれ

らをՄにする国内・国際ڥが、持続的でแઁ

的な経ࡁ成長、ࣾ会開発、ڥอٴޢびශࠔ・ٌ

ծ໓をؚめた、持続Մな開発にとってきわめ

てॏ要である世界。ٕज़開発とその応用が気ީ変

動に配ྀしており、生物ଟ༷性をଚॏし、強㔸

（レδϦΤンτ）なものである世界。人ྨが自然

と調し、野生動২物そのଞのछがอޢされる世

界。（֎務省Ծ༁のҾ用）

　これら３つの世界像をまとめると、20�0ア

δΣンダが目ࢦすべきະ来ࣾ会は次のように
まとめられる。

୭もが人間らしい生׆のできるࣾ会
おޓいをೝめ合いଟ༷性が大切にされる

生ࣾ会ڞ
ڥとڞଘする॥型経ࡁ

20�0アδΣンダの目ࢦすࣾ会変ֵを、S%(T
にͮجいて、普段の生׆の文຺でߟえてみよ
う。まず、生׆に欠かせない経ࡁ的ج൫がอ
োされている。ଟ༷な生き方につながるબ
࿅を受け܇ҭや৬業ڭげていくためのをࢶ
られ、けがをしたり、ප気になっても、安心
して治ྍが受けられる。また、性ผによるࠩ
ผや人छへのภ見のない୭もがࣾ会の一һと
してଚॏされ、公平にѻわれ、気持ちよく
らせる。そして、気ީة機を৯いࢭめて、
、をकっていくことができる。これらこそڥ
わたしたちが目ࢦすべき新しい地域ࣾ会の方
。性といえるだろう

̐ɽウェルビーイングを重視する社会
　本論は、ΣルビーΠンάをॏ視するࣾ会
へのస換を提এするものであるが、Σル
ビーΠンάはԿを意ຯするのだろうか。そこ
で、ΣルビーΠンάの意ຯを確ೝした上
で、ΣルビーΠンάをॏ視するࣾ会のಛ
を説໌する。
　ΣルビーΠンάの意ຯを۷り下げるに
は、世界อ݈機関（8)0）による݈߁の定
ٛにண目するඞ要がある。̬̝̤は、1��7年
に設立された݈߁ҡ持や૿進のためにさま͟
まな׆動を展開する国際機関であり、8)0
を次のよ（߁݈）ষの前文の中で、)FBMUIݑ
うに定ٛしている。
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とは、ප気でないとか、弱っていないという߁݈

ことではなく、体的にも、ਫ਼神的にも、そして

ࣾ会的にも、すべてが満たされた状態にあること

をいいます。（日本8)0協会༁̒）

　原文（ӳޠ）にはXFMM�CFJOHがわれてお
り、その対༁は「すべてが満たされた状態」
である。したがって、8)0の定ٛによれ
ば、݈߁とは心と体の݈߁だけではなく、ࣾ
会生׆の໘においても満たされた状態にある
ことをࢦし、その状態が「ΣルビーΠンά
（XFMM�CFJOH）」である。心の݈߁のॏ要性
については、あえて説໌するまでもないが、
ࣾ会的に満たされる状態とは、ࣾ会の中でݽ
立せずにଞ人とよい関を持つことができ、
自分のډॴや役ׂを持つことができること
である。したがって、ΣルビーΠンάと
は、ඞ要なӫཆをઁることができ、心の݈
な状態をにおいてྑ׆をҡ持し、ࣾ会生߁
อつことができている状態のことである。も
しも、経ࡁ的にۤしく生׆がままならない、
ࠩผやいじめにあい心がਂく傷ついている、
ಠりでݽ立している、このような状態にあ
る人はJMM�CFJOH、不݈߁な状態とみなされ
る。ΣルビーΠンάをॏ視するࣾ会は、不
状態の人を見つけたら、そのղ消を༏先߁݈
し、ΣルビーΠンάの高いらしの実現に
力を͙のである。次に、ΣルビーΠンά
をॏ視するࣾ会のಛはԿかをߟえてみる。
　ΣルビーΠンάをॏ視するということ
は、୭もが人間らしく生きることができる生
、൫を持ち、ࣾ会の一һとしてೝめられج׆
ࣾ会ࢀ画し、将来世に対して、ྼ化させな
いでڥを次世へとܧঝしていくことであ

る。では、ΣルビーΠンάॏ視のࣾ会と
は、どのようなಛを持つࣾ会であるのか。
ΣルビーΠンάॏ視のࣾ会をՈに例え、
台ࠎと台にわけてߟえてみる。
　ΣルビーΠンάは、ଟ໘的な݈߁に目を
けることによって実現される。したがっ
て、ॴ得上だけで達成できるものではな
く、自分の持つ力を׆かして、充感の高
い人生をબできるかどうかがॏ要とߟえ
る。ΣルビーΠンάॏ視のࣾ会では、ݸ人
の持つ力を৳ばしていくことができるだけで
はなく、৳ばした力を׆かしてଟ༷な生き方
をબできるࣾ会である。このࣾ会の台
え方に求めらߟ力アプローνのࡏは、જࠎ
れる。
　જࡏ力アプローνを提এしたのはアマル
テΟア・ηンである。ηンは、ශࠔ、不平
、不公ਖ਼というࣾ会のපに目をけ、જࡏ
力アプローνを提এした。ηンは本࣭的自
༝のॏ要性をএえた。ηン（SFO 1����2000） 
によれば、୭もがਅの自༝をอোされるࣾ会
になるべきであること、ਅの自༝とは、୭も
が自分の持っているૉ࣭やՄ性に気ͮき、
それを৳ばしていくことができ、充度の高
い生き方を自らબできるࣾ会のことを意ຯ
している。これは、ۙ経ࡁ学に大きなӨ響
を༩えてきたδΣレϛー・ϕンαムの「最大
ଟの最大」へのアンνテーθである。
せを感じるॅ民のઈ対がଟければ、そ」
れがせなࣾ会」といえるわけではなく、一
人ひとりのࢢ民が自の生き方を自らの意ࢤ
でબし、求できるࣾ会こそΣルビーΠ
ンάを大切にするࣾ会であるとߟえる。
　ηンのいう「本࣭的な自༝のあるࣾ会」と
はԿかを۩体的にߟえてみよう。にোがい
を持つ人がいて、まったく異なるࣾ会で生׆

�ষ前文ɿIUUQT���XXX�KBQBO�XIP�PS�KQ�BCPVU�XIPݑ0(8　̒
XIBU�DIBSUFS�（2021年�月1�日Ӿཡ）
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すると生き方が変わってしまうのかどうかを
えてみる。ここに２つのผ々のまちがあるߟ
とԾ定する。一つのまちは、୭もが自༝にま
ちの中をҠ動できるように๏やࣾ会੍度が
४උされ、道路などの生׆Πンϑラのඋや
όϦアϑϦーのόスがっている。もう一つ
のまちは、๏੍度もඋされておらず、όϦ
アϑϦーのόス導ೖも全くなされていない。
この相対する２つのまちでの生׆は、にো
がいを持つ人にとっては、その生׆の仕方に
大きな違いが出てくるのは໌らかだろう。ό
ϦアϑϦーのόスのあるまちでらせばҠ動
しやすく、仕事のબをはじめࣾ会ࢀՃのՄ
性ががる。また、図書ؗやത物ؗなどに
出かけて、文化やܳज़を楽しむこともできる
だろう。どのようなまちで生׆するかによっ
て、一人ひとりの生׆の仕方や生き方までも
が大きくࠨӈされるのである。

　જࡏ力アプローνは、一人一人の人間の
持つ機と力をҾき出すことで、よく生き
るためのબがՄになるとߟえる。では、
ΣルビーΠンάをॏ視するࣾ会に求めら
れる݅はԿか。マーα・ψスόムは、
ηンとは異なる視からજࡏ力アプロー
νを提এした。ψスόムは、ましいࣾ会
（/VTTCBVN 2000�200�ɼ2011）をળく生き
る（ΣルビーΠンά）ことのできるࣾ会と
し、それは、୭もが安定した経جࡁ൫を持つ
だけではे分ではなく、ࣾ会的แઁ、治的
Ճのอো、ଟ༷な文化をೝめ合うࣾ会̓でࢀ
あるとしている。また、ψスόムは、ળく
生きるためには、ݸ人とࣾ会の両者が密に
関しているを強調し、જࡏ力を３つの
λΠプʵૅج的જࡏ力、内的જࡏ力、݁
合的જࡏ力ʵに分け、ݸ人とࣾ会の相ޓ関
。（রࢀ図３）のॏ要性を説いている

７　ψスόムは人間の中心的έΠύビϦテΟϦスτを࡞成
し、10の要ૉについて۩体的に説໌している（ψスόム
200� QQ��2 （রࢀ���

図�ɿΣϧϏʔΠンάΛॏ͢ࢹる社会
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　まず、ૅج的、内的、݁合的જࡏ力が
֤々Կを意ຯしているのかを説໌する。ૅج
的જࡏ力とは、生まれた時から生来උわっ
ている人間の機のことをࢦす。たとえば、
人間は生まれると、おぎゃーとを出した
り、涙を流すこともある。手をばたつかせ
ることもできる。にっこりとসい顔になる。
これらは、୭かからڭえられたわけではな
い。ただ、不合なέースもある。が不自
༝なまま、あるいは、目が見えないというো
害を๊えて生まれる人もいるが、これらもؚ
めてૅج的જࡏ力と呼ぶ。
　内的જࡏ力は、Կを意ຯするのか。人は
い知識を力を磨くことで、෯ࡏ的જૅج
श得したり、ٕをにつけることができ、
その݁Ռとして、仕事、スϙーπ、ܳज़、झ
ຯなど、さま͟まな׆動をできるようにな
る。このように、ૅج的જࡏ力を内的જࡏ
力にঢ՚させるにはݸ人の力がඞ要であ
るが、それにՃえて、Ոや学校のࢧԉが欠
かせない。
　݁合的જࡏ力は、ݸ人のજࡏ力のܗ成
に軸を置くૅج的જࡏ力や内的જࡏ力
とは異なり、જࡏ力を׆かせるࣾ会である
かどうかにޫをあてる。ݸ人レϕルでજࡏ
力を発現し、৳ばすことができても、それを
発شできるࣾ会でなければ意ຯはない。
　なぜψスόムは、ૅج的と内的にՃえ
て、݁合的જࡏ力を規定したのか。その理
༝は、生׆するࣾ会ڥの違いがݸ人の࠽
を発現させたり、生き方のબに大きなӨ響
を༩えると確信していたからである。ここ
で、例をߟえてみたい。日本では、Ո長੍
のӨ響もあって、仕事における女性の仕事や
Ոఉの中における女性の役ׂ（それはஉ性の
役ׂのཪ返しでもある）が、本人の力と無

関に規定されていることがある。それは、
夫と࠺の間のՈ事労ಇ時間のൺֱ調査݁Ռに
実に現れる。平ۉの話であるが、Ո事負
୲が女性ภॏになっているという現実であ
る。仕事でも、女性はඇਖ਼規ޏ用のׂ合が高
いが、これは、Քぎ手はஉ性（夫）であり、
女性（࠺）はࢠҭてやՈ事を୲うもの、女性
の労ಇはิ助的にՈ計をࢧえるఔ度でよいと
いうߟえ方がࢧ配的になっていることと関
している。また、ැཆՈ手当੍度やૅج年
ۚୈ３߸被อݥ者੍度はこのߟえ方を色ೱく
өしている。このことは日本では、なぜ
理৬における女性のׂ合がいのかにもつな
がっている。ݸ人のજࡏ的な力にࠩはない
合でも、生׆するࣾ会によって、女性かஉ
性かの違いがࣾ会ࢀ画の機会とՄ性の大き
さにӨ響するとしたら、どのようなࣾ会であ
るべきかをいすことはۃめてॏ要なこと
なのである。
　ΣルビーΠンάॏ視のࣾ会を実現してい
くためには、経ࡁ、ࣾ会、ڥ、そして、生
するΠンϑラがॏ要になる。いわに関׆
ば、ࣾ会の台といえるものであるが、Σ
ルビーΠンάをॏ視するࣾ会は、ࣾ会的ڞ通
。本の上に構ஙされるࢿ
　経ࡁ学者のӉ߂文は、アϝϦカからؼ国
後、高度経ࡁ成長をげたものの、水ມපを
はじめとする࢈業公害、経ࡁ開発にうڥ
ഇ、自動ंࣾ会のもߥ源ཚെによる国のࢿ
たらす大気Ԛછ、コϛϡχテΟのࣦを目の
当たりにし、ࣾ会のあり方をਅにうよう
になった。そして、ࣾ会的ڞ通ࢿ本（Ӊ 
2000）を構想し、理論化した。Ӊは、「ࣾ
会的ڞ通ࢿ本をゆたかなࣾ会のج本的ॾ݅
である」とし、次のように定ٛしている。
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ࣾ会的ڞ通ࢿ本は、一つの国ないしಛ定の地域に

ॅむすべての人々が、ゆたかな経ࡁ生׆をӦみ、

す͙れた文化を展開し、人間的にັ力あるࣾ会を

持続的、安定的にҡ持することをՄにするよう

なࣾ会的置を意ຯする。ࣾ会的ڞ通ࢿ本は自然

本ࢿ会的ΠンϑラスτラΫνϟー、੍度ࣾ、ڥ

の三つの大きなൣᙝにわけてߟえることができ

る。大気、ྛ、河川、水、などの自然

道路、交通機関、上下水道、電力・Ψスなど、ڥ

のࣾ会的ΠンϑラスτラΫνϟー、そしてڭҭ、

ҩྍ、࢘๏、ۚ༥੍度などの੍度ࢿ本がࣾ会的ڞ

通ࢿ本のॏ要な構成要ૉである。ࢢやଜも、

さま͟まなࣾ会的ڞ通ࢿ本からつくられていると

いうこともできる。（Ӊ 2000ɼJJ）

　ࣾ会的ڞ通ࢿ本はゆたかなࣾ会の実現のた
めに構想されているが、「ゆたかなࣾ会」と
はどのようなࣾ会なのか。ゆたかなࣾ会につ
いて、Ӊの言葉をҾ用しておこう。

ゆたかなࣾ会とは、すべての人々が、その先天

的、後天的࣭ࢿと力とを充分に生かし、それͧ

れのもっているເとアスピレーションが最大ݶに

実現できるような仕事にたずさわり、その私的、

ࣾ会的ݙߩに相応しいॴ得を得て、で、安定

的なՈఉをӦみ、できるだけଟ༷なࣾ会的৮を

もち、文化的水४の高い一生をおくることができ

るようなࣾ会である。このようなࣾ会は、つぎの

。本的ॾ݅をみたしていなければならないج

ᾇ　ඒしい、ゆたかな自然ڥが安定的、持続的

にҡ持されている。

ᾈ　շదで、清ܿな生׆をӦむことができるよう

なॅډと生׆的、文化的ڥが用意されてい

る。

ᾉ　すべてのࢠどもたちが、それͧれのもってい

るଟ༷な࣭ࢿと力をできるだけ৳ばし、発展

させ、調のとれたࣾ会的人間として成長しう

る学校ڭҭ੍度が用意されている。

ᾊ　࣬ප、傷害にさいして、そのときどきにおけ

る最高水४のҩྍαービスを受けることができ

る。

ᾋ　さま͟まなرগࢿ源が、Ҏ上の目的を達成す

るためにもっともޮ的、かつߧ平に配分され

るような経ࡁ的、ࣾ会的੍度がඋされてい

る。

ゆたかなࣾ会は（中ུ）すべての人々の人間的

ଚݫとࠢの自立がकられ、ࢢ民のج本的ݖརが

最大ݶに確อできるという、本来的な意ຯでの

ϦϕラϦζムの理想が実現されるࣾ会である。

（Ӊ 2000ɼQQ�2 ��）

　Ӊの定ٛするゆたかなࣾ会とは、Σル
ビーΠンάॏ視のࣾ会に通じる֓念である。
ࣾ会的ڞ通ࢿ本は、ࣾ会の࣭的発展を軸にਾ
えたࣾ会変ֵを目ࢦすために有ޮであり、ࣾ
会の台となる要ૉを۩体的に示している。
ࣾ会的ڞ通ࢿ本を台とするࣾ会に変ֵして
いくことなくして、ΣルビーΠンάॏ視の
ࣾ会を実現することはしい。
　ΣルビーΠンάॏ視のࣾ会に変ֵしてい
くためには、生׆のであるݸ々の地域ࣾ会
がどう変わっていくのかにかかってくる。そ
こで、次に、地域ࣾ会の視から、20�0ア
δΣンダのཏ針൫の下、ΣルビーΠンάを
ॏ視するࣾ会に変えていくためのϙΠンτを
。えてみようߟ

̑ ɽウェルビーイングを重視する地域づ
くり

　ΣルビーΠンάॏ視のࣾ会は、中ԝ
に任せておけば達成できるわけでは決してな
い。むしろ、生׆のであるݸ々の地域が
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ΣルビーΠンάをॏ視するࣾ会に変ֵして
いくことがॏ要であり、地域ࣾ会の変ֵに
は、地域ࣾ会の当事者による地域ڞ創がカΪ
をѲる。

ᶃ　ऀࣄのओମ性
　20�0アδΣンダは、ࢢ民、、企業、地
域組৫をࣾ会変ֵの当事者（ステーΫホル
ダー）とҐ置ͮけ、すべての当事者がࢀ画
し、協ಇしていくことをج本方針としてい
る。いいかえれば、の方針や新たなࢪ策
だけでは、ࣾ会を変ֵすることにはならな
い。ڥをอ全できるのかどうか、ࣾ会のଟ
༷性が当たり前になっていくのかどうか、分
かち合える経ࡁががっていくのかどうか、
これらは、֤々のࣾ会の当事者生׆者である
すࣾ会のあり方を意識化ࢦ民が自らが目ࢢ
し、変ֵするओ体となることによってܗに
なっていく。つまり、ࣾ会を変ֵするために
は、「ࣾ会のしくみ、あり方」の方性を変
え、ࢢ民が自らの生׆を見し、変ֵにけ
た行動をしていくことである。
　ै来のように、ઐՈや行がओ導する理
論やࣾ会発展モデルに書き換えるだけではࣾ
会を変えることにはならない。普段の生׆の
中で、わたしたちが変えるべきはどこなの
かを見つけだし、どう変えていくのかをओ体
的にߟえていかなくてはならない。つまり、
20�0アδΣンダがܝげている�つの世界像を
地域のらしの視から構想し、Σルビー
Πンάをॏ視するまちを内発的に実現してい
くことなのである。
　とくにॏ要なことは、ࢢ民がओ体的に、最
終的にどのようなࣾ会にすべきかを໌確にし
たうえで、経ࡁとࣾ会のしくみを地域の文຺
の中で見つめし、生׆を変えていくこと、

。民が動くことであるࢢ
ఠしたが、それはࢦを「民が動くことࢢ」　
۩体的にはどういうことをࢦすのか。ۙな
であるごみを例にあげてߟえてみ
る。ۙ年、ごみղ決のため、は３3
（Ϧデϡース、ϦϢース、ϦαΠΫル）策
をਪ進している。地方自治体レϕルでも、地
域行が૿Ճするごみݮにऔり組んでい
る。しかし、中ԝの方針స換や地方行
のࢪ策だけでは、ごみをղ決できない。
なぜなら、ごみのओな出し手は、生ॅ׆民で
あり、地域で׆動する事業ॴであるからだ。
ところが、ごみになると、ごみ回ऩを
୲っているのはࢢ町ଜのため、役ॴがしっか
りとऔり組むべきだとߟえている人がଟ
をめてしまう。もしも、ごみの出し手で
ある一人ひとりのࢢ民やݸ々の事業ॴがごみ
を出さないように自ら夫していくようにな
れば、ごみのྔもݮり、ࢿ源の࠶ར用と有ޮ
えߟ民や事業者のࢢ。用につながっていく׆
方と行動の切りସえによって、地域ࣾ会が大
きく変わっていくのである。

ᶄ　ऀࣄओମの地域共創の重要性
　地域ࣾ会を変ֵするためには、当事者がओ
体的にࣾ会のあり方をඳき、ະ来ビδョンを
設定することがॏ要になる。地域ॅ民であっ
ても、ඞずしも地域ͮくりにੵۃ的にऔり組
むࢢ民ばかりではない。将来ビδョンの構想
とそれを実現していくためには、自らの意ࢤ
で地域ͮくりに関わって行くࢢ民が中心にな
り、ࢢ民ஂ体、行、企業、ઐՈなどの地
域に関わるओ体と協ಇする地域ڞ創がඞ要に
なる。
　なぜ地域ڞ創を醸成することがॏ要なのか
をߟえてみる。そのώンτは、్上国のࣾ会
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発展をࢧԉする国際協力׆動から学ぶことが
できる。్上国ࢧԉは、1�60年から1��0年
まで、国際機関や先進国のઐՈओ導
のτοプダン型で行われていた。しかし、
్上国のශࠔがղ消されないどころか、
むしろ、ਂࠁ化した。そこで、1��0年にな
り、ශࠔ状態にあるॅ民自らがੵۃ的に生׆
վળにऔり組む生計上ࢧԉ策の導ೖが࢝
まった。ΠΪϦスの国際協力ிは、このϘτ
ムアοプ型アプローνをਪ進するためには、
当事者の地域ڞ創が不Մ欠であるとし、地域
創を醸成するためのϙΠンτをҎ下の̒つڞ
にूした。

　当事者ओ体の地域ڞ創を醸成するための̒
つのϙΠンτ

１．当事者目線でにき合う
２．当事者自がղ決に動く
３．当֘地域と地域֎との関を意識する
４．行とࢢ民の協ಇ
̑．੍度、ࣾ会、経ڥ、ࡁの持続性
̒．ॊೈで長期的な視を持つ

"TIMFZ C� BOE CBSOFZ %�（1���）SVTUBJOBCMF -JWFMJIPPET� 

-FTTPOT GSPN FBSMZ FYQFSJFODF�　-POEPO�%FQBSUNFOU GPS 

*OUFSOBUJPOBM %FWFMPQNFOU

　これら̒つのϙΠンτからいえるのは、当
事者目線と当事者行動がॏ要であること、地
域間の連携が大切であること、地域の当事者
同࢜の協ಇがඞ要であること、中長期の視
を持って地域ڞ創にऔり組むことである。
ΣルビーΠンάをॏ視する地域を実現する
ためには、長期的視に立ち、当事者目線、
当事者協ಇ、地域間連携をਪ進していく地域
。創を進めていくことであるڞ

ᶅ 　地域共創によるウェルビーイング重視の
地域づくり

　ΣルビーΠンάをॏ視する地域実現のた
めのカΪは、いかにして当事者のओ体性をҾ
き出すかにあり、そのためには地域ڞ創が有
ޮである。ただし、地域ڞ創を進めるプロη
スは１つの型にूできるものではなく、
によって違ってくる。Σルگ々の地域状ݸ
ビーΠンάॏ視の地域を目ࢦし、持続的なま
ちに進化しようとする事例から地域ڞ創の展
開と意ٛについてଟくを学ぶことができる。
実際、国内֎で、20�0アδΣンダの方性を
理ղし、ΣルビーΠンάॏ視のまちͮくり
に力をೖれている地域が૿Ճしている。たと
えば、国内のS%(Tະ来ࢢは2021年現12ࡏ�
ࢢになり、֤々、॥型経ࡁやڞ生ࣾ会へ
の変ֵにऔり組んでいる。さま͟まなऔり組
みがあるが、ଟくの実ફにڞ通しているの
は、地域ͮくりの自分事化である。自分事と
して、ओ体的にまちͮくりにࢀ画していく人
を૿やそうとしている。そこで、ここでは、
２つの地域事例を紹介しながら、地域ڞ創に
よる当事者ओ体性をどのようにҾき出せるの
かをߟえてみる。
　１つ目の事例は、熊本県水ມࢢのऔり組
み̔である。水ມࢢは、࢈業化による経ࡁ成
長によって、経ࡁ的ϝϦοτをڗ受した半
໘、４大公害පである水ມපによって、݈߁
被害とࣾ会分断を経験した。まちの׆力はୣ
われ、ࢢ民同࢜が不や対立することで、長
い間、まちはർฐした。このようなਙ大な被
害を受けたにも関わらず、水ມࢢは、200�年
にڥ首に、同年、内閣からはڥモデ
ルࢢにબ定された。

̔　水ມࢢのऔり組みについては、٢本（200�）ࢀরのこと
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　このస換はどうしてՄであったのか。こ
の原動力は、水ມපױ者、行、ࢢ民の協ಇ
であり、それがまちを変えていった。ܖ機と
なったのは、νοιがւにਨれ流した有機水
ۜによってԚછされた水ມ湾のᔱᕕ事（水
ມ湾公害防ࢭ事業）の完ྃ、熊本県ிと水
ມࢢ役ॴが水ມࢢのまちの࠶生にऔり組み࢝
めたこと、そして、水ມࢢ民有ࢤがࢢ民ओ導
のまちの将来をߟえる自ओஂ体を࢝動させた
ことにあった。そして、行とࢢ民が水ມࢢ
をどういうまちにしていきたいのか、将来の
まちのビδョンをߟえていき、1��2年にڥ
モデルࢢએ言を行ったことにある。に
よるڥモデルࢢબ定の10年Ҏ上前から、
水ມࢢはڥモデルࢢを目ࢦしていたので
ある。
　1���年にब任した٢Ҫਖ਼ࢢ長は、水ມප
٘ਜ਼者Қྶࣜయのࣜࣙの中で、まちの࠶生と
変ֵにඞ要なこととして、「もやいなおし」
という言葉を用いて、地域ڞ創のඞ要性をૌ
えた。Ҏ後、水ມࢢのまちͮくりのऔり組み
は、ॅ民のࢀ画なくしては進まないしくみͮ
くりと実行にあった。地۠単Ґでのࢢ民によ
るごみ分ผの導ೖ、ࢢ民の行動によるࢢ民と
、協定のక݁ݮ内の事業ॴとの間のごみࢢ
、S0の展開*ڥ内֤ॴやՈఉにおけるࢢ
マڥ者を大切にする࢈生する地生ڞとڥ
Πスλー੍度の導ೖなどである。ৄࡉには৮
れないが、水ມࢢは、過ૄ化の進むूམの׆
性化のため、元気ଜͮくり例を੍定し、ॅ
民による地۠ڥ協定の੍定と地元学の導ೖ
により、ूམのらしに新しいՁを見いだ
すऔり組みに力をೖれた。地۠単Ґで、ॅ民
自がまちͮくりを気にかけるようになり、
水ມࢢをよりよいまちにしていこうとする動
きががっていった。これらのੵみॏねが実

を݁び、水ມࢢは2020年S%(Tະ来ࢢにબ
定されている。
　２つ目の事例は、໊ݹࢢと๛田ࢢにྡ
するѪ知県長ٱ手ࢢのऔり組みである̕。Ѫ
知県長ٱ手ࢢは、毎月సೖ者がస出者を
上回るというॅ民の平ۉ年ྸが日本で最もए
いまちの１つである。長ٱ手ࢢは、2021年の
「ॅみよさランΩンά」（東༸経ࡁ新報ࣾh 
デーλύοΫ2021年൛ࢢ ）ɦでは、全国ୈ４
ҐにランΫけされるなど、全国でもંࢦり
のॅみよいࢢの一つとして定ධを得てい
る。しかし、٢田一平ࢢ長は、このことをྑ
しとせず、今のままでは、まちのະ来は決し
て໌るくないとߟえ、まちͮくりの方性を
変えてきた。長ٱ手ࢢの目ඪは、行、地
域、民間がࢀ画して、地域ڞ創によるまちͮ
くりであり、20�0年に日本一のࢱのまちの
実現をܝげている。なかでも、ڞ生ࣾ会に軸
をおき、経ࣾ�ࡁ会ڥ�に配ྀする持続的
なڞ生ࣾ会への変ֵにνϟレンδしている。
　長ٱ手ࢢの行方針は、ॅ民自がまちの
՝にき合い、おޓいの知ܙを出し、協ಇ
してڞ生する地域ͮくりである。この方針に
沿って、طに10年Ҏ上、ࢢ民ࢀ画のͮくり
やしかけが࡞られてきている。なかでも、
ΣルビーΠンάをॏ視する地域ͮくりの実
ફといえるのは、長ٱ手ࢢಠ自の地域ڞ生ス
テーションのऔり組みである。
　地域ڞ生ステーションは、ॅ民ओ導のまち
ͮくりのしくみは小学校۠に地域協ಇのڌ
をつくることから࢝められた。地域ڞ生ス
テーションは、֤小学校۠のॅ民、地域ஂ
体、事業者、行αービス組৫などのステー
Ϋホルダーが協力して運Ӧし、地۠内のさま

９　長ٱ手ࢢのऔり組みについては、ࢀ（�201）ڷরのこと
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͟まな՝にき合い、Կをすべきかの話し
合いと実ફを行うとした。ಛචされる
は、この地域ڞ生ステーションをどう׆用し
ていくかという構想ݕ౼の段階から、ࢢ民
ϫーΫショοプを繰り返し行い、そこで出さ
れた意見を׆かしてڞ生ステーションのあり
方、運Ӧ方๏、׆用方๏を決めていったこと
にある。また、地域ڞ生ステーションのコン
ηプτを౿まえて、ࢢ民ϫーΫショοプのア
Πデアをもとにして地域ڞ生ステーションの
Ωϟονコピーを「ふらっと小（ふらっと
こや͊1�）ʙ一人ひとりがओ人公ʙ」にした
という。この言葉には、「୭でも気ܰに立ち
ることができて、一人ひとりが役ׂをもっد
て׆༂できるॴにしたい！」というϫーΫ
ショοプϝンόーの想いがこもっていると、
長ٱ手ࢢは説໌する11。
　地域ڞ生ステーションは、ࢢ内４つの小学
校۠に設置されているが、ステーション運Ӧ
のためにࢢ役ॴが行った組৫変ߋにも目す
べきがある。当事者ओ体の地域協ಇ׆動を
ԉするために「くらし文化部たつせがあるࢧ
՝」をつくり、地域協ಇが地域ڞ生ステー
ションの୲当にした。ॅ民ओ導のまちͮくり
を確立するため、地域協ಇの࡞りに終わら
ず、地域ॅ民と行が対のύーτナーと
なって、日本一のࢱのまち、ΣルビーΠ
ンάॏ視のまちを実現するために行の変ֵ
を進めている。
　ここでऔり上げた水ມࢢと長ٱ手ࢢのऔり
組みにڞ通しているのは、ࢢ民の内発性をҾ
き出し、まち変ֵの୲い手になってもらうこ

とに知ܙをいでいることにある。先の地域
げられているようڍ創の̒つのϙΠンτにڞ
に、当事者（ࢢ民）目線で地域のにき
合う、ࢢ民がओ体的にղ決をߟえてい
く、行とࢢ民の協ಇ、そして、長期的な視
で地域ڞ創につなげていく、これらのこと
が実行されているのである。

̒ɽおΘりに
　20�0アδΣンダのܝげるະ来ࣾ会ͮくりの
カΪは、ࢢ民のՁ観のస換と行動の変ֵで
ある。全国のS%(Tະ来ࢢ自治体や水ມ
׆では、ॅ民自がよりよい生ࢢ手ٱ長、ࢢ
ができるような地域を目ࢦし、行動変༰につ
なげている。「わたしたち自が動きださな
くては、ࣾ会が変わっていかないことはわか
る。ただ、ߟえ方を変えて行動にҠすのは
しい」、そうߟえる人はଟいのかもしれな
い。しかし、新型コロナ感છの֦大によっ
て、ࢢ民の意識が変わってきているのも確か
である。内閣実ࢪ（2020年）の「新型コロ
ナΠルス感છのӨ響下における生׆意
識・行動の変化に関する調査」12によれば、
新型コロナによって࢝まった新しい生༷ࣜ׆
を一過性のものとは見ておらず、日常生׆の
中に定ணしていくとみていた。また、Ոと
のかかわり方、夫්のՈ事やҭࣇ協力へのߟ
え方に変化がみられるׂ合も૿Ճした。通ۈ
とॅډ地への意識も変化がみられていた。こ
れまで、当たり前とߟえて、ٙの余地もな
かったことへの意識変༰やՁج४のシϑτ
が࢝まっている。そして、実際に、ࣾ会は変
わりつつある。たとえば、コロナՒで、ڭҭ
現も対໘त業のみからオンラΠンत業をซ10　「小ɿこや͊ʙ」と、໊ݹหでಡませているところも

地域ならではの夫といえるでしょう
11　IUUQT � ��XXX�D J UZ �OBHBLVUF � MH � K Q�NBDI J[VLVS J�

DIJJLJ�11��� �IUNM（2021年９月̔日Ӿཡ）
12　内閣「新型コロナΠルス感છのӨ響下における生׆

意識・行動の変化に関する調査」2020年̒月、12月実ࢪ。
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用できるようになった。また、ҩྍにおいて
も、ҩྍ現における感છϦスΫを回避する
ため、オンラΠンྍの導ೖが前きにݕ౼
されるようになった。これらの動きを見れ
ば、今後、一層、*CT、"*、ロϘテΟοΫ
ス、όΠオテΫϊロδーという新しいٕज़が
公的αービスの提供やར用方๏を変化させて
いくՄ性がある。民間企業の業態や経Ӧ方
๏も、新ٕज़の׆用によって、༷変わりして
いく。これらの変化をݸผにѻうのではな
く、地域単Ґで、よりよいະ来ࣾ会を創りだ
していくことを目ࢦしていくことが求められ
ている。目ࢦすべきະ来ࣾ会を໌確にし、そ
のະ来ࣾ会の構ஙにけて、これらの変化を
。用していくことが不Մ欠である׆
　地域ࣾ会を創るのは、行や企業だけでは
なく、ଞでもないॅ民自である。一人でも
ଟくの人がせであるように、ΣルビーΠ
ンά、つまり、݈߁なまちや地域ࣾ会ͮくり
に力をೖれていくことが求められている時
が࢝まっている。このにおいて、ฌݿ県が
2002年からऔり組んできた21世紀ฌݿ長期ビ
δョンは大いにධՁできる。当初から、県
民アンέーτ調査や県内֤地域の県民との
ϑΥーカスάループηοションをੵみॏねて
策定し、当事者のॏ要性に目をけてきた。
また、県民の自ओ的なࢀՃによって֤地域単
Ґでビδョン׆動を展開してきた。これらの
経験をもとにして、20�0年を見ਾえた新ビ
δョン策定が現ࡏ進行中である。最もॏ要な
ことは、新ビδョン策定後にある。新ビδョ
ンをく県民にڞ有しながら、一人でもଟく
の県民が地域ͮくりを自分事化していくよう
になるのかどうか、そして、ॅ民、行、地
域ஂ体、企業などが対な立で地域のະ来
をデβΠンし、地域ڞ創していけるかどうか

である。ฌݿ県には、国内のΣルビーΠン
άをॏ視するまちへの変ֵをϦードしていく
地域ͮくりを期したい。

ʦࢀ考ɾҾ༻文ݙϦストʧ
"TIMFZ   C �  BOE CBSOFZ   %�（1���）SVTUBJOBCMF 

-JWFMJIPPET� -FTTPOT GSPN FBSMZ FYQFSJFODF�　-POEPO� 
%FQBSUNFOU GPS *OUFSOBUJPOBM %FWFMPQNFOU

ࢢ（�201）ڷ民自治のҭて方ʙ協ಇ型アΫション
Ϧαーνの理論と実ફ　関西大学出൛部

/VTTCBVN MBSUIB（2000）8PNFO BOE )VNBO 
%FWFMPQNFOU� UIF CBQBCJMJUJFT "QQSPBDI� /FX :PSL� 
CBNCSJEHF 6OJWFSTJUZ 1SFTT� 本生・田ޱさつき・
௶Ҫひろみ༁h 女性と人間開発ʕજࡏ力アプローνʱ
書ళ 200�年ؠ

/VTTCBVN MBSUIB（2011）CSFBUJOH CBQBCJMJUJFT� TIF 
)VNBO %FWFMPQNFOU "QQSPBDI CBNCSJEHF M"� 
#FMLOBQ 1SFTT PG )BSWBSE 6OJWFSTJUZ 1SFTT

SFO "NBSUZB（1���）� %FWFMPQNFOU BT GSFFEPN� /FX 
:PSL� 0YGPSE 6OJWFSTJUZ 1SFTT� 石௩խ༁ʰ自༝と経
新聞ࣾ 2000年ࡁ開発ʱ日本経ࡁ

6OJUFE /BUJPOT（201�）TSBOTGPSNJOH PVS XPSME� UIF 
20�0 "HFOEB GPS SVTUBJOBCMF %FWFMPQNFOU 3FTPMVUJPO 
BEPQUFE CZ UIF (FOFSBM "TTFNCMZ PO 2� SFQUFNCFS 
201� 70�1（IUUQT���XXX�VO�PSH�HB�TFBSDI�WJFX@EPD�
BTQ TZNCPM�"�3&S�70�1�-BOH�&）�日本ޠ֎務省
Ծ༁「我々の世界を変ֵするɿ持続Մな開発のため
の20�0ア δ Σ ン ダ 」（IUUQT���XXX�NPGB�HP�KQ�NPGBK�
HBJLP�PEB�TEHT�QEG�000101�02 �QEGʀ2021年９月̔日
Ӿཡ）

Ӊ߂文（2000）ࣾ会的ڞ通ࢿ本　ؠ新書
8PSME )FBMUI 0SHBOJ[BUJPO（2006）CPOTUJUVUJPO PG  UIF 

8PSME )FBMUI 0SHBOJ[BUJPO（IUUQT���XXX�XIP�JOU�
HPWFSOBODF�FC�XIP@DPOTUJUVUJPO@FO�QEG� 2021年 ９ 月
1�日Ӿཡ）日本8)0協会　「世界อ݈機関（8)0）
�ষ前文」（IUUQT���XXX�KBQBO�XIP�PS�KQ�BCPVU�XIPݑ
XIBU�DIBSUFS�ʀ2021年９月1�日Ӿཡ）

٢本（200�）地元学をはじめよう　ؠδϡχア新
書
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̍ɽ͡めに
　現日本にはݹい࢈業構造が残っていて࢈
業の「新陳ँ」が進まず、*T化、報化
がܶ的に進んだ新しいࣾ会に対応できていな
い。ゆえにੲながらの規੍を見しޏ用の流
動性を高めることで一気にվֵを進めるべき
であるというओுは、1��0年、日本経ࡁが
成長期にೖってҎ来、繰り返し述べられて
きた。それから20年Ҏ上経っても同じような
議論が繰り返されているのは、このߟえ方に
Կかがあるからに違いない。本ߘではま
ず、経ࡁ成長とࣾ会อোを相対するものであ
るとߟえているҎ上、経ࡁ成長をむことは
しいこと、ࣾ会อোの充実があってこそ経
۩成長がめることを示した上で、それをࡁ
現化する「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデルを日
本にऔりೖれるための方策をߟえていく。続
いて、「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデルのݶ界
を示し、それが安қに「自ݾ任論」に݁び
つかないためにඞ要なことを確ೝする。最後
に、コロナՒを経た今、本ߘで見てきたࣾ会
อোのをどうଊえればいいのか、ߟえて
いく。

̎ɽ安心できる「競争社会」の創ग़

ࣗ༝ओٛ経済とイϊϕーγϣン
　ઓ後日本のߗ化したシステムを破壊し、
ΠϊϕーテΟϒな࠽を発۷し、৳ばし、ࣾ

会を変えていくというビδョン自体は、日本
が自༝ओٛ経ࡁのもとにある国ՈであるҎ
上、൱定することはしい。ଟある「ビδ
ωス書」はそのඞ要性を説き続けているし、
そのこと自体、δョン・スνϡアーτ・ϛル
が自༝ओٛのݹయʰ自༝論ʱで1���年に説い
た、自༝ओٛ経ࡁの発展のૅجとなるߟえ方
である。しかし、そのことを実際に行うと
なると、なかなかしい。現行のシステムを
変ߋすることには、対する人がඞずいるか
らだ。
　ϛルも、h 自༝論ʱのなかでҎ下のように
論じている。

शによるઐ੍がどの国でもつねに、人間׳
の発展をえるো害になっており、׳शよ
りも༏れたものを目ࢦそうとするਫ਼神をつ
ねにѹഭしている。こうしたਫ਼神は状گに
よって、自༝のਫ਼神と呼ばれることもあ
り、進าのਫ਼神、վྑのਫ਼神と呼ばれるこ
ともある。（MJMM 1���ʹ2011ɿ1��）

　しかし、それを単に「動的」と一ऽして
も、状گは変わらないだろう。人々が「動
的」になるのには理༝があるし、日本が民ओ
ओٛ国ՈであるҎ上、そうなった人々（がબ
んだ治Ո）が策のあり方にӨ響をٴぼす
わけだから、ࣾ会を変えようと思ったら、
人々が「動的」にならないための方๏を見

甲南大学文学部ڭत Ѩ෦　真େ

安心できる「競争社会」のために
ಛ ू ポεトίϩφ社会の՝ͱల
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つけるよりଞない。

のόックϥッγϡ「த心社会ۀا」
　ઓ後日本において人々は、のࣾ会อো
にཔることができないため、企業を生׆の中
心に置き、その企業にۈめる「Քぎओ」がՈ
成һの໘を見ているという意ຯで、「企
業中心ࣾ会」の中にいた（天Ӌ2011ɿ1��）。
だから、「会ࣾからΫビを切られる」ことは「一
Ոが路಄にう」ことと同ٛで、αラϦーマ
ンたちはみずからのՈの生׆をकるため、
「会ࣾ人間」として生きてきた。
　そんな状گで、「ݹい࢈業構造を壊しޏ用
の流動性を高める」などと言われたら、ଟく
の人がそれに߅するのは当然だろう。「ޏ
用をࣦうことʹՈの生׆をࣦうこと」であ
れば、࢈業構造の急ܹな変化は、自分のみな
らず、Ոのまでをも٘ਜ਼にするものだ
からである。
　「企業中心ࣾ会」の中で、Կのอোもな
く、「企業中心ࣾ会」化を進めることは、
人々の不安感を高め、「企業中心ࣾ会」への
動的な心性を強めてしまう。労ಇ策研
究・研म機構が1���年からܧ続的に行ってい
る「ۈ労生׆に関する調査」のデーλは、こ
のことを౷計的に໌らかにしている。
　201�年に行われたୈ７回調査の݁Ռを見る
と、「終ޏ用」へのࢧ持ׂ合は、72 �� （̀1���
年）から�� ��ˋ（201�年）に、「年ޭۚ」
のࢧ持ׂ合は、60 ��ˋ（1���年）から76 ��ˋ
（201�年）に、「組৫との一体感」のࢧ持ׂ
合は、7� �6 （̀1���年）から�� �� （̀201�年）
に上ঢしている。また、「ましいΩϟϦア
、めۈ成」に関しては、「１つの企業に長くܗ
だんだん理的な地Ґになっていくコース」
と「１つの企業に長くۈめ、ある仕事のઐ

Ոになるコース」をあわせた「一企業ΩϟϦ
ア」のࢧ持ׂ合は、�0 ��ˋ（1���年）から
�0 ��ˋ（201�年）に上ঢし、ٯに、「いくつ
かの企業に長くۈめ、だんだん理的な地Ґ
になっていくコース」と「いくつかの企業に
長くۈめ、ある仕事のઐՈになるコース」
をあわせた「ෳΩϟϦア」のࢧ持ׂ合は、
2� ��ˋ（1���年）から2� �1ˋ（201�年）にݮ
গしている。「企業中心ࣾ会」の֎部をࢤ
する「最初はޏわれてಇき、後にಠ立して仕
事をするコース」と「最初からಠ立して仕事
をするコース」をあわせた「ಠ立自ӦΩϟϦ
ア」のࢧ持ׂ合は、1� ��ˋ（1���年）から
10 �1ˋ（201�年）にݮগしている（表１）̍。
　「企業中心ࣾ会」が揺らげば揺ら͙ほど
人々がそれへのಌጦの念を強めるという
「όοΫラοシϡ」が、現日本ࣾ会ではى
こっているのである。

「社会తトϥンポϦン」の必要性
　このような状گをࠀするためにはどうす
ればいいのだろうか。変化をىこしたいな
ら、「痛みをうվֵ」の「痛み」をܰݮし
ていくଞない。「ޏ用をࣦうことʹՈの生
をࣦうこと」とならないようなシステムを׆
つくっていくඞ要がある。
　財学者の神野は、ࢢ経ࡁがϘーダ
レス化、άローόル化するなかで、ࣾ会的
ηーϑテΟーωοτがび、ࣾ会システムが
機不全にؕってしまっていることをࢦఠし
ているが（神野2002ɿ�6�）、それにわって
神野が提এするのが、「ࣾ会的τランϙϦン」

１　「「ୈ７回ۈ労生׆に関する調査」݁Ռʵスϖシϟル・τ
ピοΫ「h 全һࢀՃ型ࣾ会ʱに関する意識」ʵ」
（IUUQT���XXX�KJM�HP�KQ�QSFTT�EPDVNFOUT�20160�2� �QEG）。
調査は、全国20ࡀҎ上のஉ女�000人を対に、調査һに
よる๚໘調査で行われた。
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である。
神野は、2002年のே日新聞のシンϙδム̎

で、現日本の企業ࣾ会における「ڝ૪」の
ॏ要性と「ط得ݖ」の൷をしたീঘの
発言の後で、次のようにޠっている。

ീさんにิ完をさせていただければ、そ
うした終ޏ用を่すのであれば、これま
でやってきた企業内ࢱ、企業内ڭҭにか
わる「ࣾ会的なηーϑテΟーωοτ」と、「ࣾ
会的なτランϙϦン」と言うと変ですが、
ҭシステム、いつもやりしがきく、Ϧڭ
カレンτできる、先ほどਏさん（ਏ॔ۄɿ
Ҿ用者）が言われていたように、いつで
も、だれでも、ただでڭҭのやりしがき
くࣾ会的なシステムが४උされていないと
いけない。

　20年ほど前になされたこの提案は今でも有
ޮだろう。人生を「ߝり」に例えると、現
日本は、企業ࣾ会という「ߝ」からམちる

と、人々は地໘にୟきつけられて大けがして
しまう状態にある。しかし、地໘の上に
「ωοτ」があれば安心だし、「τランϙϦ
ン」があれば「ߝ」の上にることもՄだ。
に言うと、それがなければ人々は切れそうٯ
な「ߝ」（ീの言う「ط得ݖ」）であっても
しがみつこうとしてしまう。それが「όοΫ
ラοシϡ」である。

神 野 は2012年、「 強 い ࣾ 会 อ ো（TUSPOH 
XFMGBSF）」と「強い経ࡁ（TUSPOH FDPOPNZ）」、
「強い財（TUSPOH pOBODF）」から成る「マ
ΠテΟー（NJHIUZ、「力強い」の意ຯɿҾ用
者）・τラΠアンάル」を提এしている（神
野2012ɿ９）̏。ࣾ会อোの充実があってこ

ද１　「ۀا中心社会」のׂ࣋ࢧ߹のม化（୯Ґˋ）

13 

（「「ୈ̓ճۈ࿑ੜ׆ʹؔ͢るௐࠪ」݁ 果ʵスϖシϟϧ・τϐοΫ「h શһࢀՃ型社会ʱʹ ؔ͢るҙࣝ」ɻ 」
ΑΓ࡞）

２　シンϙδム「ϫーΫシΣアϦンάはಇきやすいࣾ会をՄ
にするか」（2002年̑月2�日、東京・有楽町ே日ホー
ル）（IUUQ���XXX�BTBIJ�DPN�TZNQP�XPSL�）

３　神野は、「マΠテΟー・τラΠアンάル」の内༰を、Ҏ下
のように理している。

・強いࣾ会อো（TUSPOH XFMGBSF）ɿࣾ会的ηーϑテΟー
ωοτをࣾ会的τランϙϦンにʕ安心そしてνϟレン
δʕ、生׆อোʕ現ۚڅとαービスڅをηοτ
で、׆動อোʕ物的ΠンϑラスτラΫνϡアから人的
ΠンϑラスτラΫνϡアへ

・強い経ࡁ（TUSPOH FDPOPNZ）ɿ࢈業構造のస換とい
う࣭的変化の創出による「経ࡁ成長とޏ用の確อとࣾ
会的ਖ਼ٛ（ॴ得の平な分配）」の実現

・強い財（TUSPOH pOBODF）ɿआりೖれにґଘしない
で、安心して࢈業構造のస換にνϟレンδできるࣾ会
的τランϙϦンをுる（神野2012ɿ９）

神野は財の݈全化に関しても「ࣾ会的τランϙϦン」を
で目するのは、ࣾ会อোにおけるߘ用しているが、本
「ࣾ会的τランϙϦン」である。

ú÷
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そ࢈業構造のస換が進み、安心できる「ڝ૪
ࣾ会」の創出がՄになるという理念は、ब
労ࢧԉ੍度の֦充など、その後の策の方
性に大きなӨ響を༩えたと言える。
　しかし、2010年を通じて、この理念が
策的に「実」されたとは言いい。理念が
あり、策の方性が決まっていても、それ
が機していなければ、国民の不安は১え
ず、όοΫラοシϡがおさまることはないだ
ろう。

̏ ɽࡾϞϥルコンϑϦクトϞσルと「スト
Ϧートの྅」たͪ

　安心できる「ڝ૪ࣾ会」という「理念」を
実するためにはどうすればいいのか。本ߘ
では、遠౻܆の提এする「三層モラルコンϑ
ϦΫτモデル」をࢀরにしつつ、「理念」が「現
」のレϕルでࠜく݅についてߟえてい
きたい。

ϞϥルコンϑϦクトϞσルࡾ
　神野のএえる「ࣾ会的τランϙϦン」とは、
2000年に、いわゆる「ϑレΩシΩϡϦ
テΟ」（qFYとTFDVSJUZをし合わせた言葉）
モデルとして日本で有໊になったものにۙ
い。ᖛܡޱ一は、0&C%（経ࡁ協力開発機
構）のএえる「デンマーΫモデル」について、
次のように述べている。

0&C%はもともと1��0年にはωオϦϕラ
ルな規੍؇路線をএ道していましたが、
2000年にೖってから&6型のࣾ会的౷合
をॏ視する策にۙしてきました。しか
し、それとともにഉআされた人々の౷合の
ためには労ಇ者のط得ݖをॖ小すべきとい
うߟえ方も໌確にଧち出すようになりまし

た。これを໌確に示したのが「200�年൛ޏ
用見通し」です。そのୈ二ষ（ޏ用อޢ規
੍と労ಇࢢύϑΥーマンス）は、ޏ用อ
ബで流動性の高いデンマーΫの労ಇرがޢ
げて、このϑレΩシビϦڍをモデルにࢢ
テΟと大な੍ࢱ度（ಛにࣦ業อ੍ݥ
度）とੵۃ的労ಇࢢ策のηΩϡϦテΟ
の組み合わせこそがましいモデル（ΰー
ルデンτラΠアンάル）だとओுしまし
た。0&C%のૂいは、あえてࣾ会民ओओٛ
的な北Ԥモデルの一छをあるべきモデルと
してਪすることによって、ޏ用อޢ規੍
の؇をωオϦϕラルなओுではなく、む
しろओ流からഉআされた人々の౷合のため
のιーシϟルなओுとしてചりࠐもうとい
う意図があったように思われます。（ᖛޱ
2007ɿ1�� �1��）

　「デンマーΫモデル」という言葉が示すよ
うに、「ϑレΩシΩϡϦテΟ」のߟえ方は日
本ݻ有のものではないので、ւ֎から「༌
ೖ」するということになる。ただし、その
際、そのまま「༌ೖ」して、上手くいくとは
も、デンマーΫが労ಇ組合のޱらない（ᖛݶ
組৫がۃめて高く、全国レϕルの労交ব
によりものごとを決めている「コーϙラテΟ
ζム」のࣾ会であることを示した上で、「そ
のような文化のرബなࣾ会に֎ܗだけデン
マーΫモデルをҠ২しようとしてもうまくい
かないであろうと、&6も警告しています」
（同ɿ200）と、意をଅしている）。
　しかし、だからと言って、Կもできないわ
けではないだろう。「ϑレΩシΩϡϦテΟ」
モデルを日本に合うように「ローカラΠζ
（MPDBMJ[F）」すれば、日本ࣾ会になじむ「ϑ
レΩシΩϡϦテΟ」モデルが構ஙできるかも
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しれない。
　ւ֎の文化が国内の文化を変化させ、ࠜ
いていくという文化のダΠナϛοΫな変動に
ついてߟえる際には、ࣾ会学者の遠౻܆の提
এする「三層モラルコンϑϦΫτモデル」が
。になるߟࢀ
　遠౻によると、「三層モラルコンϑϦΫτ

モデル」とは、「άローόル、ローカル、ロー
カラΠζドのそれͧれのレϕルの文化が、相
こす動的モデى的変༰をؼ࠶、ґଘ的にޓ
ル」（遠౻2007ɿ９、図１）である。ここま
での議論をこのモデルにあてはめると、ά
ローόル（HMPCBM）文化は、ޏ用の流動性を
前提とした「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデル、

グローバル文化圏

ローカル文化 ローカル文化ローカル文化

ローカライズド文化
ローカライズド文化 ローカライズド文化

代替対抗／継承

準拠による自己正当化

吸収による自己構成

相互作用

図１　ࡾϞラϧίンϑリΫτϞσϧ
ԕ౻（�00�ɿ̕）ΑΓ࡞
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ローカル（MPDBM）文化は日本型ޏ用を前提と
した「企業中心」モデルである。άローόル
化の流れのなかで、ローカル文化がݶ界を示
し、変化を求められているのだが、άローό
ル化に「れない」人々が不安にۦられ、ロー
カル文化への回ؼをر求している（「όοΫ
ラοシϡ」がىこっている）というのが現ࡏ
の状態である。
　ここで、άローόル文化とローカル文化の
᫁をղ消する役ׂを୲うのが、ローカラΠ
ζド（MPDBMJ[FE）文化である。遠౻は、ロー
カラΠζド文化について、次のように説໌し
ている。

ローカラΠζド文化とは、むしろ現状にお
いてࢧ配的なローカル文化に対߅するため
に、άローόル文化ݍをԾ想し、しかも
ローカル文化を密かにܧঝしつつ自ݾ定立
し、時に力を֫得してࢧ配的なローカル文
化へと自ݾ変༰していくものと֓念化でき
る。（同ɿ９�10）

　άローόル文化はローカラΠζド文化とし
て、ローカル文化を変化させつつ、ローカル
なにঃ々にࠜいていくというのが、遠౻
のओுである。これが成ޭすれば、日本ࣾ会
になじむ「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデルが構
ஙできるかもしれない。

「ΦルトɾΤϦート」としͯの「ストϦート
の྅」たͪ
　ローカラΠζド文化の୲い手として遠౻が
目するのが、「オルτ・ΤϦーτ」層であ
る。൴らこそ「新時を創出する୲い手」で、
「中心にはいない（ゆえに動機ͮけをもつ）
が、જࡏ的力をもつ層」（同ɿ1��1�）で

ある。
　例えば、「人々が「࠶νϟレンδ」できる
ようなब労ࢧԉ策を充実させる」という
策の方性がによって決定されたとしよ
う。๏੍がඋされ、策ύοέーδが֤自
治体におりてくるわけだが、それを実行にҠ
すのは自治体の৬һたちである。
　田・࢝ت・長দ（201�）は、ࢱ策と
用・労ಇ策の変ભの２つの大きなை流とޏ
して、「ϫーΫϑΣアと呼ばれる「ࢱから
ब労へ」という流れ」と「ޏ用策における
自治体の役ׂ֦大の流れ」をڍげているが（
田・࢝ت・長দ201�ɿ21）、൴らのՌたす役
ׂは、ۙ年、ますます大きくなっている。マ
Πέル・ϦプスΩーの提এする「スτϦー
τ・レϕルの官྅੍」論は、マοΫス・
Σーόー（8FCFS 1�21 �1�22ʹ1��7）やロ
όーτ・,・マーτン（MFSUPO 1��7ʹ1�61）
に表されるような「閉鎖的なシステムにґ
した官྅੍論」から「開放的なシステムモڌ
デル」へのస換を前提に、֎部とのڥ界線上
にある官྅にযをߜった議論であるが（田
ඌ1��6ɿ���）、ϦプスΩー（-JQTLZ 1��0ʹ
1��6）の言葉をआりると、「৬務の行につ
いて実࣭上ྔࡋを任されている行αービス
ै事者」（同ɿ17）たる「スτϦーτ・レϕ
ルの官྅」の役ׂがॏ要になってきているの
である。
　Ҏ上の話を三層モラルコンϑϦΫτモデル
に当てはめると、図２のようになる。άロー
όルなை流である「ϑレΩシΩϡϦテΟモデ
ル」は、自治体の「ब労ࢧԉモデル」を通し
て旧来の「企業中心モデル」を変化させてい
く。ॏ要なのは、άローόルとローカルをつ
な͙「ब労ࢧԉモデル」の成൱である。
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̐ɽ๛த市のब࿑ࢧԉࡦの࣮ફ
　「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデルをローカラ
Πζする役ׂを୲う「スτϦーτ・レϕルの
官྅੍」として本ߘでऔり上げたいのが、大
ԉ策である。Ҏ下、そࢧのब労ࢢ๛中ࡕ
のあり方を見ていく。

ઌਐతͳब࿑ࢧԉ地域としͯの๛த市
　201�年にץ行されたʰब労ࢧԉをいす
ʕ自治体と地域のऔり組み （ɦႻ書房）は、
そのλΠτルの通り、先進的なब労ࢧԉをお
こなっている自治体のऔり組みを紹介した書
੶だが、そのなかでは、๛中ࢢのऔり組みが
大きくऔり上げられている。その理༝につい

フレキシキュリティモデル

企業中心モデル 企業中心モデル企業中心モデル

就労支援モデル
就労支援モデル 就労支援モデル

代替対抗／継承

準拠による自己正当化

吸収による自己構成

相互作用

図２　ϑϨΩシΩϡリテΟϞσϧʗۀا中心Ϟσϧʗब࿑ࢧԉϞσϧのؔ
ԕ౻（�00�ɿ̕）Λࢀর
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て、ংষでは次のように述べられている。

なぜ同ࢢの策にண目したか。その最大の
理༝は、大ࡕ内のすべてのࢢ町ଜで実ࢪ
されてきた「地域ब労ࢧԉ事業」（ब৬ࠔ
者に対するब労ࢧԉ事業、後述）の実
において、๛中ࢢは目をҾく成Ռを上げ
ていたからである。調べ࢝めてみると、同
では200�年に労ಇ策に関わる中期計画ࢢ
である「๛中ޏࢢ用・ब労ࢪ策ਪ進プラン
を策定している。この計画「（本方ج）
は"４で�0ϖーδにわたるもので、地域
の࢈業や労ಇࢢの状ޏ、گ用ࢪ策の動
の分ੳに࢝まる。そして、目ඪとするޏ
用・労ಇࣾ会の姿を示したのち、策のج
本方と事業内༰を４つの視（ब৬ࠔ
者にけたࢧԉ、地域ಛ性を׆かしたब
業ଅ進、ޏ用・ब業機会の確อと創出、ޏ
用・ब業のηーϑテΟーωοτ）から提ى
している。
自治体の労୲当部がこうしたಠ自ૅج
の中期計画を策定し、本ࠊをೖれてब労ࢧ
ԉࢪ策にऔり組んでいる例はʕʕかなり߇
えめに言ってもʕʕそれほどଟくはない。
行のなかで労ಇ策を୲当するのは国で
あり、地方自治体が関わるとしても道
県の仕事であるというೝ識はまだ強い。
（中ུ）
ԉ策へと自ओ的なऔりࢧはଟ༷なब労ࢢ
組みをげ、同規のૅج自治体（人ޱ
�0ສ人弱の中֩ࢢ）のなかでもಛ異なଘࡏ
となった。ಛに、200�年度Ҏ降は国が新た
に開࢝したさま͟まなޏ用関連事業にも手
をڍげ、地域における܇࿅・ब労ॴの開
発に力をೖれてきた。（Ҫ・長দ・ᓎҪ
201�ɿ1� �1�）

　๛中ࢢのब労ࢧԉのಛは、ଟ༷な相談者
に合わせたݸผ対応の充実とब労ࢧԉの「出
ԉ者たちの連携をϕースにしࢧ、の開「ޱ
たωοτϫーΫ型のࢧԉ、地域のࢿ源を生か
したޏ用創出などである。この本では、その
۩体的な༷相がৄࡉに記されているのだが̐、
全体を؏くのが、現でಇく人たちの地域ॅ
民とのઈえ間ない相࡞ޓ用と創意夫の݁
Ռ、生み出される、「๛中モデル」とでも呼
ぶべきಠಛのब労ࢧԉのモデルである。ᓎҪ
७理は次のように述べている。

๛中ࢢのब労ࢧԉ策はޏ用労ಇ՝という
強力な֩を中心に展開されつつも、関連部
ॺ、事業ҕୗ先・連བྷ先のॾ機関、そして
となる企業にまで、֤ॴにࡼ用の受けޏ
Ωーύーιンがいる。そして、それらの人
と人がつながりながら、݂の通った「顔の
見える労ಇࢢ」、「ωοτϫーΫがுりめ
͙らされた労ಇࢢ」を地域にげつつあ
る。（ᓎҪ201�ɿ1�1）

　「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデルを「݂の通っ
た」ものとすべく、「三層モラルコンϑϦΫ
τモデル」の「オルτΤϦーτ」たちʹ「ス
τϦーτ・レϕルの官྅」たちが׆動する๛
中ࢢの事例は、άローόルとローカルをつな
͙「ब労ࢧԉモデル」の理想的なかたちのひ
とつと言えるだろう̑。

４　۩体的なऔり組みに関しては、ᓎҪ（201�）、長দ（201�）、
（201�）、阿部（201�）にৄしい。

̑　๛中ࢢのब労ࢧԉモデルは、決して๛中ࢢのみで完݁する
ものではなく、ब労ࢧԉに意ཉ的なଞの自治体のऔり組み
にӨ響を༩えたり、Ө響を༩えられたりしている。図２に
あるように、ローカラΠζド文化たるब労ࢧԉモデルは、
ଞのब労ࢧԉモデルと相࡞ޓ用をしながら、ローカル文化
たる企業中心モデルをସするのである。
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̑ ɽ「ࣗॿྗ」のݶքと「ྟքのΤス
ϊグϥϑΟー」

　「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデルのローカラ
Πζの一例として、๛中ࢢの事例を紹介した
が、「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデルは「ສ」
なものではない。最後に、「ࣾ会的τランϙ
Ϧン」ではٹいきれない人がいること、「ϑ
レΩシΩϡϦテΟ」モデルを、その「ݶ界」
を理ղせずに導ೖすることは、このモデル自
体の信པ性をଛなうݥة性があることを示し
た上で、「自助力のݶ界」に関するࣾ会的
合意をとるための「ྟ界のΤスϊάラ
ϑΟー」についてߟえていきたい。そのॏ要
性は、コロナՒの中で、いよいよ強まってき
ている。

「ϑϨΩγΩϡϦςΟ」Ϟσルのݶք
　先に、「ωοτ」と「τランϙϦン」の例
を出して、人々の生׆をอোするシステムに
ついて説໌してきたが、人によっては、ප気
や高ྸで「τランϙϦン」をඈぶ体力がࣦわ
れている人もいるかもしれない。そんな人に
対して、「ωοτ」を用意せず、「τランϙϦ
ンをඈばないと地໘にམちてしまう」ような
システムをద用することは、ۃめて力的で
ある。つまり、୭に対して「τランϙϦン」
がඞ要で、୭に対して「ωοτ」がඞ要かを、
見ۃめなくてはならない。それをせずに、全
ての人に対して「τランϙϦン」しか用意し
ないとすれば、「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデ
ルは、人々の信པをࣦってしまうだろう̒。

　しかし、その۠ผに関してࣾ会的な合意を
とることは、実際、なかなかしい。「τラ
ンϙϦン」をって自助力できる人のൣғ
をくとろうとする人々が、「自ݾ任論」
のਁಁとともに૿えている̓。൴らに対し
て、（色々な事があって）それができない
人もいると説得することができなければ、今
の時、「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデルは、
モデルへとۙͮいていっ「任ݾ自」りなくݶ
てしまうだろう。

「ྟքのΤスϊグϥϑΟー」とϝσΟアの

　そこで、൴らの説得のための「道۩」のひ
とつとして目したいのが、「ྟ界のΤス
ϊάラϑΟʕ」である。これは、私が人ྨ学
者であるদ田ૉ二のʰ日常人ྨ学એ言！　生
世界のਂ層へʗから׆ （ɦ200�年、世界思想
ࣾ）の書ධのなかで提示した֓念である。Ҏ
下、Ҿ用しよう。

自分（たち）だけでԿとかできるだろうと
言う人たちがいる。൴らに、そんなことは
ないということ、つまり、人々の安心、安
全のためには、ݸ人（とそのまわりにつく

̒　これは、ωオϦϕラϦζムと「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデ
ルの݁合とも言える。「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデルが、
単に現ۚڅのݮのਖ਼当化の理༝としてだけわれてし
まうとしたら、「ϑレΩシΩϡϦテΟ」モデルはωオϦϕ
ラϦζムと同ٛにѻわれてしまい、それをࢧ持しない人の
信པをࣦってしまうだろう。

７　ۙ年の「自ݾ任論」の高まりは、༷々なところでࢦఠさ
れている。ࣾ会学者のڮ本݈二は、201�年のΠンλビϡー
で、ここ20年で、ࢿ本Ո階ڃだけでなく、新中間階ڃまで
に自ݾ任論のが強まっていったと述べている。「1���
年まではかろうじて、新中間階ڃはϦϕラルだった。不公
平がこの世の中にあることをはっきりೝ識していた人がଟ
くて、裕層からශしい人におۚを回す「ॴ得࠶分配」に
もׂと意的でした。ところが200�年からアレっという݁
Ռが出るようになりました」（内201�）。その理༝とし
て、ڮ本は、「ઓ後民ओओٛの成Ռと言えるのか分からな
いですが、これまでは弱者との連帯、弱者へのڞ感という
心性があったのかもしれません。そうしたものの見方が、
高学ྺな高ॴ得者から急ܹにࣦわれてきたと感じていま
す」（同）と述べている。新中間階ڃの「ڞ感」する力を
औりさなければ、現日本において自ݾ任論が弱まる
ことは期しにくいだろう。
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られるΠンϑΥーマルなूஂ）をอޢする
ような公的な規੍がඞ要であるということ
をೲ得してもらうためには、その人（た
ち）が自分（たち）だけでどこまでできる
のか、そのྟ界をඳき、そのݶ界につい
て「ڞ感」してもらうҎ֎に方๏はない。
そして、それをඳくのには、Τスϊάラ
ϑΟοΫな手๏がもっともదしている。こ
れが「ྟ界のΤスϊάラϑΟー」の意ٛ
である。
（中ུ）
ಡみ手に自助力のݶ界を༧感させるよう
な、そんなΤスϊάラϑΟーを書き続ける
こと。そういった地道な࡞業を通してし
か、人々のڞ感を得ることはできない。そ
して、ڞ感することが、ࣾ会が変わってい
くためのୈ一าである。本書から学ぶべき
「ྟ界のΤスϊάラϑΟー」は、ଞ者へ
のڞ感のためのૉࡐを人々に提供する役ׂ
を୲う、これからのΤスϊάラϑΟーの１
つのՄ性を示していると言えよう。（阿
部2010ɿ106 �107）

　「自ݾ任論」に対߅するためには、ଟく
の人が「自助力」だけではどうにもならな
い人の۰ڥを理ղし、ڞ感することがඞ要に
なってくる。しかし、「島Ӊ化」（宮台ਅ
の進んだ現日本においては、自分と異（࢘
なる階層の人々の生׆を知る機会がগないた
め、ۙにこうした状گを知らない人はଟい
と༧想される。このような人々に「自助力
のݶ界」を感じさせるような「ྟ界のΤス
ϊάラϑΟー」をಧけ、「ڞ感のྠ」をげ
るマスϝデΟア、ιーシϟルϝデΟアの役ׂ
は大きい。
　かつての「生׆อޢόοシンά」は、ϝデΟ

アが「自ݾ任論」の「物ޠ」をく流さ
せたことによって日本中にがったが、ϝ
デΟアはٯの方でのӨ響力をもつこともで
きる。国民のࣾ会อোに対する意見のܗ成に
関して、൴らの役ׂは両ٛ的であるがゆえ
に、ॏ大な任を負っているのである̔。

コロナՒ͕͋Ϳりͩしたこと
　2020年から࢝まるコロナՒは、「ಇきたく
てもಇけない人」を大ྔに生み出した。その
ことは、「ηーϑテΟーωοτ」のॏ要性を
顕ࡏ化させたと言えるだろう。しかし同時
に、ࣾ会อোをめ͙る人々の分断を顕ࡏ化さ
せる機会になったとも言える。「コロナは自

̔　生׆อޢに対する意識とϝデΟアに関する最ۙの研究とし
て、阿部（201�）がある。経ࡁ学者の阿部࠼は、2016年に
おこなった調査より、「Πンλーωοτ・χϡースや、ιー
シϟルϝデΟアに৮している人々が、ಛに、生׆อ੍ޢ
度に関して൷的な意見を持っているという知見は得られ
ない」（阿部201�ɿ16）ことをࢦఠしている。

現ࡏ進行している「テレビ離れ」「新聞離れ」について
は、それ自体が人々の生׆อޢに対する൷をἤるなど
のݒ念はないことが示ࠦされる。しかし、ܝ示൘とΠン
スλンτϝοηンδϟーについては、その৮者に、テ
レビほどではないが生׆อޢに൷的な意見を持つ
が一定ఔ度見られることから、今後の普ٴ۩合によって
はݒ念が残る。（同ɿ16）

また、「人々の生׆อ੍ޢ度に関する意識は、現ࡏにおい
ても、伝౷的マスϝデΟア、ಛにテレビと関連していると
ころがඇ常に大きいこと」（同ɿ16�17）をࢦఠしている。

テレビは20ʙ6ࡀ�の�� �1ˋが「治・経ࡁ・ࣾ会」に関
する報源としており、２Ґである新聞の�2 ��ˋを大き
くҾき離している。また、テレビの視ௌ者の生׆อޢに
関する意識は、テレビを見ない人にൺべ、൱定的、ߠ定
的の方にภるが、൱定的な方へのภりの方が大き
い。また、ݒ念されることが、Πンλーωοτ・χϡー
スやιーシϟルϝデΟアをओな報源とする人にൺべて
も、テレビをओな報源とする人の生׆อޢに関する知
識がগないことである。（同ɿ17）

その上で、阿部は、「テレビのӨ響力が大きいことも౿ま
えると、テレビにおいて生׆อޢに関するਖ਼しい知識をよ
りଟく提供することによって、世論における生׆อ੍ޢ度
に関する意識も変化するՄ性があるであろう」（同ɿ
17）と述べている。ࣾ会อোに対する意識のܗ成におい
て、ະだ、マスϝデΟアのӨ響力は大きいのである。
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業自得」とߟえる日本人がଟいことを໌らか
にした調査݁ՌがϝデΟアで大きな話と
なった̕ことからも分かるように、この度の
機は、（人々をஂ݁させることもあったが）ة
ै来からあった人々の間の分断をよりਂくし
たようにも思える。しかし、このような状گ
だからこそ、ଞ者を理ղするための「ྟ界
のΤスϊάラϑΟー」はඞ要とされるし、発
信するϝデΟアもؚめ、そのਅՁがわれて
いると言えるだろう。

̒ɽおΘりに
　本ߘでは、ݹい࢈業構造をֵ新し、ޏ用の
流動化を進め、Πϊϕーションをىこし、経
を成長させるためには、ࣾ会อোの充実がࡁ
ඞ須であることを໌らかにした。その上で、
「安心できるڝ૪ࣾ会」をՄにする「ϑレ
ΩシΩϡϦテΟ」モデルの日本でのローカラ
Πζの例として、๛中ࢢのब労ࢧԉ策につ
いて見てきた。続いて、「ϑレΩシΩϡϦ
テΟ」モデルの「ݶ界」を示した上で、その
感するためのڞ、界について人々が理ղしݶ
「ྟ界のΤスϊάラϑΟー」についてߟ
え、人々の分断が進むコロナՒでこそ、その
ਅՁがわれることをࢦఠした。
　コロナՒに関しては、日本ࣾ会に新しい
をҾきىこしたというより、日本ࣾ会がै
来๊えていたがᖰり出されたと言った方
がよいだろう。「安心できるڝ૪ࣾ会」も、
長い間、議論されてきたことであったし、ࣾ
会อোのߟえ方をめ͙る人々の間の分断も、
コロナՒのҎ前からࢦఠされてきたことで

あった。の連続性を౿まえた上で、コロ
ナՒというة機によって日本ࣾ会がどのよう
に変化していくのか、今後も視していくඞ
要がある。
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̍ɽ͡めに
　新型コロナΠルス感છは、私たちのಇ
き方やラΠϑスλΠル、ूࢢ中のϦスΫ、
ҩྍのあり方など、現ࣾ会にଟくの՝を
突きつけた。生໋のة機だけでなく、ٳ業や
まれࣾ会டংもゆらいでいࠐ用不安にいޏ
る。新たな生༷ࣜ׆として、ϦモーτϫーΫ
のਁಁやιーシϟルデΟスλンスの確อがඞ
要とされ、経׆ࡁ動を持続させるためにも生
のあࢢだけでなく国・県構造、༷ࣜ׆
り方、ࢢと地方の関、地方分ࢄのՄ性
など、あらゆるレϕルでࢢ・地域のあり方
を見す機会になりつつある。
　ύンデϛοΫはूࢢ中のϦスΫを顕ࡏ化
させた。21世紀にೖってࢢ間のԟ来、行き
交う報ྔ、気ީ変動のӨ響などԿもかもが
一気に֦大した。かつては地域のอ݈衛生の
だった感છも、新型コロナΠルスの
ొにより、ॠ時に世界規のとなるこ
とを示した。これまでάローόルなҠ動は物
流、қなど生࢈物の動きを中心に見ていた
が、21世紀にೖり報と人のҠ動がܹ૿して
いる。201�年と201�年の世界を行き交う報
ྔをൺֱすると、期間の間に４ഒに૿え
たとされる̍。衛通信にՃえ高速大༰ྔの
ւఈέーϒルがෑ設૿強されていることに
よる。また、世界のւ֎ཱྀ行者は1��0年に

は���ԯ人だったのが201�年には1� �6ԯ人に
まで૿えた̎。�0年間で４ഒ弱にまで૿え
たことになる。中間ॴ得層のཱྀ行者が૿
え、Ҡ動コスτが下したことによりւ֎を
行き交うཱྀ行者は૿え、日本でも観ޫ事業の
でコロナ前までは、観ޫध要を中心に地گ׆
域経ࡁは地方もؚめ上きであった。つま
り、人ྨ࢙からみてۃめて期間に、ώτの
Ҡ動も報ྔもこれまでにないスピードで
れ上がったのであった。
　2020年、新型コロナΠルス感છ流行と
前後し、݈߁や衛生とࢢ、地域と関連させ
た報告書がࢢ計画を୲当する国連機関であ
る6/ϋビλοτ（国連人間ॅډ計画）と
8)0（世界อ݈機関）により公表された。
を౷合す߁地域計画へ݈・ࢢ同報告書「ڞ
る」では、ࢢ・地域計画、まちͮくりの中
にอ݈衛生の観をऔりೖれることが、生໋
や݈߁をकるまちͮくりを進める上でॏ要で
あるとともに、อ݈衛生をく行きらせる
ためにはଟがࢀՃするまちͮくりの中に組
みೖれていかなければならないとされる。
上させの衛生状態をࢢ計画はそもそもࢢ
るために࢝まり、上下水道を分けて水࣭が
理され、༮ࢮࣇ亡が下し平ۉण໋が৳び
てきたことにより顕著な成Ռを上げてきた。
しかし、今回の新型コロナΠルス感છは

１　δΣτロʰ世界қࢿ報告ʱ2020年൛。 ２　国連世界観ޫ機関ʰπーϦζムϋΠラΠτʱ2020年൛。

大ࢢࡕ立大学大学Ӄ経Ӧ学研究Պ।ڭत দӬ　ࢠܡ

分散とコンパクト 都市と地方の共時性

ಛ ू ポεトίϩφ社会の՝ͱల
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৮、ඈລ、空気感છといった目に見えない
感છが新たな感છとして人ྨをڴかしてい
る。ूࢢ中のฐ害は災害時のϦスΫなどか
らこれまでもࢦఠされてきたが、今回はコロ
ナΠルス感છのύンデϛοΫでอ݈衛生
とࢢ・地域のあり方がいされるこ
とになった。Ҡ動の方๏やൣғもコロナՒ
で変༰しており、よりコンύΫτになりつつ
ある。
　Ҏ前から、とくに人ݮޱগ・高ྸ化がࣾ会
としてු上した2000年後半あたりか
ら、国構造の変化に関しては、一ूۃ中か
らそれを؇するܗでの分ࣾࢄ会、ଟۃ構造
のඞ要性は高まっていた。大ूࢢ中、とく
に東京一ूۃ中は人૿ޱՃと業化、高度経
গにࠩݮޱり出された。人࡞成長とともにࡁ
しֻかった10年Ҏ上前から分ࢄ化、ଟۃ構造
の議論はんにあり、地方創生など国Ոレϕ
ルで策もߨじられてきたが、現実には一ۃ
ू中構造が定常的に続いてきた。策ではど
うにもならなかった分ࣾࢄ会へのシϑτが、
ここにきて新たな動きを見せている。
　Ҏ下では、2021年２月に策定された「ฌݿ
県将来構想ࢼ案」および現ࡏ策定中の「新全
県ビδョン」の方性を念಄に置いて、まず
分ࣾࢄ会へのシϑτがࣾ会的なை流としてど
のようにىきつつあるのか、ωオϦϕラϦζ
ムが進んできたࢢ策・地域策の
を౿まえつつݕ౼する。さらに、気ީ変動
や人のҠ動ൣғが小さくなりつつあること
を౿まえ、世界的なࢢ策のை流となりつ
つある「1�分シテΟ」をऔり上げ、コロナՒ
のコンύΫτなࢢのあり方についてߟえた
い。「分ࢄ」と「コンύΫτ」をΩーϫード
に現のࢢと地方のあり方をڞ時的にみて
いきたい。

̎ɽ分散のைྲྀ
（̍）ϦϞートϫークਁಁのมԽ
　感છはूࢢ中のݥة性をあぶり出し
た。出ࣾせず、ՈでϦモーτϫーΫするスλ
Πルがあっという間に定ணした。そうすると
スϖースがॏ要となる。オϑΟスۙくにॅډ
ॅみ、ࢢにूॅする意ຯはബれ、コンΫ
Ϧーτにғまれたڥから自然๛かなڥ
へ、շదなॅډ空間を求める動きが出࢝めて
いる。実際、東京から人ޱస出が࢝まり、
2020年７月から̔カ月間連続でస出過の状
態が続いている。現状はࢁଜへのҠॅとい
うより、東京ۙ߫の࡛ۄ県やઍ葉県、神ಸ川
県の߫֎で戸建てにҠる人がଟいとされる。
ूࢢ中から地方分ࢄへのシϑτは、ϫーΫ
スλΠルの変化、感છ対策のみならず、地
域ࣾ会をҡ持していく上でもましい。
　それをࢧえるのはオンラΠンの仕事ڥだ
けでない。ࢢでなくてもよい生ڥ׆がἧ
いつつあるからだ。現の*TΠンϑラに
よって、Ոから一าも出ずにങい物もでき
る。アマκンなどの巨大デδλルプラοτ
ϑΥームと、運ૹシステムの組み合わせが新
たな消අࣾ会Πンϑラとして定ணした。運
ૹのかたちもଟ༷化し、ࢢ部では自సंに
またがりスマホと大きなϦϡοΫを๊える
6CFS &BUTなどΪάϫーカーの૿Ճぶりがੌ
まじい。
　ศརなのだが、しかしศརになったと手放
しではتべない。いくつものໃ६とݶ界をሃ
んでいる。ひとつには、ϦモーτϫーΫでき
る、ࡏ宅ϫーΫできる仕事は、体性をほと
んどわないことがあげられる。仕事はϦ
モーτで、スマホの画໘をԡせば৯事や
もಧく。ڭҭもオンラΠンにҠ行した。大学
などの高ڭҭの中でも、大人のٛߨなど
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はڭһも学生もオンラΠンの方がましいと
するが大半だ。ラΠϒなどのΤンλϝもオ
ンラΠン配信がਁಁしてきた。もはやҎ前の
対໘ࣾ会にれないほどのศརさをڗ受して
いる。しかし一方で、オンラΠンࣾ会は体
性がわないྖ域ががることを意ຯする。
　ඇ৮ࣾ会の体性をわないࢢ化が進
むと、その動であらゆる໘でࣾ会にُ྾
が生じることはଟくの知識人が警を໐らし
てきた。たとえば、ཆໞ࢘氏は、ࢢ化は
化ࣾ会、つまり人間がでߟえ࡞り出した
ࣾ会で、自然や意ຯのないものをഉআしてい
るとする̏。ࢢは体性をわない。ࢢ
にॅむ人が自然をഉআしようとするのは感֮
を通して世界を受けೖれないからであって、
人間は意ຯを持った報を通して世界を理ղ
しようとする。だから意ຯのないもの、分か
らないもの、つまり自然をపఈഉআしようと
する。ࢢの中の公園も完全に意ຯを持った
人物ともいう。ࢢのや公園も人物。
意識が創り出した人物にғまれたࢢ。だ
から会ࣾや組৫の理৬はصの上に大きな石
を置いておくといいという。なぜならそこに
「意ຯはないから」。意ຯやղऍを求めすぎ
の報にあふれたࢢやࣾ会、人間の理۶で
はどうにもならない世界に常に৮れておくඞ
要性を気ͮかせてくれる。
　では、ࢢ化したわたしたちは、どのよう
にしたら自分の中の感֮としての「自然」を
औりせるのか。ཆ氏はかねてから現の
交をএえてきた。「一定期間は会でۈࢀ
過ごして、一定期間は田舎に行く」と決めて
しまう。
　オンラΠンࣾ会も意識が࡞り出した世界で

あり、かつࢢよりも化ࣾ会といえ体性
をわない。だからこそ、人間の理۶ではど
うにもならない自然とき合うことによって
体性をऔりすことは、ϦモーτϫーΫや
オンラΠンࣾ会がਁಁしつつある今こそॏ要
性を帯びてきている。コロナՒでࢢの中で
動きがとれなくなっている今、ཆ氏のޠ
りの本࣭がを持ってછみてくる。
　ϙスτコロナでは、ॴや時間をબばない
ಇき方という観のみでϦモーτϫーΫや分
会をਪするだけでなく、感֮や体性ࣾࢄ
をॏ視し、自然との৮ྖ域を生׆の中で૿
やし、࠶構ஙしていくことにՁを持つよう
になるだろう。

（̎）ϥイϑγϑトのஹީ
　コロナՒで仕事に対する意識は大きく変化
し、ϫーΫ・ラΠϑ・όランスや生׆ॏ視の
は高まっている。内閣が2020年̑月と
12月に「生׆意識・行動の変化に関する調
査」とした国民の意識調査を実ࢪした。興
ຯਂいのは、̑月調査で「仕事と生׆のどち
らをॏ視したいか、意識に変化はあったか」
とのいに対して、実に�0ˋҎ上が「生׆ॏ
視に変化」したと答えたことだ。テレϫーΫ
経験者やए者ほどそのが高くなってい
る。20ࡀでは61ˋ、�0ࡀでは�6ˋが「生
ॏ視に変化」と回答した。対して「仕事ॏ׆
視に変化」はたった̑ˋにすぎなかった。̑
月調査と12月調査をൺֱすると、「生׆ॏ視」
のൺは全体としてやや下がったが、ଞ方で
地方Ҡॅへの関心は高くなっている。ϫー
Ϋ・ラΠϑ・όランスが調しやすくなり、
地方Ҡॅにけて報のऩूや行動の変༰が
。きつつあるとಡみとれるى
　東京2�۠ॅࡏの20ࡀで地方Ҡॅࢤが３　ཆ・（2020）ۃࢁなど。
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図１　ϫʔΫ・ラΠϑ・όランスのҙࣝม化
ग़ॴɿ�ֳ（�0�0）「新型ίϩナΠϧスײછのӨڹԼʹ͓͚るੜ׆ҙࣝ・ߦ動のม化ʹؔ͢るௐࠪ」ɻΠンλʔωοτௐࠪɺੑ

ผɺྸ֊ڃผۉׂɺ地Ҭผʹ人口ൺྫͰׂɻୈ１ճ�0�0݄̑��ʙ݄࣮̒̑ࢪɺճऩ101��ɻୈ２ճ
�0�01�݄11ʙ1�࣮ࢪɺճऩ101��ɻ

図２　地方Ҡॅのؔ心ཧ༝
ग़ॴɿ図1とಉ͡ɻୈ２ճௐࠪΑΓɻ
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最もみられる。2020年12月調査で「強い関心
がある」としたのは��7ˋ、「関心がある」「や
や関心がある」と合わせると�7 �1ˋにのぼ
る。コロナ前の201�年調査とൺべ10ˋも上
がっている。自然๛かなڥへのັ力や、テ
レϫーΫによって地方でも同༷にಇけると感
じた人びとがҠॅに関心をਂめている。
　では、コロナ前とൺべるとどのような変化
がみられるだろうか。コロナ前の国交通省
のҠॅに関する調査からは、田園回ؼの中心
は�0、�0の夫්やࢠҭて世帯で、ΩϟϦ
アνΣンδをし、సೖ地での新たなラΠϑス
λΠルをرし、ޏわれない自Ӧ的ब労を目
す人びとの姿がුかび上がっている。Ҡॅࢦ
者は理想とするラΠϑスλΠルやϫーΫر
スλΠルを実現できる地域を自らબんでいる
のがಛである̐。また、֤自治体の定ॅ
策はى業ࢧԉやࢠҭてࢧԉなどとηοτでऔ
り組んでいるところほどҠॅの満度が高い
݁Ռとなっている。
　一見すると、地域策とݸ人のラΠϑデβ
Πンはかけ離れているྖ域のようにみえる
が、コロナՒを経て、地域策はݸ人のϫー
Ϋ・ラΠϑ・スλΠルのྖ域にますますۙ
しつつある。最ۙの地域策は実ޮ性のධՁ
がつきものだが、人の生׆を࣭的に測ること
はできず、期的な視や化ではධՁし
えない理念やコンηプτが֤地で求められ
る。それͧれがݸ性化していくことが分ࣾࢄ
会をଟ༷なものにしていくだろう。
　テレϫーΫのਁಁにより、人がूまって仕
事をする意ຯがബれ、オンラΠンのコϛϡχ

έーションが૿えるにつれ対໘のコϛϡχ
έーションの意ຯさえも変わりつつある。ま
た、時間やॴ、組৫にとらわれないಇき方
が૿えるということは、新しいλΠプのى
業、自Ӧ的ब労やϑϦーランス、副業や݉
業、ΪάϫーΫなどががりを持つことを意
ຯし、ಇき方もଟ༷化していっている。Ҡॅ
に関心を持つ人びとは自然ڥにを置くこ
とをر求しつつ、人ࡐがूまるところやコ
ϛϡχテΟが໘白そうなところにҾきدせら
れるを持つ。
　これまでもҠॅ・定ॅ対策とڞにまちͮく
りを進めてきた地域のऔり組みからは、やっ
てくる人や企業、αテラΠτオϑΟスを通し
て、地域の受けೖれଆが行動変༰していくさ
まがうかがえる。そうした相ޓのダΠナϛΫ
スを生む地域がいくつかみられるようになっ
てきた。それがひいては、ݸ人レϕルで持続
Մなಇき方を進めていくことにつながる。
たとえば、テレϫーΫをਪ進し、地方にαテ
ラΠτオϑΟスを設置しているϕンνϟー企
業などでは、ϦモーτϫーΫや自ྔࡋݾによ
る労ಇ時間理を導ೖしているところも૿え
ている。地方やଜの持続Մ性について、
人レϕルの持続Մなಇき方から発想してݸ
いくඞ要性も高まっている。
　コロナՒを機に、ϦモーτϫーΫをਪ進し
定ॅ人ޱを૿やすという視が先立つが、そ
れだけではਅの分ࣾࢄ会は実現しない。地域
のັ力、まちへのڞ感が人をऒきつけること
をڭえてくれる。田園回ؼが目されだした
年前から、ϫーΫ・ラΠϑ・όランスを意
識してҠॅはみられたが、自然ڥが๛かで
生׆しやすいॴという理༝のみでબされ
るより、地域でのऔり組みやまちͮくりにڞ
感し、その地にҾきつけられるが高まっ

４　ৄしくはদӬ（201�）をࢀরされたい。ॴ有や消අの֓念
変化がىこり、ࢿ本ओٛ経ࡁが変化していくなかで、ޏ用
されないಇき方や新しいコϛϡχテΟʗコモンζが台಄し
つつあることを、地方やࡏ宅の女性ى業ՈをωοτϫーΫ
化する企業の例などからߟ察した。
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ていた。そうして新たな生態ܥによって興ຯ
ਂいコϛϡχテΟがஙかれてきた地域が全国
でいくつも出࢝めていた。田園回ؼは人ޱస
Ҡをうながすほどの動きであるとはいえない
が、分ࢄ化を下ࢧえしている໘は小さくな
かった。それがコロナՒを経て今度は、ݸ人
だけでなく、企業が地方Ҡసをબする例も
૿え、地域ࣾ会は新たなϑΣΠζをܴえつつ
ある。
　この先、東京ݍや造業がूੵする一部の
地方ݍをআき、地域経ࡁ、地域の生࢈性はॖ
小していく。人ޱや生࢈性はひとつのࢦඪで
あって、地域の経ࡁओ体や行はそれにറら
れすぎないような、それとは異なるՁ観で
持続Մなࣾ会経ࡁのあり方をࡧしていく
ことが求められるのではないか。

（̏）ωΦϦϕϥϦζϜの都市ɾ地域ࡦ
　άローόル化によって、ࢿ本ओٛのあり方
自体がいされつつある。その一つが、格
ࠩの֦大などによってࣾ会の分断がさま͟ま
のϑΣΠζで顕ࡏ化するなか、経ࡁ至上ओٛ
からの٫をどう進めていけばよいか。先進
国では高ॴ得者層と中間層の格ࠩが֦大し、
のภࡏがあらゆるࣾ会をҾきىこすま
でになっている。
　ࢢのࣾ会を振り返ると、1��0年か
らの規੍؇の中でωオϦϕラルの策によ
り、άローόルレϕルでࣾ会格ࠩがと
なってきた。レーΨϊϛΫス、αονϟϦζ
ムに表されるように公ڞαービスを民間ࢿ
本にҕね、国Ոがਪ進するܗで規੍؇がਪ
し進められてきた。日本の地域策に目をస
じると、東京一ूۃ中がՃ速していったのは
ちょうど1���年Ҏ降であり、このような規੍
؇の時にॏなる。

　対して、関西ݍの人ޱはこの頃からస出状
態が続いていくことになった。大ࢿࡕ本の企
業が東京に本ࣾをҠすようになっていった時
期、1���年のプラβ合意によるԁ高で、造
業の出ՙ額も಄ଧちになっていった時期にॏ
なる。ものͮくり、造業のఀが地域のਰ
ୀに݁びついていった。さらに2000年Ҏ
降、小ઘݖでは構造վֵの໊の下でよりω
オϦϕラルの策が進められていく。ಛ۠を
設けそのΤϦアで大に規੍؇をしていく
手๏は、大ࢢで大規開発を༠Ҿしていっ
た。ࢢ策と経ࡁ策の自༝化が地域間格
ࠩを大きなものにしていったといえる。
　ωオϦϕラϦζムの強いࢢ策はάロー
όルな展開のもとでࣾ会格ࠩを生み出してい
た。それは、大ࢢと地方間の地域格ࠩ、巨
大ݍࢢへのू中など国スέールの
と、巨大ݍࢢ内部のࢢ内格ࠩという
ࢢスέールでのから構成される。戸
らによれば、２つの異なるスέールでのࣾ会
格ࠩが同時にىきているがωオϦϕラ
Ϧζムのಛとされる（ॴ・田ฤ2021）。
　Ճえて、地方創生策もωオϦϕラϦζム
の発想にۙいという見ղがくڞ有されつつ
ある（田　2021）。201�年から国がओ導し
てきた地方創生策は、まず自治体に人ޱઓ
ུなどの人ޱプランや生࢈性上ঢなど経ࢦࡁ
ඪなどのઓུを策定させた。それらに対し、
,1*（Ωー・ύϑΥーマンス・ΠンデΟέー
λーɿॏ要業ධՁࢦඪ）を設定し、目ඪ
を໌確にさせた。ઓུを策定した自治体に対
して交ۚ・ิ助ۚがڅࢧされるため、急ぎ
で策定した自治体もগなくなかった。本来は
どのような地域策を長期に構想していく
か、地域のあり方やݸ人のՁ観の変༰など
をϕースに策౼議すべきだが、人ޱ目ඪの
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設定が先立った。まして目ඪも連動させ
ると本࣭を見ࣦってしまうڪれがある。人ޱ
ݸ、໘においてύΠがॖ小するなかでہগݮ
人の๛かさ、、ࣾ会のް生をどう最大化
していくのか、当然、答えも方๏もひとつで
はない。ٯに目ඪ・ධՁが໌確になりす
ぎると、手段や方๏論にଊわれ、理念がຒ
してしまう。
　実際、現ࡏの地方創生策は、定ॅ人ޱの
૿Ճをଧち出す自治体がଟく、ࢠҭて世の
༏۰策やҩྍิ助ࢧԉなどがओ流となり、
ҭて世帯にλーήοτを置いた定ॅ策をࢠ
Ճ速させ、人ޱがసೖしているところもগな
からずある。そのような自治体にとっては地
方創生策のԸܙを受け、成Ռにつながって
いる。しかし、域ݍ域でݮগしながら、生
૪を生んڝの自治体間ޱと年গ人ޱ年ྸ人࢈
でいる事態ともいえよう。
　こうした状گを田は、「ʜ݅のྑい者
だけが目ඪを達成する༏উྼഊを進めるだけ
でなく、पғへのӨ響をྀߟにೖれずやみく
もに自らの目ඪを達成するためだけに݂道を
上げるといったことが生じている。ωオϦϕ
ラϦζムという経ࡁ理論・経ࡁ思想的な文຺
から述べられることはあまりないが、実࣭的
には、ओ体の自༝とࢢ原理をϕースに、݁
Ռとしてのߧۉをあるべき姿とするωオϦ
ϕラϦζムの発想にۙい策である」として
いる̑。
　ࢢ策だけでなく、地方創生策もωオ
ϦϕラϦζムであるとするならば、今やଟく
のࢢ策、地域策がこうしたࢢ原理を
ϕースにした成Ռओٛを౿襲しているとみて
よい。であるならば、どのようなస換がඞ要

だろうか。
　そうしたなか、新型コロナΠルス感છ
は、私たちのಇき方やラΠϑスλΠル、ࢢ
ू中のϦスΫ、ҩྍのあり方など、現ࣾ会
にଟくの՝を突きつけた。新たな生༷ࣜ׆
として、ϦモーτϫーΫのਁಁやιーシϟル
デΟスλンスの確อがඞ要とされ、経׆ࡁ動
を持続させるためにも生༷ࣜ׆だけでなく、
国構造、ࢢと地方のあり方、分ࢄ型ࣾ会
のՄ性など、あらゆるレϕルでࢢ・地域
のあり方を見す機会になりつつある。

̏ɽコロナՒでߴまるΤコσϞクϥγー
の都市ࡦ

（̍）「��分γςΟ」
　コロナՒを受け、世界的なࢢ策として
目されるのが「1�分シテΟ」（1��NJOVUF 
DJUZ）である̒。気ީ変動をࢢレϕル
でղ消することを目的に世界֤国で関心が高
まり、コロナՒで人びとの行動ൣғが小さく
なることにより実ޮ性を高めつつある。Ϧ
モーτϫーΫ、テレϫーΫがਁಁし、৬に
出かなくてもよいϫーΫスλΠルはらし
やまちのあり方にも変化を༩えている。Ҏ下
では、コロナՒで高まるまちͮくり運動「1�
分シテΟ」に目したい。
　าくか、自సंにって1�分ほどのൣғ
で、全ての生׆、仕事のχーζが満たされ
る。৯事、ങい物、公園、පӃ、ޘ楽、ө画
ؗ、スϙーπδム、図書ؗ、༑人・知人と会
うコϛϡχテΟなど生׆機がἧうൣғがΠ
ϝーδされる。৬もそのݍ内におさまれば
より理想的である。ࡏ宅ۈ務がिにԿ度かあ

̑　田（2021）Q���。

̒　࡞ฤ（2020）ୈ6ষ「1�分コϛϡχテΟ論」にৄしい。「単
一用్ओٛ」からし、「ෳ合用్のコϛϡχテΟͮくり」
がカΪになるとしている。
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れば、1�分シテΟは生ݍ׆としてだけでなく
仕事のもแؚすることになる。
　これまでは、通ۈにともなう遠方へのҠ動
が৬ॅを切り分けていた。2�時間のうち１ʙ
２時間もҠ動にかかっていたのが、ۙྡへの
Ҡ動、それもెาݍ内が中心となると人の行
動もまちの姿も持続性の高いものに変わって
いくと期されている。݈߁で๛かならし
を、ۙなまちから創造していくことにつな
がる。
　C�0 CJUJFTという地域ڥ、気ީ変動
にऔり組むάローόルなࢢ連合がある。「だ
れもが݈߁的ならしをڗ受できる、そして
持続Մなࣾࢢ会を構ஙするために協同す
ること」をએ言して発した̓。C�0 CJUJFT
では、ύϦ協定をローカルレϕルでਪ進し、
す。Ճࢦ的で持続Մな地域ͮくりを目߁݈
ໍࢢには1��NJOVUF DJUZをඪᒗするࢢが
ଟく、݈߁で๛かな（XFMM�CFJOH）な空間、
民だれもがՈからెาや自సंでҠ動できࢢ
るൣғで、らしの大半のχーζを満たすこ
とができるコϛϡχテΟの実現をܝげてい
る。自動ंに力をೖれ、ࢢ域をωοτーΫ
化し、のΠンϑラをܗ成するためのࢿを
ॏねることをએしている。C�0 CJUJFTは
2021年９月現ࡏ、世界�7ࢢのωοτϫーΫ
でܗ成される。ύϦ、ϛラϊ、όルηロナ、
アムステルダム、コϖンϋーήン、ϕルϦ
ン、ロンドン、ϦスϘン、オスロ、スτοΫ

ホルムなどϤーロούのओ要ࢢ、τロン
τ、όンΫーόー、ϙーτランド、ώϡース
τン、ロαンθルス、シカΰなどの北ถ
ϤϋωスϒルΫ、ナΠロビなどアϑϦカ、ࢢ
ࢢ、ϝΩシコ、ϦオデδϟωΠロ、ϒΤϊ
スアΠレスなどラテンアϝϦカのࢢ、ι
ル、東京、横、北京、上ւなどアδア
 ϝルϘルン、シドχーなどである。C�0、ࢢ
CJUJFTϝンόーのࢢの規は、世界人ޱの
12人に１人、(%1は世界の2�ˋをめる。
ϝンόーであるࢢの策が地球ڥに大き
なӨ響をٴぼす規である。
　ϑランス・ύϦの1�分シテΟのऔり組みは
C�0 CJUJFTにӨ響を༩えている。アンψ・Π
ダルΰࢢ長は、202�年までに୭もが1�分ݍ内
で仕事、学校、ങい物、公園、あらゆるまち
の機にアΫηスできるࢢを目ࢦすとએ言
した̔。2020年３月におこなわれたࢢ会議һ
બڍでの࠶બにけ、大気Ԛછや気ީ変動へ
の対策として「自సंで1�分の֗」という新
たなࢢ計画を提案。۩体的には、றंの
า行者天国やαΠΫϦンά道、地や、ݮ
公園をඋしを૿やしていく。また、ࢠど
ものొ下校時にはं両通行を੍ݶし、ࢢ民の
ためのコϛϡχテΟスϖースの֦充などをあ
げている。より密度の高い人ޱのଟいࢢ
は、าいたりαΠΫϦンάしたり、生物ଟ༷
性を࠶発見したりするに変え、通りをカー
Ϙンχϡーτラルの空間に変えていくことに
なる。
　1�分シテΟは、経ࡁ的、ࣾ会的、文化的、
行上のαービスに、୭もが平に、༰қに
アΫηスできるコϛϡχテΟ空間を創造する
運動である。ंをできるかぎりഉআし、าく

７　C�0 CJUJFT  IUUQT���XXX�D�0 �PSH�DJUJFT （2021年９月20日
Ӿཡ）。また、࡞、同上書は、C�0 CJUJFT についてもৄ
しい。ύϦのほかにも、ΠλϦア・ϛラϊ「ϛラϊద応ઓ
ུ2020」やカナダ・オλϫ「202�年プラン」でも同༷に、
自動ं交通ྔのݮগとา行者道路へのస換、ెาや自సं
ར用のਪ進、ϦモーτϫーΫ・テレϫーΫのਪ進、い֗
路で構成された֗۠にଟ༷なࢢ機やॅ民がूうことに
よるχϡービδωスやスλーτアοプへの期がなされて
いる。カーϘンχϡーτラルをࢢレϕルで実現させる一
つのࢼみである。

̔　CBSMUPO 3FJE &WFSZ SUSFFU *O 1BSJT TP #F CZDMF�'SJFOEMZ 
#Z 202�  1SPNJTFT MBZPS l'PSCFTz +BO 21  2020 �
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機会を૿やし、自సंにる、公ڞ交通をར
用することを提ىしている。また、単一用్
ओٛのࢢ計画ではなく、ෳ合用్のκーχ
ンάを目ࢦす。人中心のコンύΫτならし
をॅ۠レϕルで実現していく。1�分シテΟ
は、大気Ԛછによる݈߁被害だけでなく、ࢢ
民が長時間の通ۈによって๊えるスτレスも
վળしうるものであり、日本のࢢにとっ
ても学ぶことは大きい。なお、ϝルϘルンな
どでは20�NJOVUF OFJHICPVSIPPETと呼ばれて
いる。
　ύϦでは、Πダルΰࢢ長は、֗の空気をき
れいにし、ύϦࢢ民の日常生׆をվળするこ

とを目ࢦし、「ࢢの生態学的変ֵ」を実行
したいとしている。そのために、ύϦには̔
ສ��00台の路上றंスϖースがあるが、その
うち̒ສ台分をఫڈし、αΠΫϦスτやา行
者のためのスϖースを૿やすとしている。実
際、ύϦࢢ内で2021年̔月�0日から、ほぼす
べての道路に時速�0Ωロの੍ݶ速度が設定さ
れた̕。ࢢの当ہ者は8)0（世界อ݈機関）
の研究にͮجき、速度੍ݶによって交通事ނ

図̏　ύリの1��NJOVUF DJUZのΠϝʔδ
ग़ॴɿ1BSJT FO $PNNVO（�0�1݄̔�1Ӿཡ）

９　C// IUUQT���XXX�DOO�DP�KQ�XPSME���17600� �IUNM（2021
年９月３日Ӿཡ）、δΣτロ「ビδωス信」IUUQT���
XXX�KFUSP�HP�KQ�CJ[OFXT�2021�0���1�7FC7 GG 6C7EDD� �
IUNM（2021年�月17日Ӿཡ）
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の2�ˋ、ࢮ亡事ނの�0ˋをݮらすことがで
き、૽Իも半ݮするとのਪ計を示している。
内のࢢ、した世論調査によるとࢪが実ہ当ࢢ
ॅ民のうち��ˋが新たな速度੍ݶをࢧ持して
いる。一方、首ݍ全体では対が61ˋを
めている。大気Ԛછや૽Իをえ、า行者
や自సंの安全を確อするのが目的だが、ド
ラΠόーや対からは不満のも上がって
おり、速度੍ݶによってラοシϡアϫーのौ
がѱ化し、Թ室ޮՌΨスのഉ出ྔがかえっ
て૿えるڪれもあるとࢦఠしている。
　ύϦの1�分シテΟは、ύϦୈ１大学のカル
ロス・モレϊの「Ϋロϊ・アーόχζム」の
いている。Ոのۙくにアϝχͮجえ方にߟ
テΟ、仕事、ങい物のがあることにより、
時間との関を変えていくことになる。町֎
れにショοピンάモールを建設するのではな
く、1�分シテΟは「ϋΠύーۙ」をಛと
し、ెาやαΠΫϦンάのڑ離内で本࣭的な
生׆χーζへのアΫηス性を高める。Ϋロ
ϊ・アーόχζムは、ϑローχンήンやϢτ
レώτなどのオランダࢢでطにඪ४になっ
ているࢢデβΠンでもある。ࢢはґ然と
して石༉時のύラダΠムと道路や一ൠ的な
ࢢ計画へのӨ響によって動かされている
が、終わりにۙͮいていることを示ࠦしてい
る。いҠ動ڑ離で生׆の࣭を高めていく。
　モレϊは「生׆の࣭をकるためには、ࢢ
生׆の２つのॏ要な要ૉである時間と空間の
間にଞの関をஙくඞ要がある。ύϦはࢢ
計画からࢢ生׆計画にҠ行するඞ要があ
る」としている。これはࢢ空間をଟ心ࢢ
に変えることを意ຯしている。そしてここに
きて、興ຯਂいのはモレϊのߟえは、δΣΠ
ン・δΣΠコϒζのࢢ思想にͮجいている
ことである。

（2）େࡕἚ市での࣮ূ研究
　コロナՒにより、1�分ࢢの動きはより
ۙにみられるようになってきた。コロナՒで
߫、人のҠ動行動の変化を調査研究からはݸ
֎ࢢから心部へのҠ動はݮり、ࢢ内で
のҠ動へと変化しつつあることが示された。
大ࢢࡕ立大学のՃొらの研究άループによる
と、大ࡕἚࢢを対に、ݸ人の生ݍ׆が
心部からࢢ内でのҠ動へと変化してお
り、およそ半分、ڑ離にして��7ᶳݮগし
ていることを໌らかにしている1�。また、ே
夕の時間、Ӻ舎にଟくいた人流はன間の公園
へと変化がみられ、Ҡ動手段は、自動ंから
自సंやెาに変化していたことも໌らかに
した。
　Ἒࢢのデーλを元に、１回目のۓ急事態
એ言が発ྩされた2020年４月と、その１年前
の201�年４月におけるݸ々人のҠ動行動の変
化をスマーτϑΥンのҐ置報ཤྺビοά
デーλを用いて調査した。期的には、ۓ急
事態એ言の発ྩなどにより、人々の生׆行動
を੍する方策が求められるものの、中期的
には、ెาや自సंをҠ動の中心としたࢢ
の実現にけた੍度を充実させることで、
人々の生׆行動にଈした行動変༰をଅすこと
がՄとしている。コロナՒを経て、าくま
ちͮくりを実現することのޮՌが示され、1�
分シテΟを日本でも実現させる策提言のཪ
ͮけともなりうる。
　ちなみに、C�0 CJUJFTにࢀՃしている日本
の自治体は東京と横ࢢのみである。気ީ
変動やコロナՒで人びとの行動ൣғや

10　)BSVLB ,BUP "UTVTIJ TBLJ[BXB %BJTVLF MBUTVTIJUB 
*NQBDU PG C07*%� 1� 1BOEFNJD PO )PNF 3BOHF JO B 
SVCVSCBO CJUZ JO UIF 0TBLB MFUSPQPMJUBO "SFB� 
SVTUBJOBCJMJUZ  7PM� 1� *TTVF 16  /P� ��7� �（IUUQT���EPJ�
PSH�10 ����0�TV1�16��7�）
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意識が変༰する中、世界的なࢢ・地域の動
きに目配りし、そのωοτϫーΫの中に関
西ݍの自治体もੵۃ的にೖっていくべきであ
ろう。

（̏）「��分γςΟ」とジェイコϒζの都市
想ࢥ

　先述のように、1�分シテΟを提এするカル
ロス・モレϊのߟえは、δΣΠン・δΣΠコ
ϒζのࢢ思想にͮجいている。1�分ࢢ
を実ફし、「ࢢ計画からࢢ生׆計画へ」、
「ࢢをଟ心ࢢ」にしていくඞ要性を説い
ている。
　そこで、δΣΠン・δΣΠコϒζのࢢ思
想を振り返り、現にも通用するをみてみ
たい。h アϝϦカ大ࢢのࢮと生ʱでは、
動がおこ׆有のັ力、人が交わり、業ݻࢢ
なわれ、ݹい建物がࠞじり合い、防൜機の
性にޫを当てていڞ空間の公ࢢ用など、࡞
た。それは出൛から半世紀Ҏ上を経た今でも
びない。有໊なのはҎ下の「４つの݅」ݹ
である。ࢢのଟ༷性を創出する、コϛϡχ
テΟ׆性化のϋード݅として݅を４つあ
げた。

①　「ࠞ合一次用్のඞ要性」
　地۠は、ひとつの要ૉだけでなく、２つҎ
上の機を持つことがましい。なぜなら、
同じ用్、同じ時間のར用にとどめるのでは
なく、一次用్と二次用్を組み合わせて、
ผの時間に、ผの人びとが来る仕組みをつく
る。δΣΠコϒζが例にあげているのは、
Υーλーϑロンτである。ધணきとして
ધをఀധさせておくだけでなく、展示用のધ
ഫやおもしろいધを常時ఀധさせてւ༸ത物
ؗを設置し、シーϑードレスτランや関連の

アτラΫションを配置したらよいなどと提案
している。
②　「小さな֗۠のඞ要性」
　֗۠はく、֗路や֯を曲がる機会がසൟ
にあるほどよい。ルーτのબࢶが૿えるこ
とによるޮ用は大きい。毎回、違うルーτ
をาくことができるし、業にとってもଟ༷
な人びとと出会う機会が૿える。ෳࡶな交
の機会があるからこそ、ଟ༷性が生み出さࡨ
れる。
「い建物のඞ要性ݹ」　③
しているඞ要があࡏい建物が地۠にࠞݹ　
る。ݹい建物の経ࡁ的なՁは時間によって
つくり出され、年月がඞ要であり、それ自
体、Ձが高い。そして、新しい建物の一次
ଟ༷性を生み出すためにもݹい建物とのࠞ合
が求められる。
ᶆ　「密ूのඞ要性」
　人が密ूすることによって、ଟ༷な人びと
がゆるやかにつながり、ࢢの׆力となる。
それはࢢの࢈ࢿでもある。

　Ҏ上の４つがࢢのଟ༷性を生む݅とさ
れた。1��0年当時の開発ओٛのࢢ計画も
さることながら、それからさらにさかのぼっ
て、Τϕωーβー・ϋϫードの「田園ࢢ
論」をもਅਖ਼໘から൷している。自然と
は、ΠΪ「論ࢢ田園」生を提এしたڞのࢢ
Ϧスのレονϫースをはじめ、日本にも導ೖ
され、世界的ながりをみせたࢢ構想であ
る。それは、人がಇくと、ॅむを分離す
るはじめての実験的構想であったといえ、20
世紀のࢢ計画思想のج൫となった。டং
だってや学校、ショοピンάηンλー、
コϛϡχテΟηンλーを配置し、自然とॅ۠
のۙ性を人的に࡞りだす計画であった。
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では、人がࢢ業ֵ໋が進んだΠΪϦスの࢈
ॅむڥを計画的につくるඞ要にഭられた。
田園ࢢ構想は、ॅ۠に自然をऔりし、ま
たՊ学的にそれを成しげるというにおい
て画期的な構想であった。日本においても
100年Ҏ上前、మ道の発展ともにͮܗくられ
ていった。
　ۙࢢ計画の原型ともいえる田園ࢢ計
画であるが、δΣΠコϒζは人ޱと建物を不
自然なܗで配置すること自体を൱定した。官
྅的なૢ࡞により、人びとの流れや経׆ࡁ動
を生み出すことの不自然さを説いた。そし
て、いろいろな用్の建物や空間、小さい֗
い建物がࠞじり合い、人が密ूするこݹ、۠
とにより、ࢢのଟ༷性が生まれるとした。
いわば自然発生的な民間ϕースのまちͮくり
をڐ༰した。
　半世紀Ҏ上を経て、さらにコロナՒのύン
デϛοΫを人ྨは経験した今、δΣΠコϒζ
が示した４つの݅は、当然ながら現の
にはそのまま当てはまらない。密ूするまࢢ
ちͮくりは回避される時にೖり、Ϧモーτ
ϫーΫやオンラΠンでの交流や消අ׆動もਁ
ಁしつつある。しかし、３つの要ૉ、ࠞ合一
次用్、小さな֗۠、ݹい建物の׆用は、า
けるまちͮくり、1�分シテΟと親性が高い
といえる。
　もうひとつ、δΣΠコϒζのࢢ思想で現
に生きる視࠲に৮れておきたい。൴女は、
ࢢ内部でのダΠナϛζムを単७化してとら
えてはならないとした。ෳࡶな事をෳࡶな
ままଊえるඞ要がある。田園ࢢ計画をএえ
たϋϫードはࢢを「ॅډの」と「仕事の
」といった二変でଊえ、ࢢを閉じたシ
ステムにԡしとどめたことに対して強く発
した。当時、田園ࢢ計画の新しさは、ࢢ

をシステマテΟοΫにՊ学的にղऍしたに
あったが、ࢢを単७化してଊえるべきでは
ないとし、൴女はࢢを「ෳࡶ性の」と
ଊえたのであった。この、վめて൴女の
感的な先見の໌にڻかされる。なぜなら、
ෳܥࡶのՊ学が学で議論のဲ上にのぼった
のが1��0ʙ�0年であり、それよりも20年Ҏ
上もૣく、「ෳࡶ性」に目していたからで
ある。
　δϟーナϦステΟοΫな記述をॏねていた
δΣΠコϒζであるが、Պ学的にも先見性を
උえていたようだ。h 大ࢢのࢮと生ʱの最
終ষ「ࢢとはどういうछྨのか」で、
൴女はՊ学思想ՈのΥーレン・Οーόー
の小論（「ロοΫϑΣラー財ஂ1���年年次報
告」ॴऩ）を長くҾ用している。Οーόー
は、Պ学思想のྺ࢙を、①単७なをѻう
力、②まとまりのないෳࡶ性のをѻう
力、③組৫立ったෳࡶなをѻう力、
と３段階をڍげている。17世紀から1�世紀ま
で、物理Պ学は、二変のに表される
ように単७なをѻってきた。20世紀にな
ると、ୈ２の段階にೖり、大な変を持ち
ながらも、確論と౷計力学によって物理Պ
学を発展させてきた。そして1��2年の段階で
は、組৫立ったෳࡶ性のがまだ手つかず
であるとした。それは、まとまりのないෳࡶ
なと違って、すべては相関し合っている
が、ひとつの有機的な౷一体をつくってお
り、同時に相当の要ૉをѻうඞ要がある
である。
　δΣΠコϒζは、田園ࢢ計画やࢢ計画
論者たちは、ࢢを単७なとೝ識、分ੳ
したとみなした。そして、Οーόーが示し
た生໋Պ学のෳࡶさのいと同じように、
。しているとしたࡏ性のが内ࡶにもෳࢢ
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ଟ༷性にも通じる視だが、開発ओٛのߧۉ
ではなく、プロηスॏ視の自立分ࢄがಇいて
いるとみている。
　その上で、ࢢを理ղする上で最もॏ要な
思ߟについてこうまとめた。

・プロηスをߟえる
・一ൠからݸผ事へ、ではなくݸผ事

から一ൠへとؼೲ๏的にߟえる
・ごく小さなྔからくる「ඇ平ۉ的」なώ

ンτを୳して、それがもっと大きくて
もっと「平ۉ的」ྔが機する方๏を
໌かしてくれないかߟえる

的な現にண目しなけれۉผ事やඇ平ݸ　
ば、プロηスの本࣭がみえてこない。ࢢや
地域でىこるプロηスは学として٬観的に
ଊえͮらい。しかし、学への൷がઉӶ
いδΣΠコϒζがෳܥࡶにண目しているのが
興ຯਂい。生໋Պ学で論じられつつあったෳ
をまだ一ൠ学となる前に持ち出し、自ܥࡶ
が観察してきた事とすり合わせた視は
先見性の高さを示しているといえ、ϙスτコ
ロナのࢢ・地域のあり方にも時をえて
示ࠦを༩えてくれる。

̐ɽおΘりに
　コロナՒで、テレϫーΫがਁಁし、৬ॅۙ
のχーζの高まりや人びとの生ݍ׆域は小
さくなり、まちのあり方として自然ڥ๛か
なコンύΫτ性がࢤされつつある。人がू
まるύϒϦοΫスϖースの意ຯ自体が変わっ
てきている。道路や公園を人々がわせても
らっているという受動の態度から、人びとが
心地のྑいものに変えていく、ಇきかけてい
くという動性を生みつつある。ύϒϦοΫ
スϖースをΤコロδーに民ओ化していく動き

といえる。現のラΠϑスλΠル、人のूま
る意ຯが大きく変わるなかで、ࢢの役ׂも
変わりつつある。
　1�分シテΟを論じる際、「調」という言
葉がଟ用される。らしのϦζムを見す
「調」、コϛϡχテΟのつながりとؼଐを
強化する「調」、ࢢの動態をվળする「調
」、地用్のస換を߃常化させる「調」
などである。大きなస換ではなく、オンラΠ
ンࣾ会が進む一方でώϡーマンαΠζの生׆
のまちを動的に調していくことがॏ要ݍ
となりつつある。
　プロηスをॏ視する、ݸผ事例から一ൠへ
のؼೲ๏、小さなඇ平ۉ的な事をॏ視する
δΣΠコϒζ的発想はݹびず、人ݮޱগہ໘
でのコロナՒの現こそॏ要となりつつあ
る。持続Մ性を୲อし、าけるまちͮくり
にՃえ、生ྖ׆域とのڑ離をۙͮけ、常に
調していく姿が求められよう。
　分ࣾࢄ会への切りは、ࢢからଜへの
人ؐޱ流が念಄に置かれるが、その一方だ
けにॏ心をىきすぎると単一のՁ観に༠導
していく策につながるڪれがある。コロナ
Ւを経て、ࢢのଟ心化・コンύΫτ化、߫
֎のॖ小や࠶ฤ、地方の人ݮޱগなど同
時進行のなか、さま͟まなレϕルで地域は変
༰していることを受けࢭめるඞ要がある。
໐しているڞ時的にどうڞと地方の動きがࢢ
かをみていくことが欠かせない。

ݙจߟࢀ
Τコロδカル・デモΫラシー財ஂ（2021）h 新しいࢢの

�ɿ世界が変わるためにʵ日本のΤコデモのためのܗ
つ の ϑ レ ー ム ϫ ー Ϋ （ɦ オ ン ラ Π ン 配 IUUQT���
FDPEFNPGVOE�XJYTJUF�DPN�NZTJUF）

戸夫・田࢙ ฤ著（2021）h ωオϦϕラϦζム
ࢦへのస換を目ࢢとࣾ会格ࠩʵΠンΫルーシϒなࢢ
してʱ東信ಊ。
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߸。

দӬ࢈」（2020）ࢠܡ業構造స換と࠶ࢢ生にみるʰ地域
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（2020）߂࡞h コロナでࢢは変わるかʵԤถからの報
告ʵʱ学ܳ出൛ࣾ。

ཆໞۃࢁ・࢘ण一（2020）h とΰϦラʱ毎日新聞出൛
ࣾ。
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ʗ地域が自立するための経ࡁ学ʱஜຎ書房、2012年）
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̍ɽ͡めに
　201�年初಄ɼ新型コロナΟルスの感છ֦
大がىきたために、労ಇと学び両方の強੍的
なデδλル化が進んだ。201�年４月、ฌݿ県
立大学ࣾ会報Պ学部は、新研究౩を開設
し、学部ୈ２期生を受けೖれる態をえて
いたのだが、出ඓを࠳かれるܗで国からۓ急
事態એ言が発ྩされ、まだे分に顔も֮えき
れていない１期生101໊と、一度も対໘した
ことが無い２期生101໊とを対に、オンラ
Πンでٛߨを提供することとなった。この
頃、オンラΠンڭҭについて、大学ଆがどの
ようにٛߨを行うべきか、ということが、有
識者の会議、例えば、国立報学研究ॴがओ
ҭとデڭする、大学におけるオンラΠン࠵
δλル変ֵに関するαΠόーシンϙδム
（IUUQT���XXX�OJJ�BD�KQ�FWFOU�PUIFS�EFDT� 
�FEY�0）では当初、よく議論されていたが、
本࣭的な՝は、大学ଆからのオンラΠンߨ
ٛの提供体੍では無く、学生たちの受ڥߨ
がどのようになっており、それを前提とし
て、े分な࣭のڭҭを提供できるかという
であった。
　確ೝがे分とれたとは言えない状گで、無
にもオンラΠンत業の開ߨ日となったが、
学生のオンラΠン受ڥߨは、想像していた
よりもっていることを確ೝできた。電話な
ど旧来の連བྷ手段を׆用することで、いに
も１期生、２期生ともに連བྷをऔることが出

来たが、どのような機ࡐと通信ڥで受ߨす
るのかは、完全には確ೝできず、فるように
行った最初のオンラΠンत業では、学生全һ
がٛߨシステムに続して受ߨできており、
意֎と学生の報ڥはっているのだと
ਖ਼ڻいた。その後、��0໊の高校生対
のオンラΠンٛߨなども行ったが、高校
生であっても（一部であるかもしれないが）
Ոఉの報ڥはいつつあるのだなと感心
した。
　高校生や大学生だけの状گから県全体の状
っているՄ性もあޡ、をਪ測することはگ
るが、ฌݿ県では、֤Ոఉで大学のٛߨレϕ
ルの報を受けるための報ڥがってい
るとߟえている。αービスをར用するための
ྉۚを負୲する余裕のないՈఉもଟいとはߟ
えられるが、それでも、Πンϑラとしてはे
分にඋされているとߟえられる。
　こうした状گをؑみて、ฌݿ県は、全企業
だけでなく、全公ڞ機関、全ڭҭ機関、全Ո
ఉで、デδλルτランスϑΥーϝーション
（Ҏ下、%9）をਪ進すべきであるとච者は
提言する。新型コロナΟルス感છຮ延防
をࡁのための༷々な策は、県民と県の経ࢭ
ർฐさせたが、これを県全体の%9を進める
ためのΠンϑラ確ೝの機会であったと前き
にとらえて、࢈・学・官の%9を進めるべき
である。
　Ҏ下本ߘは次のように構成する。ୈ２ষで

ฌݿ県立大学大学Ӄ報Պ学研究Պࣾ会報Պ学部।ڭत
学連携研究ਪ進機構%9αϙーτηンλー長࢈ फ　ౢ

コロナ後の兵庫県における
DX発展のために必要と考えること

ಛ ू ポεトίϩφ社会の՝ͱల
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は、%9の本࣭について説໌する。ୈ３ষで
は、࢈と官における%9について、事例を交
えて説໌する。ୈ４ষはまとめであり、本県
および我が国が目ࢦすべき%9の姿について
論じ、総ׅする。

̎ɽDXと
　%9には༷々な定ٛがある。デδλルτラ
ンスϑΥーϝーションという֓念そのもの
は、200�年にスΣーデンのϝオ大学ڭत
のΤϦοΫ・スτルλーマンによって提এさ
れたものが初出ʦSUPMUFSNBO 200�ʧである
とされており、そもそもは、「*Tのਁಁが、
人々の生׆をあらゆる໘でよりྑい方に変
化させる」というԾ説をࢦすものであった。
その後、2010年後半から、ビδωス用ޠと
して%9がଟٛ的に定ٛされたが、ڞ通と
しては、ᾇビδωスプロηスのデδλル化を
行うこと、ᾈデδλル化によって業務をվળ
すること、ᾉվળが実ࢪओ体のརӹを生み出
すこと、の３をڍげることができる。ビδ
ωス用ޠとしての%9では、その過ఔで導ೖ
されるٕज़がどのఔ度知的であるかに応じ
て、対プロηスの単なる自動化と%9とを
۠ผするべきであるとの議論もあるが、そも
そもの定ٛとしては、業務վળのためにく
*Tٕज़を導ೖすることをࢦしていたため、
本来の定ٛに立ち返りつつあるともいえる。
　上記、%9の本来の定ٛにもあるように、
*T化や人知ٕज़の導ೖは、%9の単なる
手段であるが、人知ٕज़の導ೖが、新た
なՁを生み出した%9の分かりやすい例と
しては、コマπ（ࣜג会ࣾ小দ࡞ॴ）によ
る,0MT3"9がڍげられるʦΩϟϦアコン
ύス201�ʧ。コマπは、建設機ցに関する
造、αービスを手ֻける企業であるが、建設

機ցの౪対策のため、ൢചする建設機ցに
(1S機とҐ置報を通信するための通信機
をඪ४でࡌした。その݁Ռ、的なޮ
Ռとしては、Ґ置Ѳが༰қとなり、౪さ
れてもす͙にできるようになったため、
౪にૺうことがܶ的にݮった。建設機ցの
Ґ置報がଈ時に分かるため、म理を行う際
にも現地へ最ڑ離で౸達できるようにな
り、そのためにඞ要なコスτも安くなった。
　さらに、,0MT3"9の通信機によっ
て、より高度なηΩϡϦテΟ機も実現され
た。例えば、࡞業をしている現から�00
ϝーτル機ցがҠ動したら、理者にそのࢫ
を伝えるϝール連བྷがಧく機や、それが༧
定֎のҠ動（例えば౪）によるものであれ
ば、ΩーをೖれてもΤンδンを࢝動できなく
してしまう機も実現された。これによっ
て、「コマπの機ցは౪んでもえない」と
いうධが立ち、౪がݮることで、౪อ
。のۚ額も安くなったとのことであるݥ

こうした、౪防ࢭだけでなく、,0MT3"9
の通信機をར用して、建設機ցのՔಇ状گ
なども遠ִから視できるようになり、お٬
༷にϝンテナンスの時期を知らせたり、より
ޮ的な建設機ցのい方をࢦ南したりする
新たなαービスもՄになり、݁Ռとして、
するためのࡌ૪力が高まり、(1Sをڝࢢ
අ用がにならないほど、新たなՁを同
ࣾにもたらしたとのことであるʦΩϟϦアコ
ンύス201�ʧ。
　こうした%9の普ٴを્むものとしては、
"*導ೖの際の、ࢿ対ޮՌのࢉ出のしさ
がڍげられる。ややݹいデーλではあるが、
ถ国マοΩンθーࣾが、"*をੵۃ的にऔり
ೖれているとされる企業の�000人に対して
行った調査ʦMD,JOTFZ2017ʧを用いて説໌
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する。
　このレϙーτでは、世界10か国1�部の、
"*にਫ਼通した経Ӧ幹部�000人を対に、"*
ٕज़に関するࢿとϦλーンについての調査
を行っている。࣭はଟذにっているが、
回答した経Ӧ幹部の中で、"*関連ٕज़を大
規に、あるいは事業の中֩に用している
と回答した者は、20ˋであった。さらに、
"*を業的に展開していると回答した者は、
12ˋであった。つまり、"*にਫ਼通した者
であっても、それを自ࣾの業務に合わせて導
ೖし、さらにརӹを生み出すことは、しい
ということがここからಡみऔれる。前述のコ
マπの事例はඇ常に成ޭした例であったが、
世界的に見ても、そのような成ޭ例はগない
ことがこの調査݁Ռからはಡみऔれる。
　コマπの例にあったとおり、"*導ೖへの
ࢿは、30*（3FUVSO PO *OWFTUNFOU）が
い༁では無い。では、なぜ"*導ೖは࠳し
てしまうことがଟいのであろうか。Ҏ下、私
見を述べる。なおここでは、一ൠ的な企業が
最初に、ࣾ֎のコンαルλンτをޏ用して行
う、自ࣾ業務への"*導ೖを想定している。
　"*導ೖは、大きく３段階に分けて行われ
る。最初に、「全体デβΠン」の設計を行う。
これは、ґཔ企業の業務のどの部分をվળ
し、そのためにどのような"*ٕज़を導ೖ
するかを、ݕ౼する段階である。続いて、
「1PC（1SPPG PG CPODFQU）」を行う。これは、
全体デβΠンの設計を行ったうち、一部分を
実し、デβΠンした仕組みが動࡞するか൱
かを見ۃめる࡞業である。
　1PCまでの࡞業には、どれほど急いでも、
半年はඞ要である。なぜなら、ࣾ֎コンαル
λンτは、վળの対となる業務をे分に理
ղするඞ要があり、それには時間がかかるた

めである。この間、ࣾ֎コンαルλンτは、
業務理ղと全体デβΠンの࡞業に自分の時間
の全てをೖするため、ϑルλΠムでޏ用す
るのとほぼしい人݅අがඞ要となる。1PC
までの半年間でඦສԁҎ上がඞ要となるこ
とは͟らである。
　介なのは、ଟ額のࢿをしたにもかかわ
らず、1PCの段階では、ほとんどޮՌが見え
ないことである。༧定したൣғのうちの一部
だけを、しかもࢼ験的に"*化するのである
から、ޮՌが見えないことは当然であるが、
ۙ年、４半期ごとに決ࢉをするスピード感で
動いている企業からすれば、えい遅さで
あることは想像にくない。日々のۚࢿ繰り
にۤ労している経Ӧ者なら、ここでࢿのܧ
続を断念してしまうこともଟいであろう。
　また、ۚࢿのともに、"*導ೖを્む
のが、関者間の不調である。"*を導ೖ
し、業務をվળすることは、言い換えれば、
仕事の仕方を変えることである。ै業һの立
からは、څ༩が変わらないのに仕事の仕方
を変えられてしまうことは、コスτをって
いることにしい。それに不満を持ったࣾһ
や役һからの߅によって、"*導ೖが࠳
してしまう例を、著者はいくつかの現で実
際に見てきた。例えば、ある企業（"ࣾとす
る）では、ඇ常にݹいιϑτΣアを用いて
ࣾ内のج幹業務や٬ސ理を行ってきたため
に、システムにਫ਼通した一部のࣾһしか٬ސ
報を׆用することが出来ず、݁Ռとして、
٬からのΫレームにద切に対応できなかっސ
たり、同じτラϒルを繰り返し発生させてし
まったりしていた。
　この"ࣾに対して、全ै業һが感的にア
ΫηスՄな、άラϑΟカルϢーβΠンλ
ϑΣースを用いた報システムとの置き換え
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を提案し、ࣾ長Ҏ下、ほとんどの役һのࢍ同
を得たが、実現しなかった。システム部を
౷ׅするগの役һが、強ߗに対したから
である。これは当の役һだけがѱい༁では無
い。ච者らが、システム置き換えの提案に対
してࣾ長からのࢍ同を得たことで༉断してし
まい、े分なࠜ回しを、その役һに対して行
わなかったからである。
　一ൠに、企業の業務にはଟくのࣾһが関わ
り、それを変えるには、全һが同じ気持ちで
動かなければ成ޭしない。"*導ೖの合、
前述の通り、ೖۚࢿにൺ例してす͙に成Ռ
が出るわけでは無いので、߅力がl対
の理論zを立てることは、༰қである。シス
テム置き換えの例では、ۚࢿ額をいつ回ऩ
するのか、ج幹システム大෯変ߋにうϦス
Ϋはそれとり合うのか、などをओுされ、
全く論できなかった。ݸ人的には、業務そ
のもののѲはそれほどࠔでは無いが、そ
の業務に携わる関者どうしの関について
のѲは、大変ࠔであると感じている。
　Ҏ上述べてきたように、一ൠに、%9はࠔ
である一方、ったなしの状گでもある。
ۙ年、ࢿՈのࢿ断ج४に、%9のऔ組
みがؚまれるようになってきた。企業間の
M�"においても、%9にऔり組む企業をങ
ऩした事例が૿えてきている。例えば、道路
などΠンϑラのϝンテナンス%9に関するج
ૅٕज़をอ有するコアϛ計測機は、౻Ҫ࢈業
によってങऩされたʦオーτϝーション新聞
2021ʧ。また、オンラΠンڭҭにऔり組むτ
ラΠάループが、ӳ国の企業に1100ԯԁで
ങऩ提案を受けているʦಡച新聞オンラΠ
ンʧ。ಛに後者の事例は、%9の成Ռが得ら
れたわけではなく、また、オンラΠンڭҭの
方๏としてϕスτの方๏を生み出した༁でも

ないが、%9にऔり組んでいるということが
ධՁされてのങऩ提案である。
　前述したとおり、%9は、ࢿにൺ例した
成Ռが得られるとはݶらない。しかしなが
ら、ࢿ断の１つのࡐྉになってきた現
%9に企業がऔり組むことは、ったな、ࡏ
しの状گであると言えるだろう。

̏ɽDXのऔりΈྫࣄ
　前述の通りデδλルτランスϑΥーϝー
ションがったなしの状گで、ฌݿ県内でも
%9へのऔり組みが֤ॴで࢝まっている。本
ষでは、ච者が関わってきた事例について２
つ紹介する。

3��ɽ ロϘットΈཱͯS*FS（γスςϜイ
ンςグϨーλー）によるDXのऔ

　%9の事例として度々औり上げられるもの
に、造業における造ఔの自動化がڍげ

図１　౻Ҫۀ࢈ʹΑるίアϛܭଌػങऩのࣄه
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られる。しかしながら現状において、自動化
が進んでいる造ఔは、ಛ定の業छにภっ
ている。ྛʦྛ2021ʧによれば、世界の࢈業
用ロϘοτのࢢは、201�年にएݮׯগした
ものの、֓ね上ঢにある。201�年度の、
世界最大のࢢは中国であり、世界のൢച台
の�6ˋをめる1� ��ສ台で、ۚ額では
��ԯドルとなっている。そのうちの最大の用
్先は、ΤレΫτロχΫス࢈業けである。
半導体の造などඍ小かつਫ਼密なఔはロ
Ϙοτで無ければできないためである。業छ
ผに見た合、ロϘοτの導ೖにはภりがあ
り、電気関連（コンピϡーλ、携帯電話、Ո
電）が6��台ʗࣾ、自動ंが1�0台ʗࣾなど
である一方、৯は���台ʗࣾである。
　こうしたภりの原Ҽの１つに、ロϘοτが
୲う࡞業の違いがڍげられる。半導体造
は、そもそもロϘοτしか୲うことができな
い。さらに、用్が໌確であり、同じものを
造し続ける期間もあるఔ度長い。半導体の
ਫ਼密化やूੵ化が進むスピードは速いが、そ
れでも、１年間にԿ回も型が変わることはك
である。それに対してଞの造業、ಛに中小
企業が請け負うような業務では、造するも
のが半年ごとに変わったり、もっとい合
には３か月で変わったりする合もある。前
述したとおり、"*を業務に導ೖするプロη
スには、1PCの段階まででも半年はඞ要であ
り、こうした中小企業の造ఔにロϘοτ
を導ೖしても、本格的な造が࢝まるころに
は造する物が変わってしまっていて、導ೖ
が間に合わない。
　もう１つ大きな原Ҽとしては、導ೖコスτ
が高いことがڍげられる。そもそも、ロϘο
τを組み立てるٕज़者（Ҏ下、ロϘοτ構ங
ٕज़者）がগない。言うまでもなく、ロϘο

τを導ೖすべき中小企業のࣾһにはロϘοτ
構ஙٕज़者がډないため、そうした企業がロ
Ϙοτを導ೖするには、設計・設置・ࢼ運
స・運స・ϝンテナンス（定常、突発）・不
۩合対応・ఫڈまで、すべてのラΠϑαΠΫ
ルを、ロϘοτ構ஙٕज़者がॴଐする企業
（こうした企業を、ロϘοτS*FSと呼ぶ）に
པることとなる。ロϘοτS*FSの１つである
JC0Mٕ研のࢉࢼによれば、それらコスτの
合計は、ロϘοτ本体の４ʙ̑ഒにもなる。
　Ҏ上のഎܠの下、2021年度、ฌݿ県C0&
プロδΣΫτとしてೝ定されたฌݿ県立大学
とJC0Mٕ研によるڞ同研究「ロϘοτシス
テム構ஙスΩルの構造化と遠ִڭҭけڭҭ
について本અで紹介「࡞ࢼύοέーδのࡐڭ
する。
　前述の通り、協ಇロϘοτを中小企業が導
ೖするためには、コスτが՝となる。その
コスτをݮするための有力な方๏として、
協ಇロϘοτを導ೖする企業が、S*FSが୲っ
ている࡞業を自ࣾで行うことがڍげられる。
۩体的には、ロϘοτシステム構ஙٕज़者が
持つ、ロϘοτシステムの設置・ࢼ運స・調
のための知識とスΩルを現から֫得し、
ロϘοτシステム構ஙٕज़者をڭҭ・ҭ成す
るためのࡐڭύοέーδとΠンλーωοτを
介した、ロϘοτシステム構ஙの遠ִڭҭ方
๏およびιϑτΣアを開発する。これを用
いて、造業者が自ら安ՁにロϘοτシステ
ム構ஙし、造現へのロϘοτシステム導
ೖをՃ速することで、デδλルτランス
ϑΥーϝーション（%9）を進める。
　Ҏ上を実現するために、次の３つのステο
プを行う。ᾇロϘοτシステムの設置・ࢼ運
స・調に関するロϘοτシステム構ஙٕज़
のϊϋを電ࡐڭࢠ化する、ᾈ*PT対応の
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モδϡールを用して、遠ִでロϘοτϢー
βをࢦ導する仕組みを構ஙする、ᾉ実際に遠
導によりロϘοτシステムの٬先への導ࢦִ
ೖを行い、ܧ続的にϝンテナンスを行う。
　まず、ロϘοτシステム構ஙٕज़のϊϋ
を電ࡐڭࢠ化するための方๏について説໌
する。図２にこのステοプ全体の流れを示
す。一ൠに、どの造現にも、マχϡアル
がある。それらは、紙ഔ体であったり、電ࢠ
ഔ体であったりと༷々であるが、その現の
ઐՈがうことを想定して࡞成されている
ため、現で常識とされている事ฑについて
は通常、記ࡌされていない。こうした、現
のઐՈが持っているが、໌示的にされてい
ない知識やٕज़を、本研究では҉知と呼
ぶ。本プロδΣΫτで࠾用している方๏で
は、現マχϡアルに記ࡌされている内༰
と、実際の࡞業との違いを໌らかにすること
で、こうした҉知を໌らかにする。
　҉知を໌らかにする過ఔを、本研究の۩
体例で示す。協ಇロϘοτは、それが設置さ

れる現に、全体を、ۚଐのபで方体のܗ
にғみ、ビχールでࠝแされた状態でൖೖさ
れる（図３ࢀর）。ここから開ࠝする際に、
ロϘοτを࢛方からғむபにはॎと横のもの
があるが、これをどちらから֎せばよいかに
ついて、通常のマχϡアルには記ࡌされてい
ない。ॎのいずれかのபを先にఫڈしてしま
うと、そのபにࢧえられている横きのபが
མ下してしまうϦスΫがあるため、現で
は、横きのபからఫڈするのが常識とされ
ている。しかし、現の常識であるためマ
χϡアルには記ࡌされず、この手ॱは҉知
となっている。
　本研究で、こうした҉知を໌示化する方
๏について説໌する。はじめに、現でར用
されているマχϡアルを、構造的な表現に書
き換える。一ൠにマχϡアルは、目的とその
目的を達成するための手ॱが交ޓに記ࡌされ
た文ষ構造となっているため、その分野のઐ
Ոでなくても、構造的な表現に書き換える
ことが出来る。図４のࠨに、元のマχϡアル

図２　ۀϚχϡアϧʹϊϋΛՃ͑てిࢠ化͢るྲྀΕ
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図�　ϩϘοτの։ࠝʹؔΘる҉のྫ

図̐　（ࠨ）ϚχϡアϧࡌهのϩϘοτ։ࠝखॱ　（ӈ）҉ΛՃ͑た「ࢧபΛ֎͢」खॱ

に記ࡌされていた、「ロϘοτの開ࠝ手ॱ」
を構造的表現にした例を示す。この最初の手
ॱのϙΠンτは、ઐՈに相談などをせず
に、ච者ら知識学の研究者が、マχϡアル
に書かれていることをಡんで、そのままに構
造化することである。書かれている通りに構
造化することで、҉知が無い状態でマχϡ
アルに記ࡌされた知識をそのままに表現する
ことが出来る。

　マχϡアルをそのまま構造化したら、次
に、ロϘοτの組み立ての現をにऔࡐ
する。現をऔࡐして、ઐՈがやりऔりし
ている内༰を、マχϡアルから書きىこした
表現とൺֱすることで、҉知がුかび上が
る。例えば、図４の例では、ロϘοτの開ࠝ
手ॱのऔࡐ時に、マχϡアルに「ࢧபを֎
す」と書かれた手ॱの実ࢪ時に、実際の現
では、「ࢧபは横きのものから֎します」
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と、ઐՈから説໌を受けた。これにより、
பを֎すという手ॱは、実際の現では図ࢧ
４ӈのような手ॱに分ղされることが分か
り、これが҉知であることが分かった。
　こうして、҉知を໌らかにした後に、࠶
度、ઐՈのमを受ける。研究者が現を
औࡐして手ॱを分ղする合に、その現の
ૉ人であるため、ࡉかく分ղし過ぎてしまう
ことがある。ઐՈは、ロϘοτ組み立てを
本知識を知っているجえる対の理ղ度やڭ
ため、知識学者による分ղが、ৄࡉ過ぎな
いかを確ೝすることが出来る。
　ઐՈに構造化した知識のमを受けるこ
とによって、さらなるϊϋをҾき出すこ
とも期できる。一ൠに、現のϊϋを
ଟく持っているϕテランから、ϊϋをҾ
き出したり、全くの白紙状態からマχϡアル
でࠔ成をしていたりすることは、大変࡞
ある。そのϕテランをޏ用している企業の立
で言えば、ϕテランには、ϊϋを文ষ
化することよりも、通常の業務を୲当させた
方が、期的なརӹに݁びくからである。
通常、現のマχϡアル࡞成は、仕事を֮え
るため、などの理༝で、新人に任せられてい
ることがଟい。それに対して、図４のよう
に、構造化したܗでϕテランに現のϊϋ
を提示すると、そのりない部分や、ޡっ
ている部分をमਖ਼するܗで、ϕテランから知
識をҾき出すことが出来る。全くの白紙状態
から持っているϊϋを文ষ化すること
は、ϊϋをଟく持っているϕテランに
とって、それらをྻڍする࡞業自体がスτレ
スとなり進まないが、あるఔ度構造化した知
識をఴするܗであれば、さほど時間がかか
らないため、ϕテランの協力を得やすい。ච
者が行った過ڈのපӃにおける新人ڭࢣޢ

ҭの研究ʦ西ଜ1�ʧでは、およそ�00ఔ度の
部分手ॱから成るٹ໋ٹ急の手ॱをఴする
のに、およそ10分から1�分がඞ要であった。
また、පӃの現だけでなく、造業やڭҭ
の現で、この方๏によって༷々なϊϋ
のマχϡアル化に携わってきたが、ϕテラン
によるఴと、研究者による知識のमਖ਼を、
およそ３回ఔ度ޓいに繰り返すと、現のڭ
ҭにえるఔ度の知識構造が出来上がること
がଟい。
　2021年のՆから࢝まった本औり組みである
が、今後の༧定としては、༷々な協ಇロϘο
τの組み立てをマχϡアル化し、組み立てや
؆単なϝンテナンス࡞業をS*FSの手から放し
て造の現にҕねることによって、協ಇロ
Ϙοτ導ೖのコスτダンを目ࢦす。現が
ओ体となって組み立てやϝンテナンスが出来
るようになれば、協ಇロϘοτの導ೖが現ࡏ
にൺべてコスτかつ؆単になるため、いず
れは、༷々な現が、期間の࡞業であって
も、ඞ要に応じてロϘοτをඍ調し׆用す
ることがՄとなる。
　協ಇロϘοτのレンλル構想には、さらに
副次的なޮՌも見ࠐめる。現ࡏ、高ઐ学
校や大学で、ロϘοτに関して高度なڭҭを
受けた人ࡐが、༷々な造現でಇいている
が、े分にそのઐ性を׆かせていない。本
研究が進めば、その人ࡐが、現にロϘοτ
を導ೖする、いわゆる現のデδλルτラン
スϑΥーϝーションを୲当することになると
我々はߟえている。ロϘοτをऔりѻう、ઐ
性を׆かした仕事を出来るようになれば、
仕事に対する任はॏくなるが、業務にݙߩ
している実感が生まれ、それがಇき甲൹とな
り、自分が任を持つことになった現にѪ
ணが生まれ、そこに定ணすることが期でき
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るのではないかとච者らはߟえている。

3�2ɽ  のDXに ͭ い ͯɿ ҏ ୮ 市 に よ る
SNBSU *UBNJએ言とऔΈ

　%9をඞ要としているのは公的機関も同༷
である。本અでは、ฌݿ県ҏ୮ࢢの%9への
औり組み事例について紹介する。
　ҏ୮ࢢでは、ྩ元年̒月にҏ୮ࢢ長が自
ら「SNBSU *UBNJએ言」を行い、ࢢ役ॴ৬һ
が自らの৬をスマーτ化し、業務վֵと生
すことをਪ進してきた。そࢦ上を目性の࢈
もそものきっかけは、ٺ化したࢢ役ॴ建物
の建てସえであるが、この機に༷々な業務を
見し、ੵۃ的にデδλルٕज़をऔりೖれ
て、ࢢ民αービスの࣭上を目ࢦすとした
ʦҏ୮1ࢢ�ʧ。
　SNBSU *UBNJプロδΣΫτでは、次のよう
なプロδΣΫτ目ඪを当初ܝげ、औり組んで
きた。ᾇ"*׆用による業務ޮ化の実ূ実
験、ᾈ行に対する"*導ೖの期について
の調査、ᾉ�0ˋのϖーύーレス実現にけた
文書ݮのݕ౼、ᾊ次世型総合案内（"*

コンシΣルδϡ）のݕ౼。ච者が調査研究に
関わった本プロδΣΫτのৄࡉについては、
ʦSNBSU *UBNJ報告書21ʧの報告書に公開さ
れている。
　本プロδΣΫτでは、いくつかの業務のス
マーτ化がࢼみられた。全༰を図̑（出యɿ
ʦSNBSU *UBNJ報 告 書21ʧ、Q．2�、 図 表1�7 �
6）に示す。例えば、報提供のスマーτ化
においては、νϟοτϘοτによるࢢ民から
の֤छい合わせへの自動応答の仕組みの導
ೖがࢼみられた。また、業務πールとしての
"*ٕज़導ೖについては、ࢢ役ॴにおける֤
छ会議の、会議の自動࡞成πール、"*�
0C3によるாථの自動ಡみࠐみπールなど
についての実ূ実験が行われ、"*導ೖに関
するいくつかの知見が得られた。
　まず、「ޮՌが分かりやすい」、「実際の目
ඪについて、現も理ଆもڞ有することが
出来る」ような業務については、実ূ実験後
に༧ࢉ化がされた。つまり、"*の導ೖが1PC
をӽえて、次の段階へと進むことができた。
図̑に示したものの中では、"*議事、"*

図̑　4NBSU�*UBNJϓϩδΣΫτͰߦΘΕた"*ಋೖの߲ࣄ౼ݕ
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νϟοτϘοτについては、ྩ３年度も༧
化された。"*議事が対としている「会ࢉ
議」は、どの組৫でもそうであるが、ඇ常に
ଟく実ࢪされている業務であり、ҏ୮ࢢのࢼ
では、年間、組৫内で行われる会議時間のࢉ
総は6200時間、その議事࡞成にඞ要な
時間は�� �0�時間とࢉࢼされているʦSNBSU 
*UBNJ報告書21ʧ。その議事࡞成は、大変な
業であることは、୭もがೲ得するであろ࡞
う。"*議事πールは、会議のԻԻか
ら、Իೝ識機と、自然言ޠॲ理機を用
いて、議事を自動生成するπールである。
いくつかの会議Իを"*議事πールに
かけた݁Ռ、会議のԻԻの࣭に応じて
ॲ理時間は変わるものの、平ۉでは年間当
たり1� 60�時間の議事࡞成時間をॖする
ことができることが໌らかになった。さら
に、システム導ೖ時における議事࡞成࡞業
の大半は、"*システムのॲ理時間であるた
め、人の労力ޮݮՌは、さらに高いものと
言える。このがධՁされたとච者はߟえて
いる。
　人は、会議の書きىこしを、時間はかか
るものの、さほどۤにせずに行うが、実は高
度な"*ॲ理が"*議事࡞成では行われてい
る。例えば、一ൠの会議においては、ෳ人
が同時に発言することがྑくىきる。人は、
相手が発言していることを最後まで聞かなく
ても、発言全体の意ຯを༧測できるので、そ
の相手が話し終わる前に、発言を࢝めること
が出来るからである。人は同時にෳ人が発
言しても、の違いを聞き分けたり、発言が
来る方が違うことを手ֻかりにしたりし
て、同時の発言を分離することが出来るが、
"*議事࡞成システムにはそうした報は
༩えられないため、自ら分ੳし、Իを分離

しなければ、一人ひとりの発言を書きىこす
ことができない。
　"*議事࡞成とは対র的に、"*コンシΣ
ルδϡについては、要݅ݕ౼だけで、実ূ実
験に至らなかった。これは、ࢢ役ॴにおける
「コンシΣルδϡ」の業務のҐ置ͮけが、ᐆ
ດでධՁしͮらいからである。そもそも、ࢢ
役ॴの受業務は、どのようにධՁすればよ
いであろうかʁओな業務は、来๚者が๊える
をղ決するద切な૭ޱを、案内すること
であるが、ࣾ会状گの変化に応じて、来๚者
のやඞ要な案内のқ度は大きく変わるた
め、単७に案内した݅だけではධՁできな
い。前述した通り、"*を導ೖするには、組
৫全体が導ೖから得られるޮՌに合意してい
るඞ要があり、ධՁがしい合には、1PC
の段階で࠳したり、導ೖしてもܧ続できな
かったりすることがଟい。要݅ݕ౼の段階で
役ॴの断はਖ਼しいࢢめることとしたҏ୮ࢭ
とߟえられる。
　上記２つの中間で、"*�0C3については、
実ূ実験は行われたが、ྩ３年度の༧ࢉ化
は見ૹられた。"*�0C3とは、手書きのாථ
を、人間ではなく計ࢉ機でಡみऔり、ॲ理を
自動化するࢼみである。手書きのாථを人間
がಡみऔってೖ力する࡞業は、ಡみ間違えや
ೖ力ϛスなど、࡞業者のώϡーマンΤラーが
らすことは業務のޮݮき得るため、これをى
化にݙߩする。ۙ年の機ց学शٕज़の急速
な進าにより、手書きされたものをಡみऔる
ٕज़のਫ਼度は大変高くなっている。
　"*�0C3が༧ࢉ化されなかった大きな理༝
の一つが、業務変ߋのࠔさである。今回、
ಡみऔりを自動化しようとࢼみたாථは、国
の定めるࣜܗのものであった。ಡみऔり実験
を行った際に、ாථのマス目からはみ出して
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しまった文ࣈのಡみऔりでΤラーがଟく発生
することが໌らかとなった。さらに、そのマ
ス目は、記ࡌすべき事߲に対して໘ੵが小さ
すぎるため、はみだしの発生がසൟにىきる
とのことであった。ࠜ本からこのをղ決
するためには、このாථのマス目をく変ߋ
することが最もྑいとߟえられたが、国が定
めたாථであるため、ҏ୮ࢢだけが変ߋする
ことは出来なかった。۩体的な事例やৄࡉは
ʦSNBSU *UBNJ報告書21ʧをࢀরされたい。
　前述の通り、%9の本࣭は、業務のվળで
あり、"*を導ೖすることはあくまで手段で
ある。上記３つのいずれの事例についても、
"*の導ೖについてҏ୮ࢢの断はਖ਼しかっ
たとߟえられる。

̐ ɽまとめ　兵庫県શମでDXにऔりΉ
きཧ༝

　ୈ１ষで述べた通り、新型コロナ感છが
֦大し、ฌݿ県にらす人々の生׆も大きく
変わってしまった。しかし、実際に経験して
みれば、オンラΠンでもあるఔ度はڭҭを行
うことが出来、仕事もϦモーτϫーΫである
ఔ度えることができて、さらに、県内での
࠶動が૿えたことで、県そのもののັ力も׆
発見された。
　৬、Ոఉ、公ڞの、それͧれで、強੍
的に%9が進められた今こそ、大きな目ඪを
立てて、県全体の%9をਪ進するྑい機会で
あると言える。%9の本࣭は経Ӧやプロηス
のվળであり、ٕज़を導ೖすること自体が目
的ではない。ୈ３ষで紹介した事例のよう
に、かつては、ۚࢿ的に余裕のある企業でし
かਪ進されてこなかった%9が、中小企業で
も࢝まっている。また、同じく３ষで紹介し
たҏ୮ࢢの事例のように、"*導ೖの目རき

も、ઐՈではなく֤組৫が断出来るよう
になってきた。
　今後、%9をさらにਪ進していくカΪにな
るのは、ڭҭの࣭である。ಠ立行๏人
報ॲ理ਪ進機構ࣾ会ج൫ηンλー報告書
ʦ*1"21ʧによれば、%9をਪ進していくた
めには経Ӧ・事業・ٕज़の３つに໌るい「ീ
ᄔӊ（やたがらす）人ࡐ」がϦーダーシοプ
をとるඞ要がある。現ࡏ、我が国では、高
学校ڭҭでの「報」Պ目のඞम化、また、
大学や高ઐ学校での高ڭҭにおける
デーλαΠΤンスڭҭの֦充など、将来の
%9を୲う人ࡐのҭ成をૂったڭҭのվֵが
急ピονで進められている。しかし、༉断を
すると、ಛに小中高のڭҭが、大学受験のた
めのڭҭになってしまうので、本当にඞ要な
%9人ࡐのҭ成に݁びける姿と力がඞ
要である。日本のॖ図であるฌݿ県は、いま
こそ、ࣾ会に出た時に%9をݗҾできる人ࡐ
のҭ成を目ඪにܝげて、初ڭҭから大学ڭ
ҭまでを、しっかりと࠶定ٛすべきであると
をଟくഐ出することࡐえる。そうした人ߟ
ができれば、ฌݿ県のະ来は໌るいとߟえら
れる。
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　「アδアଠ平༸ϑΥーラム・୶路会議」（事務ہɿ公ӹ財ஂ๏人ひょうご震災記念21世紀研究
機構）は、アδアଠ平༸地域のʠଟ文化ڞ生のビδョンʡの実現にけて、国際シンϙδム・
ϑΥーラムの開࠵やアδアଠ平༸研究の表জなどを行っています。
　ྩ３年度は、新型コロナΠルス感છの感છ֦大により国際シンϙδム・ϑΥーラムの
開࠵は見ૹりましたが、アδアଠ平༸研究のબߟは実ࢪしました。
　アδアଠ平༸研究は、アδアଠ平༸地域に関する༏れた人文・ࣾ会Պ学ྖ域のത࢜論文を顕
জするものです。今回は2�݅の応ืがあり、３回にわたってબߟҕһ会を開࠵しબߟを行った
݁Ռ、本１໊とՂ３໊࡞の受者が決定しました。ここでは、その受論文の要ࢫをご紹介し
ます。

　本論文は、1���年̒月から1��6年10月にか
け断続的に行われた日ι国交回復交বの過ఔ
を、ι連の視を軸にݕ࠶౼したものであ
る。これまでの研究ではॴ༩としてѻわれる
ࠐに౿み「的姿ߗι連の」にあった
み、ઓ後東アδアにおける国際関のܶ的変
化の中でι連の交ব方針がܗ成されたこと、
ι連治ࢦ導部内に交ব方針をめ͙るਂࠁな
意見の相違が現出したこと、それが国交回復
のあり方にӨ響をٴぼしたことをղ໌した
に、本論文の意ٛがある。
　日本との交বにྟみ、ι連の策過ఔに
は、ྖの現状ҡ持を図るモロτϑ֎相の方

本　賞

ιަࠃճ෮ަবͷݕ࠶౼ʵϠϧλ߹ҙͱೋͭͷରަবํʵ

Ԭా　ඒอ

針（モロτϑ案）と、日本へのࣃ・色୮の
二島Ҿきしを軸とするϑルシνョϑୈ一書
記の方針（ι連提案）とがු上した。モロτ
ϑ案は、スλーϦンがϠルλ会談でଋした
とおり、南אଠとઍ島ྻ島のؼଐはղ決
みであり、ι連は一切のྖ的ৡาをせずࡁ
に日本と国交回復すべきとओுしていた。ଞ
方、ϑルシνョϑらは、αンϑランシスコ平
にॺ໊しないというスλーϦンの決定
はޡりであるとߟえ、日本との交বで南אଠ
とઍ島ྻ島の国際的ঝೝを確อしようとߟえ
た。ι連がҡ持するઍ島ྻ島のൣғは、安全
อোという機໘からଊえられるべきで、対

τ ϐ ο Ϋ ε

アジア太平洋ϑΥーϥϜɾ୶࿏会ٞ
第20回アジア太平洋研究賞
（井植記念賞）受賞論文にͭいͯ
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ถ防御上要な国後・ଊ両島に対するι連
のओݖが確อされるならば、ι連は日ถ安อ
に異をএえないこととし、一定݅の下にࣃ
・色୮の二島をҾきす。ι連提案は、ι
連の安全อোとۓு؇の同時達成を意図し
ていた。
　だがι連提案は、一方で日本国内の治
力の分断をଅ進し、ଞ方で日ถ間のར害の相
違を表໘化させることになった。ॏޫ֎相の
ι連提案受決意は、日本国内の害だけで
はなく、ダレス国務長官の੍ࢭにも໘し
た。ถ国から見れば、ι連提案はϠルλ合意
をೝめることにほかならなかったからであ
る。ι連の治ࢦ導部では、二つの交ব方針
をめ͙るౘと֎務省のߝҾきが続いた。当初
はྖ全体の୨上げでى案されていた日
ιڞ同એ言に、二島Ҿきしがりࠐまれた
のは、交বの現におけるϑルシνョϑのר
き返しであった。ι連治ࢦ導部内では、二
つの対日交ব方針にંり合いがつかないま

ま、そして日本国内ではܧ続৹議に関するղ
ऍにねじれを残したまま、日ι両国は、ઓ後
関のىに立ったのである。

【選考理由】
　1���ʵ�6年の日ι国交回復交ব過ఔを、Ϡ
ルλに源する連合国の関、とりわけ
αンϑランシスコ体੍の下での日ถ関
の੍をྀߟしながら復元した力࡞である。
　この10年ほどの間に、新たに旧ι連࢙ྉが
公開されたことで、ै来のղऍのޡりや不ਖ਼
確さのࢦఠなど、ෳࡶな交ব過ఔのࡉ部がු
きூりになってきた。本論文では、日本の先
行研究やマスコϛなどが発見したそれらの࢙
ྉをߋに求し、平交বのṖとなって
きた部分を大෯に࠶構成した。その࠶構成の
記述が、このओに関するこれまでの分ੳの
水४やݶ界をえた業を残しており、アδ
アଠ平༸研究にするす͙れた論文とධՁ
できる。

　վֵ開放Ҏ降、中国のݖҖओٛ体੍下にお
いて、ϝデΟアとݖ力の関はϝデΟアの
業化Ҏ前よりはるかにෳࡶなものとなってい
る。本論文はローカルϝデΟアシステムにண
目し、地域ൺֱの視からローカルϝデΟア
のχϡース生࢈にӨ響を༩える要Ҽを分ੳ
し、中国のݖҖओٛ体੍下におけるϝデΟア
౷੍システムのॏ層性とଟ༷性を໌らかにす

佳　作

தࠃͷݖҖओٛମ੍Լʹ͓͚ΔϝσΟΞ౷੍ͷॏੑ
ʵݱதࠃʹ͓͚ΔϩʔΧϧϝσΟΞͱϝσΟΞγεςϜͷൺֱੳΛ௨ͯ͡ʵ

ဋ　ւय़

るものである。
　本論文では、治ݖ力౷੍とࢢڝ૪の組
み合わせύλーンがローカルϝデΟアの
χϡース生࢈実ફを決定するという理論モデ
ルを提ىした（ୈ１ষ）。また、４つの実ূ
分ੳを通じて、ローカルϝデΟアのχϡース
生࢈にӨ響を༩えるॾ要Ҽをղ໌した。ୈ２
ষでは、ഊ報道の分ੳを通じて、中国のݖ
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Җओٛ体੍における地方紙のχϡース生࢈の
ಛ、とりわけ時間的変化と地域的ࠩ異を໌
らかにした。ୈ３ষでは、地方のϝデΟアά
ループの最高任者の決め方にযを当て
て、人事౷੍の度合いにおける変化が地方紙
のχϡース生࢈実ફにӨ響を༩えていること
を実ূ的に示した。ୈ４ষでは、新聞記事
にண目して、中国࢈ڞౘ・がϝデΟア業
界におけるઐ৬໊༪（QSPGFTTJPOBM IPOPS）
の生࢈・分配をओ導することで、地方紙の
χϡース生࢈実ફにӨ響を༩えている仕組み
を໌らかにした。ୈ̑ষでは、地域新聞ࢢ
力൷をॏ視するఔݖ૪のఔ度は地方紙がڝ
度と関連していることを実ূ的に提示するこ
とができた。さらに、ୈ̒ষでは、ύωル
デーλを用いた౷計分ੳを通じて、人事౷
੍、新聞記事、ࢢڝ૪の三つがいずれも
地方紙のχϡース生࢈実ફにӨ響を༩えてい
ることを確かめることができた。
　本論文は実ূ分ੳの݁Ռを౿まえて、݁論
としてҎ下の三をࢦఠする。ୈ一に、中国
のݖҖओٛ体੍下におけるϝデΟア౷੍手段

にはଟ༷化と౷੍ٕज़のચ࿅化が見られる。
ୈ二に、中国におけるϝデΟア౷੍システム
のॏ層的な構造とローカルϝデΟアシステム
のଟ༷化が実ূされた。ୈ三に、शۙ平ݖ
Ҏ降の中国ではϝデΟア౷੍が大きく変化
し、新たな段階にೖったՄ性が高い。

【選考理由】
　2000年Ҏ降、ۋމ౭ݖからशۙ平ݖ
に至る中国のϝデΟア౷੍を、༷々な観か
ら実ূ的に分ੳした力࡞である。
　まず、中国のϝデΟア・新聞業界が置かれ
たಛघな治経੍ࡁ度についてৄࡉかつਖ਼確
に理がなされたうえで、ॏ要なにߜった
分ੳがなされており、全体の見通しがඇ常に
໌շである。分ੳにあたっては、中国の֤省
で発行される地方紙の電ࢠデーλを用いた機
ց学शならびにଟॏ回ؼの手๏が用いられて
おり、先的な研究である。
　۩体的な回ؼ分ੳの手๏についてはଟগ物
りない部分がみられるものの、Ղ࡞にす
るす͙れた論文とධՁできる。

　本論文は、Πンド北東部λϫンの事例を通
して、νϕοτҩ学の੍度化が進展する現
ώマーラϠ世界における人々のපいの経験と
ҩྍ実ફを論じ、ҩྍと体のෳ層的な関
性を໌らかにするものである。20世紀後半Ҏ
降8)0のਪ進するプラΠマϦ・ϔルスέア

佳　作

ྍ࣏ؾώϚʔϥϠ世քʹ͓͚Δνϕοτҩֶͷ੍Խͱපݱ
ʵΠϯυ౦෦λϫϯͷΒ͠ͱප͍ͷຽࢽʵ

長Ԭ　ܚ

策をഎܠに、νϕοτҩ学は中国とΠンド
でઐࢿ格化やༀの大ྔ生࢈が本格化した。
これまでの研究では、現の伝౷ҩྍがナ
ショナϦζムやάローόル化と݁びつき、文
化のやݻ有ࢿ源として࠶構ஙされ、֦大
する状گが׆発に論じられており、とくにν
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ϕοτҩ学研究では੍度化の୲い手であるઐ
組৫とνϕοτ・アΠデンテΟテΟとの関
がଟく分ੳされてきた。しかし、一方で地
方のώマーラϠ地域におけるνϕοτҩ学の
ॾ実ફやප気をױうଆの生׆者の視につい
ては、੍度化の「पԑ」とみなされे分にと
らえられてこなかった。そこで本論文は、੍
度の中心ʗपԑではなく、ώマーラϠ地域の
人々とνϕοτҩ学が新たに出会うとして
の৮ྖ域（コンλΫτ・κーン）にযを
あて、λϫンでのϑΟールドϫーΫをもとに
地域のྺ࢙や、පいをめ͙る治ྍ者、ઐ組
৫、、ଜ人の相ޓ交বについて民ࢽ的
記述を通してඳき出した。λϫンのॅ民は、
Πンドによる国ڥ開発のӨ響のもとνϕοτ
ెڭとして高地でらす人々である。පい
は「ナπΝ」「ψύ」「ドー」と呼ばれ、੍度
化されたνϕοτҩ学がओにナπΝの治ྍ・
༧防を୲うҩྍとして実ફされる一方、ψύ
やドーの治ྍ・༧防ではૐや神降ろしのّྱ
のほかफڭༀや民間ༀがॏ要なҩྍを୲って
いた。ナπΝ、ψύ、ドーでそれͧれ異なる
ෳの体が経験されていたことから、本論

文は੍度化されたνϕοτҩ学と人々の日常
が出会うで、ҩྍ実ફは知の体ܥや੍度の
組みによって۠ผされていくのではなくଟ
༷な治ྍ者やༀがޓいにॏなりながらࡏڞ
し、ෳ的な体とともにපいが生きられて
いくことを໌らかにした。

【選考理由】
　ۙҩྍ、ࡏ地ҩྍ（シϟーマχζム）、
とฒଘするνϕοτҩ学の実ફを、ҩྍの提
供者と受ӹ者の方からஸೡにඳき出した労
。である࡞
　調査内༰も実ূ的、࠶現性の高いもので、
とりわけༀにう২物の同定もਫ਼確に行
われており、流通経路や౷計デーλについて
も୮念に調べている。
　ҩྍ行為に関わるஸೡな民ࢽをもとに地
域ҩྍの実態を۩体的に示すとともに、人間
にとっての体とそれをえるためのҩ学と
はԿかを論じたྑ࣭な人ྨ学の論文である。
　理論化が弱いという໘がみられるものの、
Ղ࡞にするす͙れた論文とධՁできる。

　ラオスは現ଘするࣾ会ओٛ国Ոの１つであ
る。しかし、マルΫス・レーχンओٛをඪᒗ
するラオス人民ֵ໋ౘがいかにして現ࡏのよ
うな一ౘ੍を確立したのかは、े分ղ໌され
ていない。ै来の研究では、ୈ２次Πンドシ

佳　作

ϥΦεʹ͓͚Δࣾձओٛͱதཱओٛͷ૬ࠀɿ
σλϯτࣾظձओٛਞӦͷ࠷ลڥʹ͓͚Δղ์۠ͷଟݩతల։ʢ1��� �1���ʣ

南　ଠ

ナઓ૪終݁後の1�7�年12月２日に�0年続い
たラオスԦ国がղ体され、現ࡏのラオス人民
民ओڞ国が成立した（ラオスֵ໋）と同時
に、一ౘ੍も確立したとされる。しかし実際
には、同ౘҎ֎の力、ಛにѪ国中立力や
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中立を໊る力は、この時ではまだ閣
྅レϕルにもଘࡏした。
　本ߘでは、ֵ໋時でのラオス人民ֵ໋ౘ
のϔήモχー確立を自໌視しない立をとっ
た。そして、同ౘの�0年間にٴぶֵ໋運動
について、同ౘとౘ֎力の関性の変ભを
中心に分ੳした。最終的に、成立当初のラオ
ス人民民ओڞ国における治的ଟ元性の実
態をߟ࠶することを目ࢦした。
　ྫྷઓ期の東ଆਞӦでは、プロレλϦアಠࡋ
の実現を目ࢦして治的ଟ元性を੍するこ
とが、国際的に強੍されるにあった。一
方で、ラオスでࣾ会ओٛ運動が本格化した
1��0年半ばには、東西両ਞӦのデλンτが
まりつつあった。そのためι連や中国、ϕ࢝
τナム民ओڞ国といったࣾ会ओٛॾ国が、
ਞӦの最辺ڥにҐ置するラオス人民ֵ໋ౘ
にそうしたѹ力をかけることはほとんどな
かった。
　ラオス人民ֵ໋ౘは1�60年初಄には、ラ
オスԦ国内にಠ自のࢧ配地域（ղ放۠）を確
อし、ֵ໋運動のڌとするとڞにٙࣅ的な
国Ո建設にもண手した。ଞ方で、ղ放۠で一

ౘ੍が確立することはなく、中立やѪ国中
立力が終࢝Ө響力をҡ持した。こうしたղ
放۠の治的ଟ元性は、その൛図が最終的に
ラオスԦ国を෴いਚくしてラオス人民民ओڞ
国が建国される段階に至っても、ղ消され
なかった。݁論として、1�7�年の体੍స換時
ではラオスに治的ଟ元性が残ଘしていた
とࢦఠできる。

【選考理由】
　これまで論文でҾ用されることがなかっ
た内ઓ期のౘ決議などオϦδナルなࢿྉをଟ
く用いた研究であり、さらにそれらのࢿྉを
業を行ってい࡞に分ੳするなど៛密なࡉৄ
る。また、それらのࢿྉや࡞業໘でのオϦδ
ナϦテΟーにՃえて、ラオスのֵ໋ઓ૪の中
で、中国国ڥの中立（カムアン・ϒο
ύー）がՌたした役ׂに目したや中国と
の関を視野にೖれてߟ察しているなど新
しい視から分ੳをࢼみた研究である。
　ॏ要なΩーϫードのೝ識が異なっているな
どの՝はあるものの、Ղ࡞にするす͙れ
た論文とධՁできる。
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ˎ 本߸の特集「ポストコロナ社会の課題と
展望」にؔ࿈するの（平23Ҏ߱
のの）

λΠτルɿ ひょうご新経ࡁઓུ研究「域経ࡁ
ݍ ׆ 性 化 に よ る 経 ࡁ 成 長 ઓ ུ 」
（2020年度中間報告）

発 表 日ɿྩ３年３月

λΠτルɿ ひょうご新経ࡁઓུ研究「域経ࡁ
成長ઓུ」（大ࡁ性化による経׆ݍ
（湾ϕΠΤϦア構想分Պ会ࡕ

発 表 日ɿྩ３年３月

λΠτルɿ গࢠ高ྸ化ࣾ会の੍度設計ʙ年ྸで
۠ผしないࣾ会ฒびにࢠ供を生みҭ
てやすいࣾ会の実現にけてʙ

発 表 日ɿྩ元年̔月

λΠτルɿ 女性が׆༂するࣾ会ͮくりのための
උのあり方についてڥ

発 表 日ɿ平成�0年３月

λΠτルɿ 持続ՄなコϛϡχテΟのܗ成に
けた地域ࢿ源の׆用方策

発 表 日ɿ平成�0年３月

λΠτルɿ 人ݮޱগ、গࢠ・高ྸ化ࣾ会ࣾ会に
おけるラΠϑスλΠルとࣾ会อোの
あり方について

発 表 日ɿ平成2�年３月

λΠτルɿ ए者にとってັ力あるଟ自然地域ڌ
ࢢのܗ成方策に関する研究

発 表 日ɿ平成2�年３月

λΠτルɿ 人ݮޱগ下のଟ自然地域のັ力ͮく
りの研究ʵシχア世を׆用した新
たなビδωスの展開ʵ

発 表 日ɿ平成2�年３月

λΠτルɿ 過ૄとࢢへのू中の両ۃ化が進む
中でのコϛϡχテΟͮくり

発 表 日ɿ平成26年３月

λΠτルɿ ローカル・Ψόナンスが創るڞ生ࣾ
会のߟ察

発 表 日ɿ平成26年３月

λΠτルɿ高ྸ者ब業・ࣾ会ࢀ画の֦大
発 表 日ɿ平成2�年３月

λΠτルɿ ࢀ画と協ಇによるࣾ会ܗ成の進展と
今後の展開方策

発 表 日ɿ平成2�年３月

λΠτルɿ ࣾ 会的安心確อのための財源と੍度
のあり方

発 表 日ɿ平成2�年３月

λΠτルɿ ฌݿ県における人ࡐの国際Ҡ動とଟ
文化ڞ生の今後の展開

発 表 日ɿ平成2�年３月

λΠτルɿ ݁ ࠗ・出ࢠ・࢈ҭてࢧԉのためのՈ
ࢱ策

発 表 日ɿ平成2�年３月

λΠτルɿ ଟ国間経ࡁ協力がฌݿ経ࡁにٴぼす
Ө響と対策

発 表 日ɿ平成2�年３月

λΠτルɿ άローόル化が進展する中でのひょ
うご経ࡁのあり方

発 表 日ɿ平成2�年３月

ܝ ࡌ 先ɿ IUUQT���XXX�IFNSJ 21 �KQ�SFTFBSDI�
T U S B U F H Z � D F O U F S � S F T F B S D I �
JOWFTUJHBUJPO�S�E�SFBTFSDI�SFTVMU�

Ҏ߱のߦ第30߸発「ͻΐ͏͝ل2�ੈ」 ˙
の

˓研究ઓུηンλー

λΠτルɿ 南ւτラϑ地震にඋえる策研究
（2020年度中間報告）

発 表 日ɿྩ２年３月

ͻΐ͏͝震災記念2�ੈل研究ػ構の研究ௐࠪใࠂॻҰཡ
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ܝ ࡌ 先ɿ IUUQT���XXX�IFNSJ 21 �KQ�SFTFBSDI�
T U S B U F H Z � D F O U F S � S F T F B S D I �
JOWFTUJHBUJPO�S�E�SFBTFSDI�SFTVMU�

˓人と防災ະ来ηンλー

λΠτルɿྩ２年度研究論文報告ू
発 表 日ɿྩ３年̒月

λΠτルɿ  「災害ޠりܧぎ」に関する研究論文
ू

発 表 日ɿྩ３年̒月

λΠτルɿ ྩ ２年７月豪雨における災害対応
の現地ࢧԉに関する報告書

発 表 日ɿྩ３年̑月

λΠτルɿ 避ॴ運Ӧマχϡアル࡞成手Ҿきの
開発
ʵ安全で高࣭な避ॴのࢧԉʵ

発 表 日ɿྩ３年̑月

λΠτルɿ ࠇ田裕ࢠ氏のࢿྉ分ੳによる被災
者ࢧԉのূݕとܧঝ

発 表 日ɿྩ３年４月

ܝ ࡌ 先ɿ IUUQT���XXX�ESJ�OF�KQ�SFTFBSDI�
SFQPSUT�JOWFTUJHBUJPO�
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όックナンόー

は、ホームϖーδ（IUUQT���XXX�IFNSJ21ࡉৄ　 �KQ�SFTFBSDI�SFTFBSDI�UIF21 �IZPHP�）をごཡく
ださい。

WPM� ݄ߦൃ ಛ　　　集

�0 �0�1�� ౦ຊେ10ࡂʵࡂ・෮ڵの՝とల

�� �0�0�11 ύンσϛοΫと新たな社会

�� �0�0�� の՝とలࡂݮ・ࡂ��ʵࡂਆ・୶࿏େࡕ

�� �01��1� 化ઓུੑ׆Ҭ経済Ԃの

�� �01��� සൃ͢るࡂの܇ڭとඋ͑

�� �01��1� ιαエテΟ��0ʹ͚てʙ人口ݮগ・ྸߴ社会ʹ͓͚るҙࣝվֵと੍ઃܭʙ

�� �01��� 地ҬίϛϡχテΟの͚ʹ্ྗࡂて

�� �01��� 地Ҭੜ

ಛผ߸ �01��� ౦ຊେࡂの෮ূݕڵ（෮ڵிҕୗۀࣄ）

�� �01��� ڵલ෮ࣄ

�1 �01��1 地Ҭੜのཧと࣮ફ

�0 �01��� アδアの中Ͱのྸߴ化

1� �01��11 人口ݮগ社会と地Ҭੜ

1� �01��� උ͑るʹࡂେڊਆ୶࿏�0　ࡕ

1� �01��� ࠓのڵਆ୶࿏�0　త෮ࡕ

1� �01��� άϩʔΧϧ化とଟจ化ڞੜʙҟจ化ίϛϡχέʔシϣンと地Ҭͮ͘Γʙ

1� �01��1� ৯とのະདྷʙফඅऀのઢͰຊの৯とΛ͑ߟるʙ

1� �01��� 新しいՈ૾とڞੜ社会

1� �01��1� ࡂ෮ڵとڞੜ社会

1� �01��� ౦ຊେࡂからの෮ڵΛ͑ߟる２ʙ౦の෩・ಛੑΛ౿·͑たιϑτ໘Ͱの՝とରԠʙ

11 �011�1� ౦ຊେࡂからの෮ڵΛ͑ߟる

10 �011�� ੜଟ༷ੑ

̕ �010�1� 型の社会อোの͋Γ方ل�1ੈ

̔ �010�� ʙݟ会ٞのࡍࠃ࿈ؔࡂ1�प�ʙࡂਆ・୶࿏େࡕ
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˒ೖ方๏ߪ˒
ごرの߸、氏໊・ॅॴ・電話൪߸を電ࢠϝールでご連བྷください。
定Ձ�00ԁ（税ࠐ）発ૹにかかるૹྉはご負୲をお願いします。
ただし、年間定期ߪಡ（1600ԁ（税ࠐ））いただく合には、当機構がૹྉを負୲いたします。

˙おい߹ΘͤઌɾおਃしࠐΈઌ˙
ひょうご震災記念21世紀研究機構　研究ઓུηンλー交流ਪ進՝
ॅॴɿ˟6�1 �007�　神戸ࢢ中ԝ۠ւ岸通1�� �2
T&-ɿ07� �262 ��71�　'"9ɿ07� �262 ��122
&�NBJMɿHBLVKVUTV!ESJ�OF�KQ

WPM� ݄ߦൃ ಛ　　　集

̓ �00��1� ੜՄエωϧΪʔ࠶

̒ �00��� ϫʔΫ・ラΠϑ・όランス

̑ �00��11 ৯の҆શ҆心

̐ �00��� 地ҬݯࢿΛ׆༻した都市࠶ੜ・地Ҭ࠶ੜ

̏ �00��1� άϩʔόϧ化と地Ҭのలڞ���ੜ社会のࢹから

２ �00��� る͑ߟΛ「ڞެ」

ץ߸ �00��1� ͻΐ͏͝新シンΫλンΫのൃʹ͋たͬて
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